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序文

ここに 『宇茂佐古島遺跡発掘調査報告書』を発刊することが

でき、たいへん喜ばしく思います。

宇茂佐古島遺跡は現在の屋部や宇茂佐の故地として伝えられ、

古くからその存在は知られており、特に区画整理直前まで残って

いた 3つの井戸は、旧正月のカーウガミに古島の子孫たちが参拝

に訪れ、歴史のつながりを物語っていました。

今回の発掘調査は、宇茂佐第二土地区画整理事業に伴うもので、

平成 7年度から実施され、 高倉跡と思われる住穴や畑跡と思われ

る小穴群などが発見されました。出土した遺物は、 15世紀...._， 17世

紀の陶磁器が主で、屋部や宇茂佐のムラ移動伝承の時代とほぼ一

致することなどが明らかになりま した。さらに、 f高麗系瓦J と

呼ばれる沖縄の古瓦の発見と分析は、未だわかっていない生産地

を探すためのよい資料を提供できたと思います。

このように 「遺跡j を発掘することは、私たちの祖先の歴史を

少しずつ明らかにしていく大切な仕事です。それと同時に、常に

遺跡をどう保存するかという課題に直面しているのです。遺跡を

発掘し、歴史の重みを知り、さらに未来の人々にその遺跡を保存

し、伝えていくことは、今日の私たちに課せられた仕事です。そ

のためにも本報告書が少しでも多くのみなさまにご活用いただけ

れば幸いに思います。

最後に、この発掘調査に関わった多くのみなさまに感謝申し上

げ発刊のあいさつといたします。

平成11年 (1999年) 2月

名護市教育委員会

教育長比嘉敏雄



例� 

1. 報告書は、平成7年度から平成9年度にかけて実施した宇茂佐古島遺跡緊急発掘調査の内容を記録

したものである。� 

2. 発掘調査は宇茂佐第二土地区間整理事業に伴うもので、名護市宇茂佐第二土地区画整理組合から

依頼を受け、名護市教育委員会が実施した。� 

3.本書を作成するにあた り、それぞれの専門分野において、下記の方々のご協力� .ご

記して謝意を去す。

近世畑跡遺構 ・・ ・ ・ ・ ・ 工楽善道(奈良国立埋J~~文化財センター) 

11 ... ...安里進(浦添市教育委員会) 
  

11 ..・ ・・ ・呉屋義勝(宜野湾市教育委員会)


石器の石質問定 ・・・ ・・ 神谷厚昭(沖縄県立博物館)


仲本政貴(琉球大学農学部亜熱帯動物学教室).11獣骨種の同定 ・・・・・・ 川島由次 ・小倉岡

陶磁器の同定/分額 ・・・ 金武正紀(那覇市教育委員会)


知名定l頓(宜野座村教育委員会)


家田淳一 (佐賀県立九州|陶磁文化館)


藤原友子(佐賀県立九州陶磁文化館)


宮城弘樹(今帰仁村教育委員会)


高麗系瓦の同定/分類 ・・上原 静(沖縄県教育委員会)� 

4.自然科学による各種分析は、 「株式会社パリノ ・サーヴ、エイJに分析委託を行った。

また、分析結果の比較検討を行うために以下の教育委員会より資料提供を賜った。


浦添市教育委員会 ・沖縄県教育委員会 ・勝連町教育委員会 ・那覇市教育委員会(五卜音順)


;).発掘調査 ・資料室理などの調査体制については、第� 1章第� 1節に記しである。� 

6.本23にかかわる図面 ・写点 ・泣物などの一切の資料は、名護市教育委員会社会教育課文化財係の

資料室に保色:しである。� 

7.各章の扉の図両は、ていーとくみね(徳嶺朝直)によるものである。初出は、社会教育だより

「美ー 第57号(平成 8 年12月) から同誌 f人J 第69 号(平成 9 年12月)掲~攻中の図画を用いた。
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第� 1節発掘調査経過� 

1.経 過

昭和62年度� (1987年度)

名護市宇茂佐第二上地区画整理組合設立準備委員会から区画整理事業に伴う文化財の有無の昭介。

昭和63年度� (1988年度)

名護市の迫跡分布調査(昭和57/表面採集)において、周知の遺跡である 「字茂佐古島遺跡」試掘

調査を行い予想以� tに保存の良い遺跡である ことが明らかとなった。

平成2年度� (1990年度)

遺跡の範囲と性格を把握するために、国 ・県の補助を得て、範囲確認調査を実施。その結果、� fプル

ジマ」と呼ばれる谷間に約l万niにわたり遺跡の範囲が広がっている ことが判明し、13世紀から� 17世

紀末頃の陶磁器が多く出土した。また、柱穴も数カ所で見つかり、集結跡が見つかる可能性もあるこ

とが想定された。さらに、高鹿系瓦が出� tし、未だ斑地が特定されていない窯跡の発見も示唆された。

平成3年度� (1991年度)

前年度に引き続き、 範囲確認調査とその成果を示す報告 ~I} (f名護市文化財報告書10・宇茂佐占島遺

跡一宇茂佐第二上地区画整理事業に伴う埋蔵文化財範囲確認調査報告苫一 ~ 1992年3月31日、名護市

教育委員会発行)の作成を行った。その中で県内の数カ所から出土するlq麗系瓦の胎土分析を行った。

平成7年度� (1995年度)

名護市字茂佐第二土地区画整理組合との協議の結果、遺跡の現地保存は難しく、「記録保存j のため

の発掘調査を行うことになった。平成7年8月15日協定3を締結し、平成7年度----9年度に調査を実施す

ることになった。

平成7年10月23nに本年度の契約を締結。字茂佐古島原557番地(l.708rrOを中心に発掘を実施し

た。その結果、住穴 ・集石遺構(用途不明) ・溝跡等の遺構と、青磁 ・百花等の中国の焼物、肥前焼

等の本土の焼き物、壷屋焼等の沖縄産の焼き物が掘り出された。それに伴って高麗系瓦が出土した。

平成8年度� (1996年度)

平成8年8月1nに本年度の契約を締結。本年度は昨年度にキビ作を行っていたために実施できなか

った字茂佐占島原570岳地� (325m). 571番地� (372rrO.572-1番地� (538m). 572番地(l.125nf). 

518器地(l.760m)を中心に先痢調査を行った。その結果、前年度同様の遺構や造物の出土に加え、

高倉の住穴や遺跡を縦断する溝、そして畑跡が検出された。特に、畑跡は県内で確認されたのが2例円

であるが、 これほどの面績で発見された例はなく注目を集め、次年度も引き続き畑跡の確認調査を行

うこととなった。

平成9年度� (1997年度)

平成9年7月7I1に本年度の契約を締結。本年度は、前年度に出土した近世の畑跡を中心に発掘調査

を実施した。その結果、園内放び近隣諸国でも希な畑跡の遺構で、あることが示唆され、計画の一部を

変更し、畑跡の点上をはぎ取 り保(f.加工を施した。一万で出上造物の整理作業及び自然科学分析を

進め、次年度の報告古印刷に備える。

平成10年度� (1998年度)

報告害作成年度。

一一2 一一
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2.調査体制

平成7年度~平成9年度の発掘調査と平成10年度の資料整理法び報告古の刊行は、以下の体制で行つ

た。

調査総括� :名護市教育委員会教汗長 比嘉敏雄

調査責任者� : 社会教育課長 伊差川政男(平成7---9年度)

平良芳一 (平成10年度)

総務責任者: 文化財係長 比嘉武則 (平成7---9年度)

島福善弘 (平成10年度)

総 務 社会教育課庶務 比嘉文子

担当 文化財係比嘉久 ・渡口硲

調査員 上原政昌 ・岸本利枝 ・仲宗根 禎

調査補助員� : 仲村美代子 ・島袋尚美 ・徳嶺朝l立・沖波米子 ・宮里 牧

調査協力 近世畑跡i出荷 工楽善通(奈良国立埋蔵文化財センター)� 

11 安里 進(浦添市教育委員会)� 

" 呉屋義勝(宜野湾市教育委員会)

獣骨鑑定 川島由次(琉球大学)

発掘作業員� : 稲出盛功 ・岸本 勝 ・翁長福松 ・田里 宏 ・宵城千代 ・大城ウ ト・比嘉 初

只志堅ヒロ ・具志� l望シズ ・新垣義常 ・宜寿次信チ ・具志堅節チ ・幸地ミサ

徳嶺朝直 ・佐藤暢別 ・細川太郎 ・名嘉兵:可守 ・比嘉安市 ・崎浜茂雄 ・宮城 篤

占i皮ひとみ ・津波米子 ・宮里牧 ・諸喜田初美 ・知念 忠 ・宮城良勝 ・具志堅 心

仲 村 宏 ・松田優美 ・上問踏 ・岡山 清 ・新里あや子 ・宮城弘樹 ・仲宗桜禎

宮城貞典 ・比嘉敬明 ・平良和男 ・山川信+.屋部 計

資料整理 : 岸本利枝 ・仲村美代下 ・仲宗根 禎 ・宵盟 牧 ・徳嶺報j直� . f~波米子 

3.期間

平成7年度/平成� 7年10月23日~手成8年3月31円

平成8年度/平成� 8年8月i日~平成9年3月31日

平成9年度/平成� 9年7月7日~平成9年9月14日

平成10年度/平成� 10年11月2n---平成10年2月26円� 

4. 調査対象面積(調査面積)


平成7年度=1.708而


平成8年度=-U20ni


平成9年度=2.885凶
 

5. 夕、リッ卜設定

平成7年度~平成9年度のグリットは、平成2年'""3年の範囲確認調査時に設定したグリットを復元し

用いた。南北軸にアルファベットを使用し、南から� fA"'-ZJを付し、東西軸に算用数字を用い、西

から東に向かつて� f1----l1Jの番号を付した。
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第� 2図 遺跡の周辺地形とグリ ッド設定図
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名護湾  

040伽

第 3図 遺跡周辺の小地名図 ※網掛け部分が調査地点

①卜つンチマガイ l麿効自が J・5車紛が停泊した ζLう ②クガ二一 J 黄金鍔:シーフが宅うれている) ③シンドワガニク(船頭兼久)@つンサムイ(字

茂佐号:亨茂径の戸所がある ⑤ワタ=タ怒:字茂佐沼濁とも ⑥つラシ刀ンジ守 -7-:鴻!矧治屋 ⑦ペーシグテ 7 ③シ干ジン給者場 山原紛

などが喝を積みおるし之喝Ff $Jングド-?  ~;o.ー ブルジマr; õ~ ~フシプルシマ 後さ!!，I" ⑫シチャヌ ー 下の芥戸 ⑫ア力ヌ八一(中

の宍戸 ⑬ウイヌ -上の芥戸 ⑤クラマタ-怠叉 ⑫フシヌクラ後の倉 ⑫アジムイシ アジム石・平年のような形をした岩が}'，の中にあり、総を 
Lぐのにちょうどい聖書 ， ⑬ピーブン(火山:風水地名。この山の不を切ってはいけないという) ⑫アピクプ(鍋のくぼみ:鍋の底のようr~をしていたという

に窪んだ場所J ③ドっしマタ一定又・湿泡手号、 ②ポージガ -Z万三泉:お主が使用してたという泉) ③ポージプ Jl-17シヰ(坊主古屋敷) ③ポージアァ

お主穴:勿主が位向で Jたという ~.ブーミテ.，.- A 'S:屋音sA一円の先祖の裏、0-島に住んてo.1た人々の子孫だと伝える @アアシエムイ 七月姦:頂

上付近!こ墓ヂある ③ユフタフー:河川裁の竺Ie得 。 勺プつ二 -=l屋認つ工-:::.:屋号を久謹という ③アジミテヤー屋苦哲夫一門の宗家) ③トワ

ヤー{渡波屋:慶節のf圭所 ③つイヌャー (屋号:百島から移ってきたとう家} Cつンワウ工一=(度号:ウエ一平は葱震) ③イームイ(石灰岩の岩山)
③拍栄屋 E軒、屋数:!l}J ~字永屋i!jj(屋敷~:載後直までそこ Iこ住んでいた}
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第2節概要�  

1.位置

字茂佐古島遺跡は、屋部川河口にかかる尾部橋から束、屋部川の左岸を約� 300mさかのぼった所に

ある二つの谷間を中心に位置している。対岸に屋部小学校、北・東 ・南は丘陵に� l掴まれている。北側

の谷間を 「プルジ、マj、南側の谷間を 「メープルジマJという。北側の谷間は南側の谷間に比べ平坦で

大きな谷間になってい、「ウイヌハー(上の井戸)Jrナカヌハー(中の井戸)� J rシチャヌハー(下の井

戸)Jという三つの井戸があり、いずれも拝まれている。

遺跡の北東約lkm上流に 「プーミチャー」と呼ばれる墓地があり、伝広で、先祖が占島に住んでいた

というプーイチムン(大一門)が拝んでいる。� 

2.伝最

遺跡付近のことを 「プルジマ(古島)Jと呼ぶ。今帰仁城の落城に伴い、今帰仁城に関わる一門が逃

げ延びてそこに住み着いたという。最初に住んだのは� 7軒で、現在の屋部が徐々に陸地になり住めるよ

うになったので移っていったという。その一門は現在でも、 一門の墓であるというプーミチャーの前

で5年にl度牛を屠り共食している。� 

3.古文書

屋部の久護家に残る� f久護家文書j の中の 「元祖歴代日記Jに、

(前略)

順治十一年頃

一代的山按司長男

按司加那志

御屋敷ハ宇茂佐古島ニ居住セリ

但字名ハ宇茂佐地頭卜名付ケリ

思妹トニ男ハ読谷山村字長浜屋乃大殿内ニ越ス

按司加那志ヲナザラ御骨ハ浜ノ伊豆味御墓ニアリ

御基ハ大上原ニアリ

但シ按司加那志並ニ高良子共ニ御骨アリ


御川、三カ所


但シ宇茂佐占島ニアリ


(以下略)


という記述がある。 「元祖歴代日記Jは明治17年の日記を昭和5年に写し替えたもの。順治 卜一年は� 

1654年である。

一一� 7 一一



4.遺跡の発見

宇茂佐古島辿跡が確認されたのは、 1979年度(昭和 54年度) ---1981年度(昭和56年度)に実施さ

れた名護市内の泣跡分布調査においてであるが、多和田民淳氏が記した 「琉球列島の貝塚分布と編年

の概念J (r文化財要覧』琉球政府文化財保護委員会 1956年)や、 1960年の大川清氏の現地調査で報

作されている屋部川河口古瓦出土地は字茂佐古島遺跡のすぐ近くであり、すでに遺跡の存在は示唆さ

れていたものと思われる。 

5.時代

宇茂佐古島遺跡からは、グスク時代の土器や中国産の占磁 ・青花、南蛮陶器、高麗系瓦、れl'純産陶

探が出土している。そのことからグスク時代後期~近世にかけての遺跡であろうと推察されている。

日本史では鎌倉後期 ・南北朝 ・室町 ・江戸前期の時代に相当し、名護市内では昼我地の 「シマヌハ

ー御嶺遺跡群J r屋攻グシク遺跡群J、羽地では 「瀬洲村跡遺跡J、名護では 「宮里古島遺跡j、久宏、で

は 「嘉手苅村泣跡Jがほぼ同時代の遺跡だと思われる。その頃の県内の主な遺跡として、大量村の

「稲福追跡Jや、今帰仁村の 「今l帰仁グスクJなどがある。

屋部川河口古瓦出土地

名透明

字茂佐古島遺跡

字茂佐古重量遺跡の位置図(縮尺 1/25，000)

第 4図 字茂佐古島遺跡周辺の遺跡分布図
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第� 1節 層 序

これまでの調査の結果、調査地域はキビ畑や休耕地であり、大がかりな悦乱を受けておらず、居序

は良好な状態をとどめていた。造物包含層は� I""ill層に分けられ、更に Ia'1b層、� IIa""d層に細分

された。以下、基本的な層位について述べる。なお、時間的制約があったため� 1a'1b屑はパックホ

ーにより除去したが、場所によっては層が残る筒所もある。また、� llc ' IId間は調査地域全体にみら

れるのではなく、中央部分RS-33からNO・PQ-21あたりのみに見られる。

1 a層� 客土。

b層� 灰褐色土、耕作土。

IIa厨� 明褐色土、近世の遺構と思われるものが検出された。

b庖 黒褐色十.、少量の砂が混入する。炭化粒と焼� k粒を多量に含む。柱穴などの遺構はこ

の層から下層にかけて検出される。

c

d

居

届

層

黄褐色土で赤土がまだら状に混入し、小石が混じる。

暗褐色七、シルト質。細かい砂が混入しサラサラする。

E 
 いわゆる地山。黄褐色を呈するが、部分的に赤褐色となる。シル ト質。� 

各地域の回序の堆積状況は、第6図の 「柱状模式断面図」の通りである。� 
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第� 6図 柱状模式断面図
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第2節遺構

1.井戸跡

直径は南北� 3m、東西2.7mのほぼ円形を呈する。深さは2.1m。地山を掘り込んで底から壁而にそ

って石を積み上げている。断面は� V字形を呈する(断面図 第8図)。

石は石灰岩塊主体であるが、サンゴ石やチャートなどもみられる。 これらの石はすべて自然石で、

拳大のものから30cm前後のものがある。井戸口には50cm前後の比較的平らな踏み石を並べ、その周囲

に小さな石を入れてある。井戸跡から検出された遺物は陶磁器や獣骨、 パーキ(編み物製品)、木片で、

多く見られたのは貝類であった。乙れらは井戸が破棄されたのちに覆上といっしょにまぎれ込んだと

思われる。

この井戸は地山を掘り込んでいるが、平面の掘り込み線、その周辺のプラン、井戸内の断面などを

みると、小ピット列群の� IIb層より若干新しく、� IIa層の頃のものと思われる。また、井戸跡の周り

南北方向の溝状遺構は井戸に伴うものではなく、小ピット列群に伴うものと思われる(平面凶 第8図)。

。

第� 8図 井戸跡の平面図及び断面図� 

;炎茶褐色混砂際
~ 

4 灰色砂様

~r-= 

ζ二デ� 
βQ  

EL=lm 
舎町』司自.

;炎茶褐色:毘砂奇襲
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2. 珊瑚砂利敷き遺構

砂利 ・サンゴ枝 ・貝類がび‘っしりと敷き詰められており、固く引き締まっている。発掘範囲内では、

図) のみから検出され、長さやどの方向に向かっている13(第22・:'¥0-21)、図9(第FG . HI-21 

かは判別不可能である。

層序や造物などより� IIab層の頃で、� 17世紀ごろの道と思われる。� 

FG . HI-21のサンゴ砂利敷き遺構の下層からは第� 9図のように柱穴群が現れた。その中で� 3基の遺

構が検出されたが、� 3基とも完全な形は求められなかった。

遺構� 1 4コの住穴がみられ、長方形の建物が想定される。� P4のみ極端に浅い。� 

遺構2 8コの住穴で長方形をなし、検出されたプランの中で最も大きなものである。� 

遺構� 3 6コの柱穴がみられ、ほぽ正方形を呈する。

+ 

N 

。� 
eJ9 

~ 

~OH 

@ F 

('号 ...， 
2m。� ユEEゴ ー忌� !2F140D 

ZででE 号仁!=~ ~ 
L_:r- 仁L_'"三;ζフ

第� 9図� FG. H卜22・23柱穴群平面図
(._一二一J 云孟二
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3. 小ピット列群

発掘範囲中央より西側へ広がる(第6図)。グリットはFG"-'TU -26"-'12。約660個の小ピットが検

出された。深さ� 6"-'20cm、直径20"-'30cm余り(第� l表)の円形状や不定形をなすが、細かく観察する

と、 一角が10cm前後の多角形となっている(第10図)。これは10cm前後の直刃耕具で垂直に掘られた

ためと思われる。底面はほとんどが平坦であるが、まれにU字形あるいはV字形の形のはっきりしな

いものがある。� V字のものは一辺がほぼ垂直に繕ち、その下部から底面は無作為になる。これは耕具

(鍬かへラ)入れ口 とその引き寄せた痕と考えられるが、耕具による引き寄せはピット内におさまる。

小ピットは6"-'28cm幅できちんと並んで列をなし、この小ピット列がある程度整然とならんでいる。

すべて一定方向ではなく列の向きが異なる。

この遺構は住居に接した場所に形成され場所によっては溝で仕切られる。府序をみると� IIb居下部

(パリノ ・サーヴェイの細分によると� IIb-3-1の灰色粘土質シルト)より地山まで掘り込まれてい

る。これらのことや造物などから15・16世紀ごろの遺構と思われる。また、この小ピット列群は、水

路 ・時畔 ・ 水平な床面など� rく田遺構の特徴Jがみられないことよ り「畑辿構Jの可能独特な土壌 ・ 71

性が向い。しかし、残念ながら、鍬 ・へラなどの耕具類は出土していない。


以下、斜地区ごとに特徴を述べる。
 

① 	 NO・PQ.RS-12"-'14の遺構� (第11図)

北北東一南南西β向の列が4列確認され、それ以外は西北西一東南東方向に延びる列が24ダ11見られ

た。両方のダ11の分かれ同はピッ トがかさなり合って様相がはっきりしない。� 

RS・TUー12・13では南北の溝によって仕切られる。南側は自然に数が減り、消滅し、東側は未発

掘のため不明である。� 

② FG.HI・JK-14"'18の遺構� (第12図)

北一南β向と束β向の列がみられる。前者は12列確認され、� JK-18あたりでピットの数が減少し、

列の終わりとなる。後者は17列みられるが、断面観察用あぜを境に西南西方向に向いている。その終

点も他と同じようにピットの数が減り終わっている。北側は東西の溝によって仕切られ、南側は中途

半端な終わり方になっているが、それは断面でみられるようにピット列群の終わるあた りから緩やか

に上がって山の斜面になっているためであろう。� 

③ NO-21・22の遺構(第13図)

調査範囲が小さいためグリット全面に小ピット列群がみられる。そのためピットの広がりは把握で

きない。住居住穴につぶされた面が多いが、� 8列確認でき、方向は西北丙一東南東で一定している。� 

I J4-。鴨

1偽� ι .④� NO・PQ-24"'26 (第14図)
・i'..1 1・20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 JO 31 32 目� 3444 


92 


北西一南東方向の列が11列みられ
81 


76
る。グリット内で北から南にいくに

が北丙ー南東から11つれて南側のダ

西一束β向へ、 山の斜面にそうよう	
51 

49

50 47 


な形でカーブしている。ピットの広 .4 


がりは北 ・束 ・南側は数が減り、自


然に終わるものと思われる。西側は 
  

JO-21・22から続いている可能性

がある。� 

第� 1表 小ピットの直径(東西軸を計るが、計測不可能なものは南北執を計る)

一一 15一一



よ
〆
代
�
 

50
cm 
にコ 娘渇色土シルト

仁コ黒色粘土� 

Eヨ緑錫色土+黄色粘土� 

RS 13 

EL2m40αn ι母守tA「	1
4FV


o

U
 

OR V
 	

/.-汁‘k 
¥五川、 :"，:r町 \

ー~ー-.....J _\ t! ~ 、 、
 

J - 、喧いョ，.:.0-，・� 1
 

-

q
o<t:J

柱穴 
  

PQ 24・25


Eし3m 

ーヲ

;炎純色 

。

~， 

猫

-
図

7
叩
町
一
-
雅
判
明
副
知
�
 
蜜
副
図
�
 

ノH41k田lJにで� しト「

υ戸-ヘ可午ヂヘ一一
粘土� 1立・炭粒混じりの 、 京 間 巴相ム

茶褐色粘土� 



一-LI一一

J

o
d

ん
直
明

。
。

- 日
附

JO
 

ハ〉� 

ht
f'
」
�
 

強
コ
図

ラ
代
�
 
ピ
ナ
ヨ
諜

θ
判
副
因
�
 

ヌ

+ 

「

主

z 

。

可

。

耳

包n 

4 

C 

+
 ‘+ 




.
ー

司e

」 x z 。 」

第12図 小ピット列群②平面図� 

..， 

一一� 18一一



fd!8 

寸� 

J
21 

~c1 v
y/

 /

匂
/
/
〉

ノ
、
/
/

/
(
Y

¥

"..-ー......~.~ 

0

・

「(ノ 、
i

、
�
 J

イム

  

。ρ� Q@ 

o- <89 

f
 

C 

._d 

~

。
層珊瑚砂利敷き遺婿a-IIb1122・21NO-

N 

l
j
fg
 

/
 

・¥ノ 

~@~議
/ 

/̂


.J . 
f
/

/レ A 。>."� 

f
vM 

/。 
J 
よ� 

_ L \包 ~，.:， 

/ 
/ i皐 Etuu

主� 

21 22
..J... 

又� 7T'"""" 

ob
 


2m 

第� 13図� NO・21・22 層珊瑚砂利敷き遺構・地山面小ピット列群③平面図a......llb 11 

一一� 19一一



一� 

24 25 

吉守td』4q〉b 

。� 

N 

O 

l I I I I I 

第14図 小ピット列群④平面図� 

一一� 20一一

Jf  q二コロ君。



4.集石遺構(第15図)

調査区の南東側一帯の山のふもとに自然の石灰岩塊を無造作に積んだ場所が検出された。南東側の

集積は拳大から大きなものは50cm程の自然石が約30cm程の厚さで積まれる。傾斜面に沿って延びてい

るようである。またこの集石より数メートル南西側の集積は、前記のものに比べ、小規模で自然石も

拳大以下の小さいものばかりである。集石は平坦でlO""'15cm程の厚さがみられる。双}jともIIb居時

代のもので、地山面にそのまま石を積んだようで、地山面への掘り込みなどはみられなかった。また、

集石内は土の混入や遺物などみられない。しかし、� HI-36の集石直上より千枚岩の多量に混入された

器壁の薄いグスク系土器が出七している。性格不明。

また、集石遺構の北東側に住穴が集中してみられる。その中で北西一南東に長軸をもっと思われる

長方形の建物跡が検出された。位穴は数が少なく、切り合ったものも少ない。柱穴の大きさは28""'-13 

cm、深さはP1""'P4が41cm、56cm、43cm、� 5cm、65.5cm、P6が42cmと深く、他の2基はP7が16.5cm、� 

P8が24cmと比較的浅い。

径問は左記のとおり。

造物はP7の住穴より鉄製品、肯磁、動物の骨が出土した。またこの泣構と若� Fかさなるような� 3基

の住穴が並ぶが、軸方向が東西向きとなる。調査区内に対応する住穴がないため、北側にプランが続

くと思われる。柱穴の大きさは40""'43cmほぽ同形で、傑さはP1-29cm、P2-19cm、P3-55cmをiltll

る。径聞はPl・P2で158cm、P2・P3で170cmである。� 

5.その他の遺構

発掘調査区のほぼ全面から建物の柱穴が多数検山された。� IIb層から出始めて、地山面までみられ

る。伺度かの建て替えが予想され、註穴聞の距離は等間隔ではなく、明確にその規模 ・プラン等を把

握するのは困難であった。� 

① NO・PQ-17・18焼土だまりと柱穴群 (第16図)

時間的制約のため、IIb庖より掘り込まれた柱穴群の調査は:¥0・PQ-17・18のみであった。わず

かな範囲であったが、� 4基のプランが確認された。

遺構1

柱穴直径(cm)


深さ(cm)


遺構2


遺構3 6基の柱穴で長方形の建物が想定される。

遺構4

これらの遺構が検出された面は砂利混じりのtが遺構l面に敷かれた状態となっていた。 また、その調

査区中央には多量の焼土が出土した。その状況は、炉跡をつぶして敷きならしたように平面的な出土で

あった。焼土だまりの南東側には肯磁のJlIl(第26図62)が25x 22cmのピット内にふせられた状態で出土

している。この皿の口縁部は左右対称に2ヶ所を打ち欠いており、何らかの意味をもっていると思われる。

一一� 21一一
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第16図� NO・PQ-17・18焼土だまりと柱穴群平面図� 

② 	 VW.XY-34・35柱穴群 (第17図)

他の地区に比べ、柱プ〈の数は少なく、切り合ったものも少ない。その中で2基の建物跡が検出された。� 

2基とも地山面からの検出で、新|円関係については判然としない。また、時代を示す造物の出土もない。

建物lは長方形。建物� 2は台形状を呈し、2基とも住は4本で、その規模と周辺に炉跡のないことか

ら、人の住居というより高倉的な建物であったと恩われる。

建物1 建物2

径間 柱穴の直径 深さ� (cm)

P1 .P2 I 169 I P1-30X25 I 20 

P2・P3 I 179 I P2-56X36 I 48 

P3・P4 I 200 I P3-38X26 I 42 

P4・P1 I 185 IP4-30X3038 

径間 柱穴の直径 深さ� (cm) I 

P1 .P2 124 P1-40X36 43 

P2・P3 181 P2-42X33 48 

P3・P4 147 P3-40X38 53 

P4 .P1 175 P4-43X35 43 

これらの建物の前庭部は急傾斜をなし、滞状遺構が伴っている。底の形は浅いボール状を呈し、深

さは約13.5cmを測るが直線的ではなく若干蛇行している。
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第17図� VW'XY-34・35柱穴群平面図
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③	 NO・PQ-28"'31柱穴群� (第18図) 

集中して住穴がみられ、切り合いが多くはっきりとしたプランをつかむことはできなかった。

前記のY¥¥'.XYー� 34・35住穴群lこ{下う滞状遺構がここにもみられ、その構は北側に、距離は等間

隔ではないがピットが列をなした状態でみられる� (スクリーン トーン部分)。構底はY字状になり、小

......5、深さは2-l......-l-lcm石や瓦 ・焼き物などの造物が底にたまった状態で出土した。ピットの大きさは� 

26cmとなる。

また、 この柱穴群の北側に深さ45cmのヒ噴が摘り込まれている。底は鍋底状で長さは210X 116cru 

の不整楕円形を呈する。土壊の片壁は地山市をそのまま利用 している。 埋土は暗褐色上の中に焼土や

炭が混入し、第lla回から掘り込まれている。遺物は瓦質土器(第52図1) ・ 青磁 ・ 陶 ~fjがみられる。

この瓦質ヒ掠の出上は他ではみられない。
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@ RS'TUー 39柱穴群� (第19図)

北北西一南南東に長軸をもっ建物跡と思われる。住穴の大きさは34""46cl11、深さ30""40cl11を測る。

地山面からの検出で、柱穴内からの造物の出土はない。径間は140・130cm。住穴の大きさは北から� 

40X--10cl11、 56X50cJI1、 42X42cmで、深さはそれぞれ72cI11.73cm・42cmを測る。

またこれらの性穴群と共にグリッ トの南東隅に歯鍬(ニメ)の跡と忠われるものが検出された。緩

やかな斜面に沿って階段状にみられ、平面形に規則性がなく、深さも一定ではない。� 

⑤ 
 DE-23 26.....， 炉跡と柱穴群 (第19図)

柱穴と共に炉跡と恩われるものが2基検出された。炉跡iの平面形は33X35.5cmを測る馬蹄形を呈す

る。深さは--1""6cm。炉跡2はlより北東側に位置し、390cm離れた場所にある。これも馬蹄形を呈し、

深さは--1cm程で‘ある。2基とも中央が若干く ぼみ壁面は黒褐色土と焼土で堅級である。

炉跡の周辺には数十個の柱穴がみられるが、プランをつかむには至らなかった。柱穴は深さ� 5""49 

CI11とまばらな中に71cmの深さをもっ柱穴がみられた。� DE-36南西隅にあ り、大きさは57X63cmで壁

がほぼ垂直に落ちる。造物は後期系上器の胴部がヒ面より出土するのみであった。柱穴内の綬土は、

炭ま じり黒褐色 ・赤土 ・黒褐色土と黄土まじりの土が聞をなしており、 他の住穴とは若干異なる。

'iJ:野峰村教育委u会� 

Jm絹市教育委n会� 

11 


11 


)'J，手納町教育委日会 

fi川市教育委u会

勝連町教育委u会

宜野湾市教育~n会

河原町教育委U会

盟見城村教育委員会

具志頭村教育委員会

、ド良市教育委n会

上野村教育委n会

百縄市教育委n会� 

i中純!f，l"立時物館

沖縄県教育委日会� 

参考文献� 

rj免JJI¥福地川水凶追跡、J u: 1993'野座村jう文化財10・11
 

-1198)-1笠付乃文化財(lj1JJ[;遺跡」在野!i


(9)):_化財j1}jy，ウェーヌアタイ遺跡』j:' 宜野座村1'J 1990 

-1 26m 199第~I，財報告化梢市文J Jmヒヤジョーを泣跡T

r那凶l京遺跡.i JJ1 í刺市文化財調査報告，I~第 30!.!! 1996 


r銘苅原澄跡J JJI;尉1r1i文化財調1t報告，IJ努135m 1997 


T義名シーマ御 ~j立跡J JJI;新市文化財ぷu 1集
主報告，ザ第3- 1997 


f昆良グスク.i� JZf納町文化財調査報告 ， I~第 1 W 1994 


r (Pi皮峨跡~t凶泣跡』 石川市文化財調査報告， I~ 1996 


?半数屋古島遺跡ーだ抱調査報告.!i-J 勝述町のよ化財第13m 1991 


「上昭i君原遺跡1ellll調tt記録-ty天間飛行均基地内路市lfi宙管続ぷ工事に係る緊21発掲.11'f.


宜野(.方市文化財保，償資料第..J3!長� 1995 


r-t!<.;qIi1'i跡二 刊以町文化 1I.f調査報告 i!~m5集 1983 


rr~Ji ~il古島遺跡」 位見峨付文化財報告-JFtお-1m 1990 


F只ぷ頭村の遺跡‘ 只志頭村文化財調 ff報告 3第3~長 1986 


~(j:r~遺跡(俗称 ・ 民間) 1~!筏調査報告J 1983 


f富国元島--g国J乙ra遺跡先短調盆報告ーJ.� 1980 


Fビロースク遺跡 -ì'中縄県行垣市斎川 ・ ビロースク遺跡発掘調査報告，I ~ -J

釘州市文化財調資質i告S第6号� 1983 


r特別展� 'グスクJーグスクがJEる占代琉球の限'1:とロマンーJ 1985 


?稲福遺跡発 ffij調ft報告，I~J 沖縄県文化財よ問先級告占第五O~誌 1983 


F恰回澄持J 沖縄県文化財調査報告;!_}筑16m 1986 


r阿波線古鳥iiH事」 沖縄県文化財報告，1}第96!.n 1990 


f安仁屋ト ゥンヤマ遺跡』 沖縄県文化財調査 ~n告rmñ l 05 !.n 1992 


一一26一一



南壁断面図

1.L 往穴

鍬の歯跡つ

。。__.J::::==-z 

9 


@ 

^~言。刀、 ~flp311 S"dJ <) 
聞の�  24 11~ 


型

。@ 。匂)�  
Pl(3も )O

(dω 

v金� dr !。喝A@よly 
i「⑥ 伊⑬� IJ 25
lij手戸;ぬ匂吃3 ~ 


0Le~tI_j¥Jーと-。到� 1 

A二aLdFmCI' あぜ�  40 39 


RS・TU-39柱穴群平面図
。� ρ

lqぺ炉跡n1F
。もF 
‘' 

D E 

DE-23-26炉跡と柱穴群平面図

第19図� DE-23.......，26炉跡と柱穴群平面図/RS・TU-39柱穴群平面図 


一一27一一





滅 
ω
同
判 

E
ハ庁
臨
ぎ




第� 1節土器・ 土製品

全グリットの土器総数は97点で、その内訳は口縁部5点、胴部71点、底部16点を数え、出土状況は

第2表となっている。ほとんどの資料は小破片で、全形を知り得る土器は得られていない。そのため分類

は主に胎土や混入物により分?顕を行った。以下、分類基準を記し、個々の資料の観察は第3表にまとめた。� 

1類 沖縄貝塚時代後期系土器� 
1a 砂質 ・・・ 器l面の手触りがサラサラあるいはザラザラしており若干脆い。混入物が多く、掠

面の混入物がよく観察できる。� 

1 b 泥質 ・・ ・胎土が細かく若干粘性を持ち、微量の混入物を含む。� 

H類グスク系土器� 
lla 混入物が誌面に浮いたようになり、手触りがザラザラする。混入物には千枚告が多量に見られ

る。胎土は砂質。胴部資料のみ出土。� 

llb 胎上は微粒子で、手に粉ぷが付く砂質である。とても軽い。� 

llc 器!面が細かいポーラス状になり、非常に細かい石灰質砂粒が含まれる泥質の土器。胴部資料のみ出土。� 

111類産地不明土器 

胎上はきめが細かく泥質となる。肩部に沈線文と波状文が交互に� 5段施文される。


土製品

土製品と思われるものは 2 点出上している。 2点とも形が異なり、用途不明である。 L~は破損して

いるため割愛する。

第20閃16は円錐状を呈している。下の部分は丸みをおび、上部の中央部は若干窪んでいる。混入物に

赤色粒、石灰質砂粒、ガラス質の鉱物がみられ、胎土は泥質で、焼成は良好である。 色はほぼ全面褐色

を呈し、上部の窪み部分のみ黒褐色となる。出土場所はO-13llb層。直径3.-lcm、重さ45.5gを測る。

第� 2表 土器集計一覧� 

71 

1契 部 位 �  1b 1b.Ila 1b・日b 日不明 日a 日b 日c IJ d Ilab 日bd 表{宗 下明 合計

1:羽
後期系土~

a 

月同 宮f，� 3 4 2 9 

平 底� ? 3 

乳房:tr.尖底� 2 

下明底割;

b 

月同 部 つ ワ� 6 

4! 底� 2 4 

くひれ平底� 3 

nm 
グスク系七法� 

a 胴 調;� 11 13 

b 

ロ� fl:箭; 3 3 

月同 部� 16 a 24 

平 底� 

c 月河 部� 6 2 12 

mばl
産地下明土器

顎 部

月同 苛s ワ� 3 

土製品� 2 

下 明�  2 

合計 ワ� 11 51 10 8 2 3 3 97 
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第� 3表土器観察一覧

法政(cm)
帰図書干号 出土場所 分類 号号種

器壁 底厚�  Js:径 特徴 器園調整 ~{色 焼成 混入物

第20図 底而の粘土全何度も
内外l師ともナ

外国褐色、内 赤色粒、行灰� 
Tしー� 12、I1b 1a 平底� 1.5 7.6 宅ねる。 重 ; I kl~があ 面黄侶色。部 良好 質砂粒、� (I

る。
アo

分的に!耳筒色� !s:.長石少llk

第201苅� RS-12、I1b 内底I頂が丸みをおび 内外l釘ともナ
外面灰褐色、 赤色粒、G灰� 

1a 平底� 1.3 5.4 内面淡 þ~渇 良好 質砂粒、石2 柱穴内 る。 ア。
色。� 9~ ・ 長石

第20閃 乳房状� 0.6"" 
器面がサラサラし、粉

内外I耐ともナ 外面赤尚色、 やや イT灰質砂位、� 
~0-3 1 、 I1 b がおちる。乳J]:)部分3 尖底� 0.8 ア 内面黄褐色。 良 好 1i英・長� G

が大きい。

第20岡� NO-29、rr ab 1b ']l底 0.8 1.1 6.2 
内政而の I~ I央部がずf内外l語ともナ 外部赤尚色、� E主主F石灰質砂粒、� 

4 干盛り� r.;6;る。 ア。 内面黄禍色ザ 石英・長{可

第20図� FG -35、I1b [b 平底� 0.8 1.2 内底面がメL)底状を主主 内外面ともナ 外面黄悩色、
良好

赤色粒、石灰� 
b する。 デg 内面丁寧 内面黒尚色。 質砂殺少ほっ

第20図� PQ-24、1 b' くびれ� 0.7"" 底面が厚く、どっしりと 内阿部とも桁 外面黄禍色、
赤色位、角閃� 

6 II b 
1b 

ムjL底 1.0 
2.3 6.2 

する。 ナデ円 内面J児褐色
良好 石と石英・長-

石微fikd

内外l函とも工
内外面とも長 赤色粒、f{J似!第20図

¥ヘV-34、日a 1b 
くびれ� 0.6"" 

1.0 5.2 
全体的のにこじんまり 具調殺後指

渇色、部分的 良好� fミと� 6失� .r走
7 ‘JZIま� 0.8 している。 なででナデ

に黒褐色。 行少量
消しt

第20豚| くびれ
へラ状工只ー 内外面とも黄 赤色粒、� ffj閃| 

8 L¥I -15、[]a 1 b 
平底� 

0.6 0.9 4.6 丁寧な作り 調整後、指な� 1色色で底面赤� iミ好 石、石灰質砂l

ででナデ消し 渇色 純少iu二

第20図 くびれ
外面償}J向

外語1赤色粒、 赤色粒、角閃� 

9 HI-30、[]a 1 b 
平底� 

1.1 6.6 作りが雑。 の燦痕あり。
内面灰褐色雪

良好� 
G 

他は桁ナテー

第20図 くびれ
全体的のにこじんまり 内外面とも工

内外面とも赤
赤色粒、角閃� 

10 RS-13、ll a 1b 、ド底� 0.6 1.4 5.2 している。くびれがお 兵調整後ナ
尚色� 

t~挺 千{と石灰質砂

干弱い デ消し 粒微量� 

1l ~ 1 4の4点、とも口紋 内外而とも指 外商褐色で若 赤色粒、イ7
第20図� 

:¥0-28、II b U b 鉢形� 0.7 
部が1~1くタト反するロ ナデで外面に 下煤が1・t行包

良好� 
!}i;・長石、石� 

II ~1fl1も角が丸みを術 指頭正痕が 内面淡泊・褐� l以質砂特!士

びた方形を呈する。 残る。 色。 少な、

第20阿 口居形状は舌状で、 内外面とも指
内外出とも淡 赤色粒、行� 

12 ¥0-28、11 bd ll b 鉢形� 0.6 外反門縁の小片。 ナデ。頭圧痕
民褐色。

良好
英・長石

が残る

第20図 他の点よりn層部の 内両面とも桁
内外部とも灰

赤色粒、石� 
¥0-28、II b 日b鉢形� 0.6 

稜がはっきりする3 ナデ
褐色。|祈面に 良好

災・長石。13 flA褐色a

第20阿
て具調i震後、� d手色粒、� {i

0.5"" 口唇形状は舌状で、 指ナデで消 内外面とも淡� 
¥0-28、II d 日b鉢形 外反Il縁の小片。 すが、内函に ~褐色

良好 英・長石!土少� 
14 0.8 i止

駿が残る。

頭部から口縁にかけ
内外面とも横

第20図� PQ-16・17、 てすlままり、胴部が大
力向の細か

内外商とも淡 赤色粒，粒の� 

Ib'U a 0- 凹 金Jf3� 0.6"" きく似る。口府が強く
し、僚rlIがみら

民尚色、在日分 良釘ー胤い石英・民� 
15 

12、日b 
0.8 

外反する� hi部に沈
れるが、話分

的に褐色内 石
的に総面が

線文が加わる アノ〈タ状になる，
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第2節白磁

白磁は中国陶器の中で背磁 ・背花に次ぐ出土量で、碗 ・皿 ・杯 ・小杯 ・壷 ・瓶などの器種が得られ

た。以下、分類基準を概述し、個々の資料については第4表の観察去にまとめた。

1.碗� 

I類 ビロースクタイプ碗 


厚手の内湾する碗で、口唇部が丸みを 


もっ註1)013c末---14c中業。(第21図1)
 

E類 内l直面が凹み、外底面の削りが浅い碗。


未報告であるが、同タイプの碗が今帰仁 


城跡から出土している(註2) 14 c。
0 

(第21図2)
 

E類 口縁部が外反する碗を、形態により下

記の4種類に分けた。� 

illa 無文外反碗(第21図3)

グスクから最も多く 出土するタイプの

碗。腰部が張り体部上位で内側に若干す

ぽまるが、口縁部で外反する。� 

illb 体部から口縁部にかけて直線的に聞き、


口端部で若干外反する。舌状につく った


口唇部の内側を斜めに削るため、内側に 


明瞭な稜をもっ。� 15 c後半。 (第21図4・
 

5・6)
 

illc 口縁部が外反するが、� illb類と異なり 


口唇部が尖る。(第21図7)
 

illd 器高に対して口が大きく開く大振りの 


碗。口縁部が肥厚する。(第21閑8・9・11)
 

W類、 口縁部が直口する碗(第21図10)


第22図12'"14は上記のいずれの績に属するの 


か不明な碗の底部資料である。その内、� 13・14


は見込みにスタンプによる文字を配し、今帰仁 


城跡出土の民知(厚手の直口碗)に煩似する。
 

2.皿� 

I類 口縁部が直口する皿。(第22図15・16)
 

E類 外反口縁の皿を、底部の形態によ り以


下の� a.bに細分した。
 

IIa 口縁部が外反し、高台を持つ皿。15c 

後半"'16c代。 (第22図17・18)
 

llb 口縁部が外反するが� IIa類と異な り、


朝顔状に開く。底部は碁笥底。(第22図19)
 

E類 底部が平底になる皿。(第22図20)
 

3.杯
 
I額 口縁部が外反する杯。(第22図21)
 

E類 八角杯。(第22図22)
 

4.その他器種

第22図23は小杯でしl縁部が朝顔状に開く杯。


第221火124は益。第22図25・26は壷と与えられ 


る資料が3個体相当山土している。その111から2


点を図示した。


第22凶27は瓶で、細首の器形。


第22図28は器種不明の底部資料。


註

註 l 金武正紀� F ピロースクタイ プ白磁碗について」


『貿易陶~~研究ぬ 8 J 日 本貿易陶総研究会 19 


投 2 (t空武正紀氏{耳目新市教育委日会)より術教示を頂いた.


参考文献
 

))11紛市立41屋焼物博物館『陶磁~ì)に見る大貿易時代の沖純と 

1997樹市教育委日会11アジア』封

今蛸仁村教育委員会� ?今舶に城跡発J程調査報告.!}1~ 1983 
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第� 4表 白磁集計一覧� 

ali 極 名称ぷlま似体 綴 音11Iな ぷ七層� 1 b脳 日a照� ITb附 日c府� UcI層 J十

ビロースクタイプ 口持部� l 

E 底部� l 

外反腕� ill a 口冷却;� 
ーーーー ー ー ー唱

底部
ーーーーーー ー ーーー ーー ーーー ーーー

3 
ー ーー ーーー ー ーー『・・ー ーーーー ー ー

3 
-・ーーー ーー

碗� illb 口 t~部 l r 16 28 2 54 

illc 口付官官� l 1 

illd n対筒;� 
申ー・・・ーー曹骨 ー ー

底部� 

l 
ー ー ーー ーー ー ー ー・-・・ ー

11 
ーーー ー 『ー

17 
ーーーーーー ーーーーーー 畠-.恥ー ー ー

29 
ーーーーーー

l 

l!'UILJ結腕� IY 口主主部� r 30 7 45 

凶口口 t~ mI 

不明 底部� 

n村部

12 9
。� 

19 

1-1 

18 

15 

58 

34 

皿

外反血 日 白書企部� 
ーーーーーーーー

底部� 
ーーーーーー

6 
ー -ーーー ー

26 
ーーーーーー

16 

2-1 
ーーー『ー『

15 
ーーーーー ー

i 
ーーー ーー ー

57 
ーーー ーー ー

3-1 

阻� rlUfffl 
ー司 ー ー『ーーー ー・・ ー ーー白白

E支部� 

2 
ー ーーーーー

5 
ーー ーー ーー ー・・・・ ーーー

5 
ー ーーーー， ー ーーー ーー

8 
-・ーー ーー ー ー� 

5 

不明 底部� i 4 7 4 16 

?不
八角ド 日� 

口待部� 

n*l部:

l 2 

何:� l 3 4 9 

1 l 2 

益 合わせ門部� 3 3 

宜立 日付ffi; 
ーーー ーーーーーー ーー ーー ーーー

底i羽;� 
ーーーーーー

4 
ーーーー ー・・

I 
品ー ーーーーー ーーーー ーー ーーーー ーー

5 
ーーーーー ーー

瓶

器ip:R-1声明

l主，1"十� 

日付部� 

口事ま部� 
ーーーーーーー ー

政調;

i 
ーーー・・ー ー

27 

ーーーーー ー

-12 

3 
」� 

ーーー ーーー

167 

3 

ーー ー ーーー

つ� 

1-19 

ーーーーーー ーー ーー 骨ー

2 

6 

7 
ーー ーーーーー

4 

388 

第5表� (1) 白磁観察一覧

開凶
番号

器障�  1取

円径

器高
底径� 
(cm) 

特徴 山上地点

第2 11苅
腕� 

12.3 n縁部が内向するe 内外面にj炎j天rl色の紬薬を施ナぷ地は灰白色
の細牧子_ft人なし� 

¥'¥¥'-36、日b

第21図
2 日

5.9 

見込み中央部が窪み、高台内の削りが浅い。外面:土尚� 
灰色の柑i薬を施すが部分的に蕗胎となるc来地は灰色でよ粒子n 政� 
入なしら

L¥I-27、IJ b 

部211立� 

3 
| 

" 山a
16.8 ややT'，E下の円縁部が外反する碗である内面に淡灰色の利E艇を施� 

すe 素地は灰(1色で来粒子� 
¥0-17、日b

第211刈� 
" 日Ib

12.8 口縁部内側に明瞭な按を持つ内外l面に淡灰白色の袖楽を胞す。来� 
地は白色"J主人なしQ 

¥0-30、[la

第211詞� 
3 " " 

13.7 口縁部内側に191瞭な稜を持つ内外l面に透明袖を施すぷ地は淡;ei:� 

白色=白人なし� 
¥0-3 1、IIb

第21凶

6 " 11 

6.1 

高台を逆台形状に整形するが、低く小さい。!?みをおひ'た円色の紬 
薬を施す外l面は高台IIt"で、止まり、内底面にもおよぶがifiれ焼きの痕� 
が残るぷ地は白色で堅鍛密政人なしR

PQ-30、D a 
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第5表� (2) 白磁観察一覧

円径
挿図

探種 類
器高

特徴 出土地点番号 底径� 
(cm) 

第21図
碗� 

13.7 口縁部が外反し、 口屑部が尖る。畳付けは平坦。灰白色の紬薬をj庖� 
7 illc 6.1 すが、内底面を拭き取り、外面は腰部で止まる。体制i下位にはカンナ� PQ-16、[la 

5.1 向lり痕が残る。素地は白色。此人なし。

第21図� 19.2 n縁部が肥厚する大振りの碗である。淡い緑色みをおひaる有h薬を施
11 皿d L¥1-26、H b8 す。見込み及び外底而は露胎となる。素地は黄向色。良人あり。

第21嗣� 21.5 口縁部が肥厚する大慌りの腕である。内外面に灰(1色の布IJ薬を施す。11 11 L¥I-17、Ub9 外面腰部にカンナ削りによる製形痕が残る。よ地は白色。.ct入あり。

第22図� 13.5 口縁部が直口する碗である。内外面に透明紬を胞すが、阿面とも胴部� 
10 " W 4.9 

半ばで止まる。素地は黄白色。!'.t入なし。� 
RS-33、日b 

5.8 

第22函 高台を逆台形状に低く作り、� E付けは平坦。内外面に乳白色の袖薬
11 illd ¥・0 -30、日b11 6.3 を施すが、見込み及び外底面には及ぱなし、。素地は黄(1色。貫人あり

第221刈
不明 ー� ft付けは平迎。灰白色の紬薬を胞す。見込み及び外底而は紺i薬がか� 

:¥0-14、1 b11 

12 6.7 からず露胎となる。素地は黄向色。貫入なし。

第22図 内外面に向色の紬薬を施すが、見込み及び外底面には及ぱず露胎
" " FG-22、日b13 5.1 となる。見込みに「全jの文字を持つ。素地!ま黄白色。貫入なし。

第22図 残存部には胞拘hがみられず蕗胎である。凡込みには「部Jの文字を持� 
14

11 11 

つ。素地は乳白色。� 
DE-25、U a 

4.2 

第22図� 10.3 

15 i皿 tJI口口縁。内外面に透明軸を施す。素地は貨白色貫人あり。� T仁ー12、日b

第22図� 9.3 直円口縁。灰白色の利l薬を施すが内外而とも胴部半ばで・止まる。Aミ� 
16 

11 11 
地は白色。1'，1'入あり。� 

PQ-18、日ab

第22図� 15.3 il縁部が外反ナる皿。11付は狭く、砂粒が付苦する。内外面に灰内� 
" II a 3.5 RS-l.J、 O a17 8.4 色の紬薬を施し、畳付のみ蕗胎となる素地は白色で堅徴。員人なし

第22図� 11.2 
11 11 2.3 " HS-14、ll a18 6.0 

第22図� 11.5 外反口縁であるが� II a類と異なり、朝顔状に開く。底部は碁笥底状を� 
19 

11 IIb 2.2 
主す。利1色は灰白色。素地は向色で堅徴。民入なし。� 

FG-15、日b 
6.1 

第22図 平底の皿?内而に灰円色の布h薬を施ナe タト面は蕗胎。素地は黄白� 
20

11 阻
色。貫入あり。� 

'¥0-28、JJ a 
3.4 

第22図� 
8.6 円縁部が僅かに外反する杯である。内外面に透明紬を法く施す。来� 

21 杯
地は白色。n人ありc 

RS-1o、1 b 

首12222凶� 11 日 八角杯の11縁部である。内外面に透明紬を施すs素地は黄白色。� DE-31、日a

第22図� 4.7 底部から11縁部にかけて朝顔状に開く小杯である。内外liniに紬柴を� 
23 小杯� 3.4 

施すが、� Jt付のみ露胎となる。ぷ地は円色。細かい.ct入あり。� 
Tじ-14、n a 

2.5 

第22図� 
9.3 外面は庇部まで透明紬が施される。ぷ地は白色。武人あり� n径は合� 

24 
蓋

わせ口の径を損IJったc 
PQ-18、日a

第22図� 9.4 内外面に透明紬を施すが、口縁部内外は蕗胎となる。素地は白色。� 
25 

2JKE2 

n人あり。� 
RS-14、日ab 

iil22図� 
11 6.0 小型の蛮。内外面に透明紬を施す3 ぷー地は円色で竪紋。J:.t入あり内 入0 -17、日ab26 

第22図� 5.1 灰白色の紬薬を施す。白磁として扱ったが、肥前磁器の可能性があ� 
RS-33、Ilb

27 
瓶

る。素地は向色で竪徴。民入あり。

第22図 ー 底部資料であるが器稲は不明。外対面に透明紬を施す。ぷ地は円
不明� L¥I-27、日b 

28 3.0 色。.L't入あり。
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第3節 青 磁

中国陶磁器の中で最も多く検出されたのが青磁である。器種は碗 ・皿 ・盤 ・杯 ・壷 ・香炉 ・瓶など

が得られており、中でも碗における種類の多さが注目される。以下、各器種ごとに分類基準を概述し、

図示した間々の資料については第7去の観察表にまとめた。� 

1 .碗 ¥11 a 外体面は箆摘きによる蓮弁文が姐り、内

底面には捻花文やその中に文字が配される� 

I類錦趨弁文碗 ものもある。高台内は全面施紬後、蛇の目

蓮弁に明瞭な縞を持つ。鎚を削り出し 状に柚剥ぎを行っている。(第24岡山......22)

たあと、� i選弁の周りを箆で片切り彫りを� ¥11 b 細い線描きによる蓮弁文と弁先が描か

行っている。(第23図1) れる。肉体面は無文。(第24図23・24) 

E類無鉱蓮弁文碗� ¥11 c 細い線描きによる蓮弁のみが捕かれ、弁

蓮弁の輪郭を箆により 揃いているが、 先を持たない。内体面は無文。(第24図25)

銃を持たない。� 

II a 外反口縁。蓮弁の周りを箆で削り出し 同図26は細蓮弁文碗の底部資料と考えられる

ているが、銃を持たない。<m23図2) が、見込みを袖剥ぎしているため上記の� 

IIb 外反円縁。蓮弁の輪郭のみを片切彫り 類からはずし、図示した。

で描く。(第23図3) 

II c 口縁部が也口する。j!f.!弁を二屯に描く。 四鎖� j皮詩文帯碗(註1)

(第23図4) 口縁部が直口するタイプの碗。外面に波� 

E類無文外反碗�  iJ文と蓮弁文が廻り、両文係帯の聞には不

口縁部が外反する碗である。内外体面 明瞭な一条の圏線が廻る。(第24図27......30)

に文様がないため無文と呼んでいるが、� ¥]1a 単箆で波詩文を描いたもの。 (第24図

内底には印{E文があるのが多い。 (第23 27......29) 

図5......7) ¥1llb 4本1組の櫛状施文具で波詩文を拙いた� 

IV館、 無文直口碗 もの。(第24図30)

口縁部が直口する碗である。内外体面 政額幅広高台碗(註2)

は無文となる。(第23図8......10) 器高に対して口径が大きく聞き、口縁� 

Y類玉縁外反碗 部は直口するものから外反するものまで

いわゆる佐敷タイプと祢されている碗。 ある。高台は低く、幅が広い。内底面に

口縁部が玉縁状に肥厚し外反する。(第 は幅広の蛇ノ日状に紬が剥ぎ取られる。� 

23図11. 12) (第25図31......3-1) 

¥1類 笛文帯碗� X額櫛描細蓮弁文碗

口縁部の外体面及び内体面に苗文帯を 口縁部が直口し、口縁部内面のっくり

廻らすl車U口縁の碗。(第23図13'"第24 が若干凹み稜を持つ。外体面に櫛描きで

図18) 縦に施文し、|入l体面は無文。見込みは露� 

¥1 a 口縁部の外体面に箆拙きによる雷文帯 胎となる。(第25図35"'37)

を姐らし、その直下にも文慌を描く。(第 氾額内管碗�  

23図13・1-1) 口縁部が内管する碗である。高台と外底� 

¥1 b 外体面及び内体面にスタンブによる雷 面は露胎。素地には黒色の粒子を多く含

文帯をらす。内体面には型押しによる文 む。� l個体のみの出土である。(第25図38)

憶が施される。(第23図15'"第2-1図18) 
¥11額 細i選弁文碗 第25図39"'45は類不明の底部資料である。
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2.皿� 

I類 口折皿

口縁部が逆� rLJ状に折れるタイプの

血。� 

1 a 口折部内面の稜線が明瞭で、外面に鉛

連弁文が廻る。(第 図46) 

1 b 口折が緩やかになり 、外面に無鏑連弁

文が廻る。(第 26図47"-'49) 

1c 口縁部が屈曲するが、口折部が丸みを

持つ。外体面に一条の圏線がめぐる。(第

図50) 

1 d 無文の口折皿。(第 26図51) 
E類 綾花皿

口縁部にラマ式連弁の弁先形の稜花が

刻まれる外反皿。文様は刻花文と唐草文

を描くものが主流だが、中には無文の稜

花皿や見込みを利ほIJぎする稜花皿もみら

れる。(第26図52"'54) 

E類外反皿

腰部で屈曲し、口縁部にかけて外へ開

く皿である。(第� 26図55"-'57) 

ffia 内面に箆描きによる文様を持つ外反皿。

(第図55) 

ffib 無文外反皿。(第� 26図56・57) 

W類直口皿

口縁部が直口するタイプの血。(第� 26

図58"-'62) 

IVa 内面に連弁文が廻る有文直口皿。 (同図 

58・59) 

IVb 無文直口皿。(同図 60) 

IVc 外面の胴部に明瞭な稜線が一条廻る。

(同図� 61) 

IVd 腰部から口縁部へ直線的に開 く無文の

直口皿。(同図 62) 

V額菊花皿

内 ・外商に花弁文が廻る。底部は碁笥

底。(同図63) 

3.盤

盤は口縁部の形態により以下の� 3種に分ける

ことができる。� 

I類 内面に先端の丸い� 3"'5本の櫛拙きによ

る連弁文が配される。(第 27図64・65) 

E類 口縁部の鍔を平担にし、鍔端を稜花形

にする。内外面は有文。(第� 27図66・67) 

E類 口縁部が直口し、鍔を持たない盤であ

る。(第 27図68)

同図69・70は向台を持つ盤の底部である。� 

4.酒会壷

酒会壷の身の部分と、益の部分が得られた。

両者の口径や合わせ口の径、紬色、素地

の特徴から対になるものと推測される。

(第27図71・72) 

5.杯� 

I額 口縁部が緩やかに外反する厚手の杯。

外体面に無鏑連弁文が廻る。 (第 27図73)
E類	 胴部で緩やかなくびれを持ち、口縁部

が外反する締手の杯。(第 27図74) 

6.香炉

円筒形の三足香炉と推測されるが、底部は不

明。口唇部が凹む~口口紋で、外面に弦

文が廻る。(第27図75) 

7.瓶

口縁部と底部資料を� 3点を図示した。(第27図� 

76"-'78) 

8. 器種不明

碁笥底の資料であるが、口縁部が不明である

ため器種不明として扱った。(第 27図79)
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第� 6表青磁集計一覧

服 |名祢又は仮称� 

9高速弁文腕

無銭ì!li 31~文碗 

領� $f立� l iE土� I I b層 |日 a極� In b層 | 日 c層 | 日 d~ I計
( I a)層

止主主

任棺競� I I I I I I I I 1 

j湾文外皮碗

主r~外反碗 

無文� u'lロ磁

m |臨鋒担投叫叫叫.十十十|ト卜トトト卜.一一一一…….一一…一…….一一……….一一一….一一一.一一.一十.十十|ト卜.一十 .�  

2
1 |長品議苦炉炉毘弘叫叫� .十十十十|卜トトトト.一一………….一……….一……….一…….一….一--十十十十十|トトトト.一一一γ .一一.一.

十.慢~誇号担乱叫.十十十十|トトト.一一→.一.すi.一一.一イ十-~十|トト.一 Iよ斗ム1し.一十十↓十ト.一. ?守衿?千?千?ト.一一十.一.IY 

E長
ド 文鵬 汁川b ~臨誇毘乱叫叫叫.十+十|トトトト.一一一一…….一一一一…….一一一一….一一一….一一一.一一.一.十|トトト.一…イ十一一イ十.イ十十iトト.一.イ十.一� 10 

1山] a ~尉詩毘託刊叫叫十十|ト卜卜卜卜ト.一一一一…….一一一….一一一….一一一.一一.一.一十十十-十十十十|ト卜卜卜-1 .一一一よ.一一.一. 
細述書F文院

川ll均bb 蹴諸毘弘十|ト卜ト.一….一-11川刈 ~ 引叫ι十j会す÷.

.十+十|ト卜トト.一一一一…….一一一一…….一一一一….一一一一ベ.一一一斗.一一斗.一イ斗.十十!ト.一一一十一三一 L_~一一一卜一一|ーをし+__~~Ela 

悩広尚台碗

J内竺三文街 -1X 尉器昆託引叫叫 子十?子ト 十+十トト|トトト 十十|トトト卜ト| 一一.一千十十.一.十十十十十十ト.一一.一.? .一一斗.一十十. .一一一……一一一….一一一.一一.一.十十|ト卜ト卜トト.一一一一一一白一一一一.一一一一由一一一-一一-一--十十|トトト.一…一…一一一.一一.一司十十十十 ト .一一….一一一一.一一十.

2?一…斗十.一--~主ト判.

蹴詩毘任引叫叫

以� |議?i;--t---}--~----~--十一号---1-ーを---~一一一一|一一一一~---~-I-­

波i.=J文裕腕

内吟� E定

叫1­
践苦許担詑引叫十十十十|ト卜トト.一一………-1 .一一一…….一一一一一.一一一.一一一-一一-一. .一一.一イ十十 十.十十十十|ト卜卜卜.一一….一一.一.一一一

÷.十|ト卜卜卜卜卜.一一一……….一一一….一一一….一一一.一一.一.一十十.十十十|ト卜卜.一一.一
口折皿� 

l凶� b ~蹴諒琵詑引

3-し千� 

慢~E

f安U:llIl 日� | 担乱引叫とし. 一� .十十十|トトト.一一.一子子子子子;;;1 十十1-十.一.苦 子� .一一イ十.一十十十十.十十十|卜卜卜.一一.一寸.民品諮苦zサ斗�  33一 一 十 j-一- -一一 号子引:??ト計計十十十|卜卜ト.一一 一一十-1-十十|卜卜.一.3;
皿

外反� l
H仙b 蹴践昆託引叫斗一一一一一.一一一一一一一一一一帽一一- 一.一十十. 一.一 1 十十ト.一

iまロ� ~ .十十十十|ト卜卜卜卜卜.一.一 - 十十十|ト十卜.一 十. 

n仇� a 儲践琵弘 .一一………….一一…….一一…….一一….一一.一.一十十十.イ十十十|十卜トト.一一一.一一.一?一一-1十トト.一一.一~ 引叫.十十十十 十� ÷.|ト卜卜ト卜卜 十十十十�  

l代日口訣血� n川b t良長諒ま担乱叫叫十十|トトトト.一一……….一一一.一一一.一一.一.一イ十十|トトトトト.一一一一….一一一.一一一一.一一.一.十トトよム.一iiii一一.一.ト十十ト|卜卜.一一.一一 什.一十十.十十ト.一.工ム乙� 

~.;j !!:皿 1 |医E鵠号叫叫毘託十十十|ト卜卜. 十十十|トトト.一一.一寸..一一.一一一…….一一一一….一一一一.一一一.一一.一.

--f--i+--------j-一|一一一�  

lI c 

-・・ 2十一-
EE詩号伊許許担担弘叫叫LJ一十十|卜.…F守iま盆 .

一2

笈� L 
1((口口干王宮� 

大型ぜE占E f~---_!~ 
大目~l蛍 弔旦|川  ーさ寸� 

-+---1-----t-司書
rr-

l

さ炉

1
一一

 
nJ 
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lir
紙� 
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第7表� (1) 青磁観察一覧

名称
口径

持因子持号 器種 文は 類
器高

器形及び文機等の特徴 施 軸 1111:11!!.'.'X 
仮称

底梓.� 
(cm) 

努~23図 II綾部が主王子外反し、外("，凶i.こ斜;]E弁文を持腕� F司法弁文碗 内外出催地， ドG :12. 11b
つ。

第'j23図� 
11.8 n紋部がタト反する� iili1f-文碗 i選弁の周りを箆� 

11 無銭Jls弁文碗� H a で)，'切り彫りを行っているが、鈎を持たな� 11 1¥-21、� 11 h I
2 し、。� 

~231:;(1 
11.2 

ロ縁部がタt反する由自� i選弁の鎗%をl註箆て.;語
11 11 Ilb !I ¥0・I1、� 11 1

3 き、 弁先が尖るι

第� 23図� 
11.8 

" 11 Ilc 円級官官がl立円し、� i盗1fを二重:こt箔く� 11 I'Q-1:i、 11，1 

第� 23図 れf寸It平.l-I.!.。内底而によー織がみうれるか1ヨl然� 1'1:1・t . j(:if;内!士~・
11 j延よ外反日程� 1Il L¥I-1 i、� 11 “h " a 5. 1 

としない� JJtj 

第� 23閃� 
1i. 6 

f本音liが必り 、口縁部が外反する椀 内外出土
11 11 11 守安、T.'，をFo. Fr.-1"、� 11

6 祭文

第� 23図� 
16.6 

11 11 " 11 11 FG-:?::!、t!・パ¥0.1 
7 

第23悶� 
11.8 

口銭都が抗日する衆文碗 災地!士亦治色を� 22 _Ht・� ':;+;内i士主将.� LIト灯、� Il ~~~パ
11 無文直U碗� IV 6.1 

8 3.8 
十円� VI ¥0.16 

第23閃� 
13.6 

後h~ィミ良網素地!士，Ji<褐色をι し 、 裕美!土淡灰 
11 11 11 8.1 11 PQ-I:?、� 1I1J1 1 

9 5.2 
色をなす� 

12. 8 
第23図� Jd地l土l以色を呈すが、;由色Ii:灰主主色の火透明

11 11 11 6.3 11 PQ-16、� lIit 

10 1.2 
2由

第23t刈� 
16.0 

11 五校ロa腕� γ ]fまrmが~縁状:こ肥厚する祭文れ反尽き 吋~Gf~信工丸 PQ・:?I. 111 
11 

位H:i:平坦見込み，こ印}E文を持ち、'dI:定を� .J'U・t . 荷台内l土~第23閃
11 " " PQ-lii，11Hh"i 

12 1.8 
J蛍き取っている� Efi 

第� 23肉� 
12.2 

外面j!こ箆描きのtS文~lf:H:: る その下(こは1E .rw:こも� f過失が及� 
11 lfT文{g;碗� ¥la 6.0 

文?が焔かれる� 
RS-13、� 11 "L'1 

13 5.0 
，ョ、

第231立l 
11.3 

タトI剖に箆描きによる訴え:併が細り、内温iにも� 11 M 11 内外出範待コ� I'Q-11;、� II ..1> 
11 文係が見られるが、ぷ細{主不明.

買123図� 
15.6 

外面に首文*と� t立花文?、内aIIにl士宮文rlFと� 
11 11 ¥10 11 ¥0-21、� 11 1 

15 型押しによる人物文がえられる

第23閃� 
16.i 

外面:1:スタンフ� .ニ上る� I文信 吋而.こは'td'll 吋外苛抱~. 治色.t 
11 11 11 

しによる22文併と花文刀、見うれる 成iポ或色ー� 
JIH3、 ・:正 :V>; 

16 
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第� 7表� (2) 青磁観察一覧

名称� 
11径

押図� f作り 総額 又は 類
総高

日告形及び文係等の特徴 施 糊 出士地点� 
j底径

仮称� 
(cm) 

~24閃 
19.1 

~三!三ス布ン7 ，こよろ Gλ:伴 内面に:-: ~Ir-. 内外面定手!Il. ~.土色!士
E宛� f文相?院� ¥11 

し.ニ主る'文 'fと1ら:x.が見・〉れる� . t是:1i色� 
Tl-35、� II b層

内面に~1rll しに主る文様がAうれるが、 i司J~~
全00，主義由後.高� ff内

第� 24J4 
11 11 11 の紬~を蛇のIl状に L 

l苛� 6.1 
とし� ti:l、。

掻き取っている.

第� 2414 
15.0 

外!III.こ� fをfl!'き.こよる選弁 Z ;AJOO:ニ:-tt合、az 
" ~~主・と .x司巨 ¥]<1 " PQ-30、� Ilb尉� 

19 '1.8 
か見うれる

第� 24閃� 
11.0 

" " " '>.8 " " RS寸� l、� IJab層� 
20 5.1 

安~2' lr4 
11.3 

仇� jj，こ;-t箆街き.こよる溢マ注文 内面にはな~E 
11 

" " " RS-li，11ab肘� 

1.8 
文の� (P:ニ文{-を持つー

笥~241:.<J 外� I函:..tr割前さ;二よる� All'よ� 内rÆ l函には鈴~iE 
" 11 " " RS-26、� lJa附。。� 

.1.3 文lT 1~ニ I福 j の字を持つ

第� 2，1[4 13.2 
外面.ニ線;iき.二上る五!!''t'X 一手先!士弧を� j/!， {'!:!・t .民五f?内:1長~f:i 

" 11 ¥llb 可� 8 '¥0-22、� nb~"Ì 
:23 :;.1 く内�  rfri1'1:祭文 となる

努� 2ι14 
13.6 

休5 .こ私i き .二 上るrl! ~t. 文o 71'-先� !土平� fJ_，ニfょ� 
If 11 6. i " PQ-12、� Ilb屑� 

.:;.0 る 仇iiff;士.活文

第� 2414 
13.2 外面:ニ紙Ij怖さ.二上る� rlll仔� xか儲かれるが� .縦� 

11 " ¥]c 6.i の線のみを泌さ、下先� l-t見うれ ftl、 内� rfrir士� 11 Hト� 32、� nb.¥vj
.):::，.:a 1.6 ?文ョ

第� 24[4 外出.こltF芝箔さ.ニ上るi!!!~.';cがムうれるが、 見込z..・� 5台内:士必� 
" " 不明� PQ-21、日b府

:!() .1.;; 見込九:'1:ilt.;;宝が滋き取・〉れている 胎とたる

安~24 14 
13.6 

れ� 5.ニ芯lilt文書?と組速でえ� Xを� ;13き、 p':函!土窯 見� Ct・� 5そ":!i!土~骨子 
11 ば� iil文書?腕� ¥1‘B 6.0 

文� if;の内宮Ht rハ� J ' ;:状にたる。� ζfこる� 
RS-33、� II bM 

1'.0 

第� 2..1(4 
1;1.6 

。l.[函� .こ芯"，� j文....と組員室令ょを対き、内面� i士気 以球色の袖・よ5を内外� 
" 11 " RS-33、� tt穴� No.2'12、� X 耐:こ箆す.

空汚� 2H4 辻氏!ニ，iji唱え� 1(を持つ腕の医院資ちで.ち 叫� It .(~台 ~ I士~肝・ 
" " " Tl'-35、日b屑

29 5.9 る 災担�  Jtバ色で町教ヨ とfこる

第� 2..1[4 13.5 
保色の地去を内!t¥.面

11 " ¥Ih れEit二4?ムの'l:!"i請さにとる� :.iil屯xか包る 問ー21、� nab屑
30 .ニ泡寸

第� 2:;(4 l五.')
内外・:~tt x 'i.-~~~-: r.i~ 後、主Eの臼 ~j~に 7当 住� H・4子". '~I-t~f.;11 E.: I~:高1-:碗 1..¥ 0.3 Tl-12、� IIb附

31 6.1 JEをふ£そパる “衿てI，}'."!.#ゥミ色をおびる� . とたる

第� 25['4 11.6 外面.ニ:t)Rt三位さ.こと，別t駅伝の~lt主部が I，"i;. 

" " " .1.:; もしている� .見企み!-:よEの日状!ニ泊三きを泌さ� " Rシ� 11.11a府
3:! 

0 . 0 取る : ~胎応分;-:.fj<色をおびるー

第� 25[4 16.0 ，~J.るみ : ;U主治後、伎の i 状iニ rt~を活きれ
，^J外面.こまま色のTH~

" 11 " る ぷ肝;$分:t~~色をj'.，:，，~る l-~犯行必(1 色 ¥0-29、� II bM
3:1 

で司主役ー
を絡す
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第7表� (3) 青磁観察一覧

挿図番号 器種

名称
文は
仮称� 

類

円径

保高

I~底cm径) 

器形及び文様等の特徴 施 利l 出土地点

第25図� 

31 
続 幅広高台碗� rx 

16.6 
円縁部が外反し、ロ クロhX形伎が明敏に残

る.素地は灰白色で堅敏司
内外函(こ緑色の:t;b炎

を施すε
¥0-29. nI 

第25図� 

35 
11 櫛描細選弁文碗� X 

12.7 外面に 7本~14ぶ単位の舵織きょを絡し、 内
而lま無文。>L込みは手由来を箔きIuっている� 

~地は灰白色で~徴ー黒色の私f!.{-を含む

内外面に緑色の1由美� 
をi浮く施す。

PQ-29、11 a ~i 

第25図� 

36 
11 11 11 

12.9 
外面に櫛他き!J:.ーを持ち、内面!士祭文� 111也!士
黄白色で、堅徴.黒色の町下を今む

内外ffiiにZ由主主を尽く� 
定し、r:m色!士i丞刊に� 
近いa

PQ-li、11 ab回� 

安~25図 

37 
11 11 11 ー

1.6 

X査員のJf~寄ßと考えられる資料であるれ見込み
は納長Eを掻き取っている。災地!士氏自色で堅
徴。黒色の粒子を合む

やや緑色をおびる透� 
明治を施す 括合内� 

は露給.

PQ-13、11 ar~ 

第25閃� 

38 
11 内問碗� X I 

13.4 
5.7 

1 1. 

口縁部が内符する碗である� Z宮崎とたる高台

内は赤色をおびる 素地は灰色で堅敏 .'.¥'，色
の粒チを多Li;に合む。� 

主色のL過言宅をよく与� 

ず� fH-t・尚合内l士� 
d胎，

JI¥-I3、町何1純内� 

第25図
39 

11 

類
不
明� 5.6 

高台外凶iに段を{iし、内底耐の中央部が膨う

む碗である ぷ地l士灰色で堅徴 用色の吃-t'� 
を多量に含む合

工島:廷が-rl:人f主でおよ� 
び、r¥ii専門!土;d'"・

1I1-li、� 111"九� 

第25閃
.10 

11 11 

I.~ 

残存部に文傑l立必められなl、.路町がJ学みを� 

持つ。巣地!ま白色で堅激
11 ¥"¥1-31、11 h'lo~ 

第25凶� 

11 
11 11 

2 5. 

見込み;こ勾:n:状の印花文を子守つ ~.tt!:立以色 
で号Z敬

1'l:H ' ，:j有内fiJl治
となる

¥0-31、lIa府� 

第25凶
12 

11 " 7 3. 

見込みに印JE~どを持ち、 ú1:径の小さた椀であ 
る 災地!主t立内乙で陶賀

ρifTのみ露骨合とな� 

ろ
1.1ト16、� lIa 

第25図� 

13 
11 " 

5.6 

見込み.こ印花文 外年00.こ文伎が見うれるが

判然としない� J53也!主灰白色で宮E絵，黒色の

粒子を含む

全面佐治後、� 614?内
を蛇の円状.こ泌さ取� 
る

11、li¥(ト al 耳� 

第25肉
11 

11 11 

1.5 

見込みに印花文を持つ 素地!士!黒色のを立二千を� 

近い.二色を止し、間質f含む黄

fl:H ・ :'tlj台内f J:~胎 
とfよる

1¥1-16、11 a ~ 

努~25閃 

15 
11 11 

7.5 

大型の碗底的として倣った.おt包l士白色で再三

教

工血兆を内外面:こ総

し、必台内を総司令と� 

する

111-11、Ilb，I 

第26図� 

16 
m ロ折血� 1a 

13.3 
浮手の ~!育皿外国に錨益キ文かどる ぷ;1也
は灰白色でE豆敏

r:m突を内外面.二位� 

す.
¥(ト29、� Uh... 

第261χl 
17 

11 11 Ib 
10.9 

u折皿ー外{本rfnに無鈴iのi!s#文が知る .，fl地
l土灰色で喰徴� 

内外面に紬楽がJいく� 
8をされる

RS-13、住火1'10.13 

第26肉� 

18 
11 11 11 

12.3 
3.6 
5.8 

1'"1手で口行音iiが匂やかになる皿 夕、00:こはj祭

鉱員E弁文が包る� kU望i士f:R.古色で=主主設
全沼港r:m後 、 泊li~ f'i 
を後き取っている

1[[-36、� lIa 

第26図� 

19 
11 11 11 

1 0 1. 

3.1 
:>.:> 

n折郊が緩やかになる内 外而にI士気鈍雄弁

文が廻る� .JrJ地l土白色で~敬

全面鐙Z由後、� Ji合内� 

を蛇の目状に活き取� 

る� 

lλトトi、Ila嗣� 

第261主|� 
50 

11 11 1c 
9.9 n紋部が緩やかに外へ桁れる� m 外体I必に� l

3Rの圏線が組る ぷ地riJ:R.白色で堅敬

伐(f郎会保にIill;たが� 
泊される I'Q-13、� """" 
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第� 7表� (4) 青磁観察一覧

名称� 
ut毛

挿閑舟号 掠種 又は ま:ri
~~高 33形及び文傑等の特徴 施 和l 出土地点

仮称 Il底CIT径u 

多~26(4 
13.0 

f守主;方~Nやた‘;こたり、 f童話を持たた.、. 内 /~叶i発!;. 1去、 .・4・~ 

E ロff司� ? 1d ，1.0 目ト・.. RS-1i、日b時� 
51 6.1 

れ� '':.!'l<X 11:出土白色でt;~堅苦， をf孟き;r~る

第� 2614 
12.0 

内� l芋ζ.ニ..H¥:tを、見込1..:.，ニ印 ?EXを持つ� f主� 
" fをIEIDl 11 3.;; 11 FG-31、� IJak1 

~.) 1E二，� 7-11包!土災t 色て且~ ，;~;').: 
5.6 

寄~26[4 
13.2 

11 " 11 3.;; " " 1.¥1-16、� Ilb尉� 
53 5.6 

努~261~1 
11.2 

内� 11'泊i:ニリ� fo';[X.を、見込みに l.i: 'j':~を持つ後 
" 11 11 3.0 " RS-12、� Ilb刷� 

51 :;. I 1t:Jn:.. -TH也;土ぷ'色で� t穂積

第� 2(114 
11.1 

内体面.ニ� i討前き1:.、外保婦は祭文ぷ!I也r;t.J 内外面.二2835をよく
11 れ以�  nH;皿 Illa '¥0-16、11a~"Ì 

おお 色で~対 t:iす

第� 26凶� 
13.1 

内外� [r:論文の際� w外反::� -T1地{土� Jズ� C乙ご� CH 
11 " IIlb 11 ¥0-18、� 11 a~vj

:i6 -設

努~2614 
12.8 

句~面活 X 見込先に氏� /Eょを持つ� d 災地[土
内外函.こ� t是::RH色の� 

" " 11 1.0 Hll薬を砲す . ""':1・t. お0-2 1，11b初
.=1; 

6. 1 
必'"1色て� l釈存立

対i台内� !t伐給.

第訪問
'.う V伝'f'.;t ニ:~ /，，: 1 '"の fs"_' x..:'むる� .外似品::士 全逓ち;� ;~ ~ .f:j子、均.， "'Ul []fまE 1¥a 2.9 RS-1 1、11abl¥1 

:lS 3.雪 .?文 .m也:1:ぽ色て吟渓 を滋き取る

第� 26t4 
i，b 内fがI扇に ，:; .，.正 l ￥且の繍選~，'Xかむり、見込み 

" " " 2.9 二x..様方;~::;習う'~れるが制作としたい. .，..H包!士� " I'Q-II、� Ila財� 
:iY ，;.0 :反仁て駅徹、

安~2614 
1. ::0 

吋令、記・ ~XのJ.!:n 口 t~ ::l ~ ~!-1!竺.t吹勺色で!:jÆ
" " 1¥"1 .).:? 11 IJI-3i、� Ilb...1

(;0 
1.6 

実

守~26[4 
".9 仇{42 毛i明白;に隆広義1たの~~線が l 灸たる 必 可宇� tt-.こ稔� i廷を街� 

11 11 1¥ HI-22，11a同� 
1'1 J~ I' -: バ色で~滋， -t 

安~26r4
、、

内世、・・� 4ヰx. .，球部の 2ャ芹を[i:;i主的に打ち� .r~付 ・ 高台内r"!"..{ ¥O-li、11M焼上� 
11 11 I¥'d :!.9 

3.6 
欠いもぷ~:1.+る= J-1l!!!:-tバ� Eこ 月71r ゼ主りに� Irう

弓外置に~弁文・1.'1t.:.'-る '.~Jt::U;の血. Lま街~!土谷窃~2614 11 勺� !Er:::. ，. :i守内の� λを..tt':~ RS-II， Ib防
Ij3 

:l. 1 ...~!状i ニ fよるル 話J2J土足与色 a 4・λ~. 

安~2n=4 
:!6.0 

内{伝記;ニ-I ~6/..:門 (Îf:の tft前さによる絢:.ili弁・ .%f?の内� 111111士総胎と弓主 鍔� g設� :i.0 RS-II、� 11 ahJM
fil 

11.2 
x.. .j;~るおt竺，~ば J C主 たる� .

第� :m4 内( ~~， 二-1� ~ 6 ''>: !i.九て� lf1!afl笛さによる細;!sjl'
" " 11 4台、内のた“花� ff:な� ¥0-30、� 11 b~・1

(I五
、."¥� x.')'えよる 必j'L!!.士 r)~ J色 ，.) 

~2ï[4 
;守を・ Tetl1.にそ i:fJこ筏� !E主主� p 外{平面� .ニ:t箆治� 

/1 11 11 さ.ニ主る ~f，ιJ亡、 'fiぷ� 00:ニr-::壮行� i斉・ャよい� f街 村~[街厄1丸 1.¥ト 16、� II b府日(I
，、ilる� Ji;;包えを� dミ白色� 3

安~2ïl4 
" 11 " 日7 

1守を平� t包に� ;1: 1:，'"七ね信号室 益~:司i内 driに!笈 
11 RS-32， Ih1r'i

か� ι文様が見うれる 、特I也Itl;長f:R白色 2
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第7表� (5) 青磁観察一覧

名称
口径

点|挿図番号 器種 又は 類
提高

器形及び文様等の特徴 施 紬底径
仮称� 

(cm) 

鍔を持たないl白:日は縁の盤である� IJ~ま直ド第27凶
盤� l立円� rl縁縫� rn 内外I而施納。� TL叶� 2、r主火N<l.52

68 の内外出に波ーい削りを持つ ぷ地l士灰白色3

尚子?を持つ内外出i1!!1i文の底 ffi~資料一ぷj也!士淡
全面施紬後、荷台内

第271文l 
M 不明 を蛇の同:IRに悩き� TL-35、11 hl.i

69 8.2 
灰� (1色戸

取っている。

正iJ台を持つl応部資本:十 見込みにはヒオ~~ぎ文 全面施紬f去、荷台内第27凶
11 不明 ドG-21、� ll a同

70 
12.6 

を摘く。素地は灰白色 の五由美を掻き取る

第271苅� 
14.6 i門会壷の必である。断面を観綴ナると文様が

効薬{士iJEの端対i支で
言毛主 大司~.&の益 入るよ うであるが、外I函からは確認できな

及び、内I副主主主給
¥(ト1I、� llh 

71 
い。素地{ま淡灰白色

第271::<1 
16.8 

府部に文事長がみられるが、小紋片のため判然
内外出ーに手自主Eを範

宝正 大1型室: し、n主主部l主主重き取� PQ-II、� 11仙寺
72 としなL、.kJ地!士淡灰IJ色

られる

第27図� 
6.4 

外体面に片切り彫りによる無銑;!}!1l'よか廻初; 内外凶i結納.� PQ-IS、� 11 ab/tl 
73 る ぷ地lま灰白色。

張り出した胸部には明瞭な稜線が!灸創る第271刈� 
1/ Il " 1.¥1-27、� 11 a1j

74 京地は灰肉色勺

第271χl 
8目。� 

11村部を{悠かにwませた若手1.1fI絃の円筒形存
主主iP 11 Tl-15、� 1b;;'j

75 炉素地は淡灰白色

第27図� 
3.9 

瓶の口縁部資料として扱ったが、� nEJiiIi:tの磁
綴� JI 111-32、� 11 hl1 

76 認の可能性む45iえられる。，kH也!土IJ色ー

袋物の底部I~i刈である 内耐には終値に上る
内外出に効薬を施

¥か29. 11a '第27図� 

" し、尚台内!主主宮駅と� 
7i 6.8 

成形痕が残る。
なる。

第27肉� 
11 11 " PQ-16、� ll a向� 

78 6.2 

外底耐が~胎と tt.第27図
ィ、明 腹部がilJ;i月院を呈する 素地(i:灰白色，� PQ-32、� lb問

る。79 4.8 

I 
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第 4節 青 花

本遺跡から出土する青花は大別して中国明時代の青花と、それ以降の清時代に属するものがある。

器種は碗、皿、杯、小杯、瓶、器種不明の6種類が認められた。以下、各器種ごとに分類基準を中心に

概述し、 個々の造物の詳細については第8表にまとめた。 

1.碗 

I類( 第28図1・2)

腰部がはり、口縁部が外反する端反りの

碗である。外体面胴部にア ラベスク文、 口

縁直下に波詩文帯、肉体面には唐草文を描

く。 

E類(第28図3---6)

体部は内湾しながら大きく聞き、見込み

が高台内に凹む形の蓮子型となる。高台は

低く小さいものが多く、畳付はへラで面取

りされている。高台内にも紬薬が施される。 

E類(第28図7)


ゆるやかに体部が内湾し、口縁は外側に

強く折れる。底部は蓮子型で高台が外側に

開く器形である。文様は外体面に馬士文、

見込みに観月図を配す例が多い。 

IV類(第28図8・9)


腰部が屈曲する碗である。胴部は腰折れ

部から直線的に聞き、直口口縁になる。高

台は高く、見込みは広く平坦に作られる。 

V類(第29図10)


体部はゆるやかに内湾しながら大きく 聞

き、見込みが高台内に凹む蓮子型で薄手の

碗である。高台は低く 小さいものが多く、

畳付はヘラで面取りされている。高台内に

も紬薬が施される。文様構成は外体面胴部

に烏草木文、内体面の口縁直下に四方搾文

を捕き、見込に花、高台内に文字を両日す。

描技法は文様の輪郭内を塗りつぶすいわゆ

る「ダミ」の技法を用いている。 

W類(第29図11)


体部が内轡しながら開く碗である。外体 


面に注同すると、 E類で扱った「蓮チ型j


の碗と同様の列点文あるいは豹皮文と称さ 


れている文様である。しかし、 E類の碗と


ここで扱う VI類の碗を比較すると、前者は 


精製で器141に対して口径が大きく 、見込み 


まで胞紬される。 これに対し、後首は粗製

で口径が小さく小振り、見込が露胎となる。

これらの相違点から E類と分け珂類として

扱った。 

W類(第29図14・15)


体部が内轡しながら立ち上がり、見込み

及び高台が露胎となる碗である。外体面の

文様に注目すると、ベトナムのホイアンか

ら検出された中国の彰州窯系の碗に類似し

ている(註1)。

咽類 (第29図16)

体部がやや内湾しながら聞き、見込み及

び高台が露胎となる粗製の碗である。内外

体面の口縁部と腰部、見込み脇に界線がめ

ぐる。同様の碗が湧田古窯跡から出土して

おり、福建 ・広東系の粗製碗で、 16世紀後

半---17世紀前半の年代が与えられている

(註2)。

立類 (第29図17)

腰部で屈曲し、 口縁部にかけて直線的に 


聞く粗製の碗である。見込み及び高台は露 


胎となる。外体面口縁直下に簡略な文様を 


描く。 17世紀---18世紀代。
 

X類(第29図19)

口縁部の内側が窪み、内側に若下折れる


碗である。内外体面に簡略な文様を描くが、


小破片であるため判然と しない。小量では


あるが、精製と粗製の口縁部がそれぞれ  2


個体ずつ出土している。


氾類 (第30図21・22)

腰部がやや膨らみ、口縁部が直口あるい


は若干外反する福建 ・広東系の印判手と称 


されている碗である。器高に対して口径と 


底径が大きい。見込みを蛇の目状に紬剥ぎ 


を行い、高台が露胎となる。


不明 (第30図23---30)

底部破片資料のため、口縁部の分類と盤

合することはできないため不明とした。第
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29関12・13、第30図23は口縁部資料で外

反する資料。

第30図24"'30は底部資料で、ある。� 

2.皿� 

I類( 第31図31~3-!) 

体部がゆるやかに内湾し、 口縁端部が外

反する端反りの口縁を持つ皿である。文様

構成は外体面に宝相華唐草文、見込みに卜

字花文や玉取獅子を摘くものが多い。� 

E綴( 第31図35)

いわゆる 「碁笥底Jの皿である。{本部が

ゆるやかに丸みを持ち、円縁が直口あるい

は内符気味になる皿である。文様構成は外

体面にi皮説文帯とf医薬文、見込みに花鳥や

ねじ花文を描く。� 

E類 (第31図36)
 
n縁部がl立円し、高台を持つ皿である。

内体面白縁直下に問方惇文、見込みに文慌

を描くが詳細は不明である。� 

rv類 (第31図37)

大振りの皿で、ゆるやかに内侍する胴部 


から斜めに鍔がつくものである。
 

6.小杯 (第32図48""'50)
小杯はかなりの数が出土 しているため、

探形と施紬方法により分類を試みた。その

結果、以下の3額に分けることができた。� 

I類(第32図48)

直口n縁で、内外体面及び高台内を胞紬 


し、畳付は露胎とする小杯。
 

E類(第32図49)

直口 口縁で、 内外体面を施紬し、 仕付及


びI匂台内を蕗胎とする小杯。


皿類 (第32図50)

口縁部が外反する小杯。
 

7.器種不明 (第32図51)
 
1個体相当の資料が出上している。全形

を窺い知ることができないため、器種不明

として扱ったが、断片的な資料からある程

度掠形を推測する ことができる。頚部を持

ち、その下部が球体状に丸く大きく膨らむ

ことから、小型の壷あるいは瓶になると4・

えら才1る。

註

註 1 U~手口女子大学問際よ化研究所 rベトナム ・ホイア

Y類( 第31図38・39) ン 今~-:子- -l1.¥'0国際文化研究所紀要l1?報告，1t凋 

四角形あるいは多角形になる皿である。� 

3.蓋 (第31図40)
 
/J<itあるいは瓶の益になる ものである。l

個体出土。[ciJ慌の蓬が訪問占窯跡から山上

している(註2)0 1 5~ 16世紀代。 

4.瓶� (第31図41"'"第32肉44)

瓶は11個体相当の資料が出土している。

その内4点を図示した。� 

5.杯 (第32図45)

短筒型を呈する腰折れの杯で、外体而中

位に一条の降間線がめぐるものである。� 

199i 


J主2 沖縄県教育委員会 『湧mI~i気跡( 1).1 


111m 1993治� _!:I.f.報告1沖縄県文化財調� 

参考文献 


小野正敏� c 15、16位紀の染付鋭、皿の分類とその年代J
 

rUM陶磁研究」ぬ2 貿易陶鐙研究会� 1982 


k田fOミ� "16世紀ぶから li世紀前下における11"司製染付

腕 ・皿の分mと制作への予然J r l刻附近世~占ワ:研究 1 J 

|剥阿 JS~ 古学術究会 1991年
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第� 8表� (1) 青花観察一覧

口径

姉図f詩句・ 持積 類� 
~~尚

器形及び 文 機 等 の 特 徴 �  ~~~l (藍色) の発色 出土地点底径� 
(cm) 

百~28凶 
11.6 

端反りの銃 外体面にi皮i~Jλ:倍、アラベスク文を、内似
院 主主色I1Hむ良く 、鮮明� \0-22、1I1t~面には寸Z相当主r!Ji正文を揃く ){!也i士白色て~~，設 

11.1
努~28 [;;<J 

" 
端反りの腕。外体面に文総合繊くが、詳細11不lりl み地

発色11:f~く 、 鮮明. I'Q・� 1i、lIa府
2 は(1色で竪敏

第28凶� 
11.2 

是主+~のE丸外体而に豹li:文を 、 u綾部内面には界線が 発色1111 く 、 ~!:;--i と λ.こ
" 日� JK-2i、C t'，¥丸λl

3 起る ぷ地は白色で堅敏，� 23而i:士時色咲をおびる

第28凶� 
i進7'型の碗.外件;而及び比込みに豹皮文を術く {i:!寸:こ 

" 日 も結納され、� riJ，，";-した疫がみられる 素地!士(1色で堅 発色:1!lく 、鮮明. RS-33、� IJ b層� 
5.0 字誌

第28図� 
i進チ型の椀 凡込みの文俊は樹木のようであるが、ぷ細� 

11 n は不明全両施袖後、任f.tを削り� 111し銘胎となる }i!也 4を色11良く 、時明. I'Q-II. !'.主)'~1 1 可。� 
7.2 は臼色で当量級� 

1.n28凶 蓮-f-型の院。 見込みのよ段!士法桜貝文と吟えられる
党色:1やや錠く、♂日 _~lIo 

" 日 全面施袖f去、刈台を削り� fi付!主総胎となる )~!也i土白 色 RS-33、� lJa
6 1.1 で墜徽

伎が緑色決をおv、ろE

第28闘 ト1.6 口縁部を外:ニ IIfl山させ、 dliおが「ハj の字~に附く鋭 発色11良いが、22街全保� 

" 11I 6. 1 外体unに馬� 1;よ 見込み:ニ観月[ZJを猶く. ，k1地{土']色で� が1;長く、やや鮮Ij，ljさを欠� Tl-35、 11h~，
7 1.9 司王綴. く

第28図� 
12.2 

E妻折れ由包外印画.こ:笈i.1文俗、アラベスク� Xを:5<� }~ 発色:1Hく、ス須:ttJ:立 
" rv 

地l土/j(白色で~綴 を花し''tl釘� 
l'Q-ll、 11.. 

8 

第28関 ー 腰折れ腕 外体l必:こアラベスク文を、見込みに卜字}E文� 
11 rv を描く� {i:{.t(士削り出し:ニ上り銘胎となる ，kH出土� '1色 毛色色!土1lく、 特例a RS也� 33、E主プ\~五:!I

9 
1.8 で墜徴

第291刈� 
12.5 i!1!+1f~の滋'f.の椀 夕、保úù と見込み.こ fË文を、 rI~まぎ;1 吃 

11 ¥. 1.2 函lこ問m穆文を櫛く� ~"'itj内には，(:放を配す +-11さは向 発色I.tnく、鮮明. ¥(ト29、� 11111 
10 4.8 色でI~微

第29閃� 
11.7 外依而:こ豹佼文を持つ俄であるが、内v.>:耐の中f'~て箔ら

?を色，'W.く、必色を与己� 
11 ，'1 が止まることかう、見込み(1i.X骨子‘.こなると与え 'Jれる� Tl-13、� 111 

1I J宅地11;立白色で軟質
す

百'129閃� 
12. I 

nHimが外f.i.する必手の碗 外体l必にす・11，;{ょを悩〈� 4主� 
11 イ〈砂j

地は白色でI主徴
発色{士nく、鮮明. RS-II、� Ib栂� 

12 

1，n29[-.<! 13.6 
口t士郎が夕、lぷ十る銃二外係員iに符伐文を描く ，1-11さ!士二� 

11 不明
色でl:r~微

経色{士良く 、鮮明. RS-32、Ila層� 
13 -

第29凶� 
15. 1 

口紋:}Ijが直Uするfli裂の申告 外体面に底抗ぷと，Ic文の'1'1 発色It鈍く、以色が刀、� 
11 ¥11 

しを泌〈 ，k1地11灰色で墜微 る� 
¥(ト2q_、� 11討腕� 

H 

百'12914 外体函と見込みには穂美が及('fず政給とたる 外俗画.ニ 'fè色 (1良く 、 緑色ß)~をお 
11 ¥11 

宝文のlめしを摘く� JP:地{士 (1 色でr.r~徴 びる� 
¥(ト18、lIa府� 

15 7.0 

第291:4 12.8 
内外面;こ界仰のみを描く� 'lmの銃.タト底面&び，L込7:z.(土 発色!土nく、結色をE. 

11 rm 5.3 
施宇宙されず減給となる ，k1地!士白色で軟rr す� 

I'Q-I五、� 11 a~i 
16 5.0 

第29t刈� 
11.6 

日紋f!(1外而に簡略な文践を摘く姐~~の碗 見込み脇て'}jを� ~e 色!士n く 、 f:Jt J!色を . 
11 IX 

手曲が止主る ，)-11也l土灰色で堅徴 す. 
I'Q寸玉、lIa柄� 

17 
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第� 8表� (2) 青花観察一覧

f中阿形可 ~告種 覧l 

口径� 
a~，~.~ 

底筏� 
(cm) 

illiJ移及び文係等の特徴 呉~l (藍色)の発色 出オ二地点

宮~29[4 

1、、 " 
'・.-U'~ 

12.、
乃.

1.1 

"

lX:;，ニ認!ふする簡略 t:.文民主を浅く夕、� i郎、院でちる ~ー句-
芸品�  iむj131、. "l:包:て灰色で区教，

主主包:討をく、ベ鮮明� . PQ-30、� 11 bJt1 

安~29[-4 

19 
11 x 

16.1 
口事世話IIの内{買;をiT:ませ、内測に若下行れる似 内外� dIIの
文後� l士不明� ..，il!也l土T:k.白色で堅敏� B 

?を色'i:良く 、 只~i と共:ニ 
~åoo !土淡緑色をL_l-九

111-11、� lIblVl 

第� 29凶� 

20 " 不;也J 
11.0 

Jとま� EF，外出にま支持善文と:;j1J.する文様を計百くが、 ド!立の):.
毛主 .二ついては不明ー ;l-U也:-: f:ポ J 色で~y設.

セ色!土えく、マ主色を呈� 
十

PQ--31、� lIb層� 

努~301<l 

" :¥1 

1 2 1. 
6.~ 

議，1.、
タt俗的jと凡込みに� }E文を� ililくi丘口口付� ω鋭，凡� i企ちは蛇� 
の円 ~I:.ニ市JtJぎをn う ~H寸i土;;~台 災地� l士白色で堅 >fe色!i:良く、鮮明� . PQ-31、� Ila府

笥Bor4 
・-p・.)� " :¥1 

I~. 1 
1.5 
6. j 

れI~"iの 1 '1: 7，こそ文を� ii.lく ロ緑の椀1 :: 7'_込.k:主宮Eの� 
W~ ，こ;ち剥ぎを行う ~H tri:露始。 .m也!士 f 色で~敬 

需を色忠良く、鮮明� . TL-II、� UaM 

第:~Ol4 

23 " ペ明

[ j~:l1jが外へ強く Itfl幽十る銃 口保内由.に肉� )j噂文を、� 
~[醤:-; (ll.・ 3 文.こもよI~.:tする れ'広言語のよ後� l土tでとt-.d支
小?�  J{;r:.:τ?夫 tとて~;t< 1:-."マ遺跡で己百以の萌告が出 1: 

て.、る

:1欠が]に火を受;ナたため
小、 ~}éôが変質してh 
る

Uト lï、 日 b~

言~30閃

" ノミ� aJj
~ ')O.~ 

句2主ーの� 1).と事;か五li ' 1: ，ρる院であるか、 rl1~)1心型と l士 
》守 ffもたる. 見込みのえ:~}i，v~明 災地� f-t:JU I色で怠
寄致� 

発色は良く 、鮮明� . PQ-26、� lIb脳� 

fJ130t4 
5.，、 " ペ叫i 

1.6 

Jιtる::4，こそ文ぬよう勺文%を� fgくが� nt-:士バ ~;1 . 耳石台 ，J~ 
.二七 2/":'J)!f、徐を渇く 必よ芭� J丈白色でて� i-'C-z 

4を色，_良く 、鈴明，� ¥'¥¥'-2 1、日屑� 

!:s30凶
26 " イ二� 11I! 九込みに「悩� Jの?を記す� . {'ótのkを~胎と十る 点� 

t也r-t(1色で!:fH致.
鐙色� Ii:!lく、特別� . ¥0-18、� 11 a¥<) 

ー' 

第:~014
.)・ " ~~サZ

5.0 

室副に3干下 '̂"'L 11;f二次を� 4す� .Jil.らの !ちる民� . 2'7の� 
;.c.~ぬと fよる ，lU也i土，ズ 色で堅徴� .

ーを色!土� λく、� n砂1. ¥0-28、� 11 ~~ 

可~:30r4 

2可� " ィ、1.11

6.ち

J~径がノ〈さく .;if、川公・. 、民話で . '1;"'1;わる 見込去の):.� 

りじてベ!，� i'l:l了、 rjム内� it>.(bとたる� ;H也.t灰白色で� 
":t号~ 

4を色!士� Aく、鮮明� . PQ--29、� 11 a/cl 

:n:30f4 

9:1 " イミ� B司� 

O.雪� 

.t.込みに Ji:;Cのようた):.<.)<を渇くか. 同?:ail士不明コ紫』也� 
f!て:k.(-)色で堅教

je色{士.1 く 、 ~.I:色合 I J 

す� 
L¥1-l6、� JI bV， 

:n:30l4 

:10 " r~~ 

字、I，.~ ~にラマ弐法下子文を;翁く .tlj包，-t白色て軟� u文峨� 
'Aび I:"JI:かうグェトナム盗rr;-三竺コ;あるとの殺示を全
式ぷ・..:!~\:どり t 、fニfc 、fニ ー

を色:-;.1<、車~!Y1. DE-32 、 lI a~ 

管制�  [4 

31 
lW. 

1 5 1. 
3.0 
6.0 

bjElぷ� f iまを持つ斗である 外(-:-;五に'主れ!i(Wii;f.文、
~l.会::4，ニ~l[l.il事予を悩く . ι5ム均 H:.'j ・ニ砂位カ;'.t:i7 し、 it 
Itの ::"~~Jl' となろ ;"1地:.t(J色で� 'imt.

免色� l士1ll、が、やや不鮮� 

内
PQ-II、住穴No.22 

可~3J14 

:12 " 
8. j " 4t色;士只く、告� t1Y1，� ¥0-29、� 11以i庖� 

守131[4 

:l3 " 
9.2 
2.3 
l. 1 

タ~!τru;，ニス伺禁fli4ï. 文、見込み:ニ !-'j.:J!:):.を術く. rl:!.t 
の::4Jl;証飴� .災地!士� (1色で原級� . 宅色!士� U<、� ft砂1. FG-35、� lIa尉� 

官~31[4 

3 1 " 
9.1 

? ') 

1.2 

文様勾 上記と同様t..えl 筋力付近に砂拾が� 1・r-¥"1し、1'1:;-[� 
の.:t..民間・� ζfよる� . ;'!-H~t-::白色で堅徴.

経色!士良く、やや伶明 1.¥1-16、� 11 a向� 
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第� 8表� (3) 青花観察一覧� 

n筏

持凶番号 器稀 類� 
1百E・H門� uヤz 

昔~形及び文様等の特徴 呉須(藍色)の発色 出上地点底径� 
(cm) 

第31凶� 
9.8 

~~窃 l庄の血である 外依函に (<<~.x、.t.必み:ニ苅 æ文を
11 11 2.5 事を色!士nく、鮮明。� ¥0-11、� 111，府

35 3.0 
術く� ω 主I:Hのみ1s)jfj. ，kJ地は白色でE笠宮，

第31凶� 11.3 n紋邸内凶jに凶方会事文を、外語l土界有のみを悩〈 見込� 
1/ ul 2. 4 みの文様l立不明� 1t1:付のみ経胎となり、砂~l71q・f tEす� 1/ PQ-16、 11;1

36 6.2 る。素地は(1色でl縫紋

第31(司 大主主りの皿である ロ紋部:タlOO:こは界勾のなを、内面の� 
1/ l¥' 1/ R$-10. II h 

37 文授については不明 素地は白色でE史的

第31閃� 
n紋部の形悠かう八角形になると 思われる2である 内� 

1/ ¥. 1必の文様{士不明。t，'I:HIこ砂粒が付必ずる 」在地{士� (1色で� 1/ Tl-I I、� Ih附� 
38 E主徴 E

白n31('4 底部lが四角形となる� llllである� 内面の..U 'RI士不明 災地 1e色!土鈍く、鮮明さにか;
1/ ¥. 

11白色でf寝殿� .tる� 
¥(ト21、 11h i 

39 

m31凶� 
3. 1 外作面は庇街;で施袖が止まる会文伎についてはぷ明.:)き てiX的i二火をう� .1たため

ヰ‘jま. 地l主白色で&F.敏司� luj伎の資長十が泌悶� p-:。:島幸かう� i仁して か、6}:r.'IJ、変色してい� ¥0-21、� IIh 
10 いるn る� 

m31(文| 瓶のhI官官資料である 外体00には府� t'iλ-を猶く 井:地!土 予E 色!士良く 、 併I~l 認函
紙� ¥'¥¥-21、11a j 

.11 肉色で竪敬 !ま策色吹をおびる

第31閃 出ifT内及び外 00:こ 2 灸の界線、 腹部にラマメ:泌が文、 HI~ 

" 明1:こ葡萄文を、その� I:{立:こ9D，¥J:!項文、 ・~ .(文を:rく� 3き 発色Ii:.lく、鮮明3 ¥(ト30、� 111 
12 9.5 I包!土白色で官官敬.

お32凶� 
ij'!iif{1から綴可;:こ向かいラマ式見E弁文、併に:ょっ、将校 強色!士nく、歯車i!ヰである� 

11 文、� tZ文fi?、〈i{英文つを指く 内外活路i古必I巴11白色 が 、 6~曲i全{伝が :x色がか RS-33、� 11 bl 
13 で原 る

第321-4 腹部:こラマ式見E1f-文を錨く� 52家H :共;ニa;}t射すそ!''':の発色� 

" が非常にaい ，kJ地l士灰白色で1望徴，
~色!士 n く 、 最下明. RS-32、� lIa防� 

11 7.9 

第32(刈� 8.1 恒f，i'j型の腰1!fれ以降d擦の下似.ニ9: 5:iifi文、� I:{す:にそ
杯� 5.2 fち折校文を;首く 見込み:こは梅の図 ，kJi包!土(J色で墜� 11 RS-Ii、� II b防� 

45 1.1 徴� 

m32関� 
8.0 

短筒型の腰折れ杯外体面にはな花文を~11iく ，kH告は白
11 RS-39、 11h，i" 色で堅手.紋ι16 

外f本面にリfrX文を悩き、尚-'-;内に� f人:1llilif. J の'子 .~を
第32図� 

11 日 持つ、比込みは花2平文かワ詳細不明 必地!士� (1色で堅 完成不n. OE-26、� lI.th..1 
3.2 字表

第32凶� 
3.2 

口紋部がl在日し、J;l:Hがi/.O胎となる小杯 外体血i:こ界線
小杯� 3.2 発色Ii:llく、鮮明. '"ト31、� 11 Hh，1 

18 1.9 
が忽るo "fi，I也{士れ色で堅徴

宮132図� 
1.2 

口敏郎が IJ't U し、向 f? 内及び~1:付が泌月ft とたる小例:一タL 
1/ 日� 2.7 1/ I'Q-I官、� 11 h，I 

49 1.6 
L底面の文峻!士不明.，kJl也!土白色で堅歓3

第32関� 
5.8 

円待部が外反する小品~~ 内外出:こ界鎗点、t:!る .，I.-ll也:土白� 
1/ III " ¥0-29、� 111 

50 色で~，敏

第32凶 三百部を持ち、胴却が球体状に丸く膨うむもの 外俗画に
不明� 1/ l人ト26、� II h府� 

51 獣文を描く k1地11.白色で堅徴
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第 5節黒紬天目茶碗

黒紬天目茶碗は、2個体相当が出土している。

第33図lは体部が若干丸みを持ち、口縁部で軽

く内側に角度を変え立つ。素地は淡灰白色の細

粒子である。 口径12.6cm、HI-17地区、 第 IIb

層出土。

第6節赤絵�  

5個体相当の資料が出土しており、全て皿と考

えられる。第33図2は端反りの皿である。外休

面には唐草文を描き、内面には口縁部と見込み

脇に2本の界線がめぐる。素地は白色で堅徴。口

径11.6c01、PQ-28地区第IIb層出土。

第 7節色絵

赤色を主体とし、緑 ・黄色を用いて絵付けを

行っているものを色絵として扱った。4個体相当

出土している。

第33図3は腰折れの碗である。内外面の文様

は失色している。� RS-33地区第IIb層出土。

第33図4は皿の底部である。文様は失色し、

高台に砂粒が付着する。素地は白色で堅織。底

径7.4cm、LM-21地区表採。

第33図5は口縁部資料である。素地は白色で

堅徴。表採。

第� 8節義翠紬

議翠紬の小皿がl個体検出された。第33図6、

口径8.2c01、器高1.3cm、底径4.6cmの稜花縁で、

菊花形に型打ち成形されている。外底の高台内

は角印様になる。NO-30地区、第IIb層出土。� 

17世紀前半。

第 9節黄紬小皿

第33図7は鮮やかな黄色を呈し、楕円形にな

ると思われる小血である。器面全体に紬薬が及

ぶ。素地は黄白色で軟質。佐賀県立九州陶磁文

化館の家田淳一氏によると、中国の交配焼であ

る可能性が高いとの教示を戴いた。vwー� 35地

区、第IIa層出土。

第10節韓国産象蔽青磁

韓国産の象首長古磁がlf固体検出された。韓国嶺 


南大学校文科大学文化人類学科� (考古学)の副 


教授である李清宅氏に資料を見ていただく 機会 


を得た。李氏によると、李氏朝鮮時代前期� (15
 

'"16世紀頃)の粉行沙器であるとの所見をいた


だいた。外体面には圏線の問に如怠頭文と雨点 


文が施される。片面だけに文様がほどこされる。


器種については判断し難いが、南西諸島か ら出


土している器種のほとんどが碗 ・皿であること


から、本遺跡出土の資料もいずれかの器種に含


まれるのであろ うか。� )J0-14・16地区、第 E
 

a .IIb庖出土。第33図8


言。ノ第11節 符Zノ

第33図9.......14に示した6点が三彩である。鶴型


水注の破片と考え られ、緑、黄の二彩が確認で 


きる。 この鶴型水注の伝世品が22見城村内で確 


認され、報告されている (第33図15註1) 16
0 

世紀。

同図9は鳴の部分である。RS-14地区lla届
出土。同図10は首の部分と考えられる。RS-

12地区lla層出上。 同図11は1'¥0-21地区llb届
出上。同図12はNO-22地区IIb居出上。同図� 

13はHI-31地区IIa層出土。同図14は:'¥0-31

地区IIb層出土。

註

註� l 金械危信 「笠見城村内確認の明f(.:三彩鶴型!I<注J

『文化課紀要 第� 6号』沖縄県教育委日会

文化Jll!� 1990 


参考文献


沖縄以教育委員会� r 程調1f報告11
首霊減跡一点の内跡先t ? 

(1)一J 1998 


亀井明徳 「明代T富市彩袖陶をめぐる諸問題 ・補遺J


『日本貿易向磁史の研究J 同期金� 1986 
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第12節 褐 紬陶器

本節で扱う褐粕陶器とは中国産の褐紬陶器であり、タイ産の褐紬陶器と区別している。褐利l陶器の

器種として、査、鉢に加え環耳状の資料が検出された。以下、分類基準を慨述する。

1.褐軸陶器壷

褐紬査を口径や底筏などから便宜的に大型査、

中型査、小型査の� 3群に分け、口縁の形態や肥

厚などから� I""VI類に分類した。

(1)大型褐軸壷� 

I類( 第34図1""4) 

I額は褐紬陶器の中で最も多く出土した査で 


ある。口縁断面が方形状に肥厚し、肩部から胴 


上部が外側に強く張り出すものである。同図iは


肩部に同痕が付く 。 円径15.9cm、TUー� 35地区 
  

llb層。同図2は口径14.2cm、V¥Vー36地区llb

層。同図3は口径13.6cm、TU-14地区� 1 b居。


同図4は口径16.
8cm、RS-32地区llab居。� 

E類(第34図5)

口縁断面が方形状に肥厚するが、� I類に比べ

肩部の張りが弱く、なで肩になる。 口唇部は施

紬後拭き取り、露胎となる。口径15.0cm、PQ-

12地区llb層。

同図6""8は大型褐紬査の底部資料である。図� 

6は底径15.0cm、PQ-30地区住穴X>.5より出土。


図7は底径14.5cm、VW-36地区llb層。同図8

は底径15.1cm、PQ-17地区E層。
 

(2)中型褐軸壷 
  

E類(第34図9)


口縁部断面が大型告の� I、E類と同様に方形 


状をなすが、器壁のj早さから中型産として扱っ


た。9は口唇部に目跡がみられる。口径14.2cm、
 

JK-19 地区IIaJ百出土。


日f類(第35図10・11)


口縁部が玉縁状に肥厚する無頚の四耳査。10

は口径11.0、PQ-17地区� IIa居。� 11は底径 
  

13.
5cm、LM-17、llb層。
 

V類(第35図12""19)


本類は中型褐紬査の中で、� III'IV・V1類に含 


まれないものを一つのまとまりとして扱った。
 

12は口径14.
6cm、RS-24地区llab層出上。

同凶13は口径10.1clll、PQ-27地区llb間山

土。14は口径14.0cru、NO-17地区� 1b層出� L 
15は口径10.6cm、PQ-14地区性穴00.17より出

土。16は口径8.8cm、NO-21地区� IIa府出 じ �  

17は円径7.8cm、:-JO-21地区llb層出土。18は

底径10.Ocm、PQ-31地区llab屑出土。19は

底径13.1cm、NO-29地区IIa b府出土。� 

VI類(第35図20・21)


口縁部の形態が特徴的な査であり、口唇部に

重ね焼きの同痕を持つ。断片的な資料をみると、

頭部から底部までほぼ均一なj写みを保つようで

ある。本類と同形態の資料がヒヤジョーモー遺

跡(柱1)や宮崎県都城市の久玉遺跡 (註2) で

出七している。 間関 20は口径 13.8cm、 L~r -26 


地区llb周。同図21は口径10.8cm、PQ-29地


区lla層出土。
 

(3)小型褐紬壷

小型の褐糊査が� 1点検出された。第35図22は

内外面に茶褐色の紬薬を施し、円唇部は露胎と

なる。PQ-16地区lla庖出土。� 

2.鉢

鉢は2個体検出された。第35図24は内面から

口縁部外面にかけて紬薬を施す。� PQ-27地区H 

a 居 Hl土。 同図 22は内外面に利I~を施す。口径 

22.0cm、RS-38地区llab屑出上。� 

3. 環耳状製品

第35図25は褐軸を施した環耳状の資料であ

り、� PQ-16地区llab層から� l点検出された。

註

註� 1 JJ泌市教育委u会『ヒヤジョ一色i立跡」I¥i

-1199長26~第II~F>新市文化財報作JJ

註� 2 ';川崎以郡械市教育委員会「久~巡跡第五次発 ffij~周 11:.'


術i城市文化財調査報告5第25m 199:3 
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第13節 タイ産陶器

タイ産陶器として、褐紬壷、鉄絵合子の2種が検出された。以下、各種ごとに分類基準と個々の資料

に対する所見を記述する。� 

1.褐紬壷

褐紬蛋を大型壷と中型壷の2群に大別した。� I、� 

E類を大型壷。ill'"'-刊類を中型壷としてあつか

った。� 

(1)大型褐紬四耳査� 

I類 頭部から垂直方向に立ち上がり 、口縁

端部が外側に折れ玉縁状に肥厚する大型

の四耳査である。(第37図1'"'-3) 

1は口径16. aJ冒出0cm、L¥I-15地区第Il� 

土。図2は頭部で施袖が止まり 、口縁部

は露体となる。口縁部の内面に重ね焼き

の目跡が残る。口径16.8cm、RS-33地区

第IIb屑出土。3は他の資料に比べ薄での

型壷。(第37図8) 

8は内外面に粕薬が施されるが、口縁端

部はふき取られている。口径12.0cm、表

採。� 

Y類、 口縁部断面が方形状をなし、口縁内面

の縁辺部に窪みを持つもの。(第37図9)

同図9は口縁端部で軸薬がふき取られてい

る。

口縁部内面には自然紬がかかる。 口径� 

11.6cm、NOー� 21地区第IIbJ百出土。� 

VI類 口縁端部が方形状に肥厚するが、口縁

部の厚さに比べ胴部は薄く聴櫨による成

形痕が明瞭に残る。(第37図10)

同図10は頚部内側まで紬薬が施されてい

地区PQ-17、tOcm..1ものである。 口径� る。口唇部には重ね焼きによる目跡が残

第Ila屑出土。� 

E類 頭部から口縁にかけて緩やかに外へ大

きく聞く大型四耳査である。口縁端部が

肥厚し、縁部内面の縁辺部に浅い窪みが

めぐる。(第37図4・5) 

4は頭部の半ばで施紬が止まり、口縁部

は露胎となるが、内側は自然袖がかかる。

口径19.0cm、RS-17地区第IIb層出土。

図5の口縁部は露胎で紬薬はかかってい

ない。RS-12地区第Ila層出土。

同図6は大型褐紬四耳壷の底部資料である。上

記のいずれの類に属するかは不明である。内外

面とも袖薬がからず露胎となっている。底径� 

23. 層出土。2cru、L¥I-14地区第� 1b

(2)中型褐軸査� 

E類 口縁部が外反する短頚の長胴四耳輩。

(第37図� 7) 

7の口縁部外面まで紬薬が及ぶが、所々

拭き取られている。口縁部内面は露胎と

なる。

口径11.6cm、PQ-29地区第IIa屑出土。

日'類 口縁部がゆるやかに外反する法手の中

る。口径11.0cm、I¥"O-31地区第IIb層出

士。� 

1百類 頚部が短く 、口縁部は垂直方向にわず

かに立ち上がり玉縁状に成形する。同図� 

11は内外面に緑色がかった荊1J薬を薄く施

す。口径12.0cm、JK-13地区第� 1b層出

土。

同図12・13は中型褐紬査の底部資料である。� 

12は底径11.2cm、表採。図13は底径12.3cm、� 

PQ-14地区第IlabJ百出土。� 

(3)小型褐紬壷

小型の褐紬査と思われる資料が3個体検出され

た。全て胴部資料であるため、口縁部及び底部

の形態を窺い知る ことはできない。胴部下位で

施紬が止まるため底部は蕗胎になると考えられ

る。胎土は灰白色で堅鍛であり、混入物として

黒色の粒が多く含まれる。

第37図lはNO-22地区第Ilb届出土。同図2は� 

JK-15地区第E層構より出土。同図3はPQ-31

地区第IIb層出土。
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第37図 タイ産褐紬陶器・鉄絵合子� (S=1/3)

2.鉄絵合子

身の破片が6点、蓋の破片が2点検出されてた。

身の部分の資料から少なくとも3何体が確認でき

る。 これらの中から4点を図示した。

第37図4は蓋の部分である。外面を施紬し、

内面、合わせ口とも露胎である。胎土には黒色

の粒が含まれる。文様は外体面の上面に重円文、

側面には窓枠状の2本の縦線とその中に文様を描

くが判然としない。合わせ口の径は推算で1l.0 

cm、PQ-31地区第IIb居出土。

第37図5は蓋のつまみ部にあたる と考えられ

る資料である。胎上は灰向色で堅級、黒色の粒� 

を含む。HI-22地区第IIa層出土。

同図6は身の部分である。高台が 「ハ」の字状

に開く。胎土は灰白色で竪敏、黒色の粒を含む。

高台の外面には太い線がめぐる。底径7.1cm、� 

:'¥0-29地区第IIb層出土。

同図7は身の部分である。高台が 「ハJの字状

に開 く。胎土は灰白色で堅級、黒色の粒を多く

含む。文様は、高台外面に太い線をめぐらし、

中央部に重円文、口縁部に数本の縦線と曲線を

描く が判然としない。底径5.8cm、:-JO-31地区

第IIb層出土。
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第14節本土産陶磁器
本節で扱う木土産陶磁器とは、備前産や肥前産(薩摩系の陶器を含む)の陶磁器を含めて取り扱っ

た。備前産の附碍については、剛山県占代吉備文化センターの伊藤晃氏。肥前産の問磁器については、

佐賀県向磁文化館の家田淳一氏 ・藤原友子氏に資料を見て戴く機会を得た。

なお、明治期以降の本土産磁器については本報告では割愛する。� 

/ヨ� 
2 


:こク� 
4
:ζグ� 

3 o 10cm 

第38図 備前陶器・すり鉢� (S=1/3)

A 備前産開器

備前焼の措鉢が4伺体相当検出された。第38


図Iは、間壁忠彦氏の備前編年表(注1)のW期末
 

(16世紀初頭)に位置づけられる資料とみられ


る。内対面に9条を1単位とする悟り日を、見込


み脇から胴七部にかけて施している。外体面に


は水引き痕が明瞭に残る。推定復元により、口


径28.4cm、器向10.7cm、!底径10.2cmo NO・18地


区、第IIb層とRS-14地区、第IIa層ほか出t。


同図2は、真壁編年のV期に位置づけられる資料
 

と見られる。少破片のため内対面に播り nは確

認できない。口径26.2cm、LM -27地区、tsIIb 

m出上。

同図3・4は備前焼の底部資料で、前者はH 卜
 

22地区11b層、後者はFG-36地区、� H 1-31 


地区IIa屑出土。


註� 

J主11M]!笠忠彦� iil 界陶銭総全集� 'IJI陀日本』'i'fIIJqlt 3 


小学館� 1994 
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4 

B肥前陶器� 

1、唐津鉄絵皿 (第39図1'"3) 

推定個体数は5点を数える。その内3点を図示

した。見込みには胎上自の跡が残る。16世紀末。

同図1は、底径4.2cm、Tじ-35地区llb層出土。

同図2は、底径4.2cm、Tじ-14地氏、� 1a層出土。

同図� 3は、底径4.4cm、RS-14II地区b回出土。� 

2、唐津碗 (第39図4)

推定個体数はl点。胎土同の跡はみられない。

同図4は口径13.2cm、器高6.7cm、底径5.0cm。� 

PQ-28地区llb問。16世紀末。� 

3、唐津徳利 (第39図5)


推定個体数は2点数える。同図5は底律8.
6cm。� 

PQ-26地区� IIb回出仁。16世紀末。

4、黒軸素麺手茶碗 (第39図6)

3個体相当の資料が確認された。12は口径26.5 

COl、 PQ-28地区� IIb府ほか山上。13は円箆29.

cm、NO-29地区IIb岡山土。� 

14は、� 17世紀後半に位置づけられる資料であ

る。円径29.8cOl、 HI-22地区� 11al冒出土。15は底

径10.4cOl、 RS-24地医llb層出土。� 

8、青緑紬碗・皿 (第40図16"'20)

内野山系の背緑利l碗と皿が検出された。推定

伺体数は碗が13点、fIllが15点を数える。17世

紀後半。

間関16は口径1l.0cOl、 RS-38地区� IIb届出土。

同図17は口径12.1cOl、器高3.4cOl、底径4.5cm、� 

PQ-31地区� IIa届出上。同図� 18は口径13.9cm、� 

TU -15地区� 1b層山上。同図19は口径1l.1cm、� 

PQ-31地区IIab層山上。同図20は、� PQ -16地区� 

IIb回出土。� 

|人点のみ検出された。腰部の破片がl l面及び外 9.薩摩系 (第40図21・22)

面下位まで鉄柚を施した後に、体部に円軸の盛上

がった線で連続した� reJ字状の文様を儲く(註� 

1)。同図6は::¥0・29地区IIa陪出上。17世紀前半。

5、唐津掛分水注 (第39図7)

同図7は肩部に挺灰軸が掛かる。唐津掛分手付� 

/1く注に類似する (註2)017世紀末。U径10.0cm， 

PQ-15地区� IIa層山上。� 

6、唐津大皿 (第39図8"'11)

大皿は二彩手刷モ日文大皿、鉄絵大皿、二彩

大皿の3つに分けることができる。

唐津二彩手商IJ1:円文大皿は、推定胴体数は5点

を数える。その内2点を図示した。17世紀代。8

は口径19.6cm、Tじ-15地区� 1 b厨出上。9は円

径33.0cm::¥0・29.30.31地区lla.II b層山土。

唐津鉄絵大皿は、 l個体相当確認された。10

は口径26.2cm、RS-15地区� 1 b層出� L

唐津二彩絵大皿は、� 2個体相当確認された。� 

11は口径3 l.0cOl、 L~I- 1 -l地区 1 b間出上。17世

紀後半。� 

7、唐津摺鉢 (第40図12"'15)

武雄系の倍鉢は、口縁部の形態から2種類に分

けることができる。

同図12・13は17世紀前半に位位する資料で、� 

薩J事系と考えられる資料が碗、瓶の2積が出土

した。同図21の碗は内外面に茶褐色の利l薬を施

し、外底面は蕗胎、見込みに目跡はない。胎土

は灰円色の祖粒子。鹿児島県の山元古窯跡出土

の資料に類似している。(註2)。口径10.8cOl、器

高6.3cm、底径4.2cm、7¥0-30、� IIa層出上。図� 

22は瓶、� Tじ-39、IIaJM出土。� 

C 肥前磁器 (第40図23"-'25)

肥前系の磁器として瓶や碗がみられるが、分

類及び集計については行っていない。そのため

特徴的な3点を図示した。� 23は口径� 13.4cm、� 

::¥0・28地区� IIb層出上。24は底径4.8cm、PQ-

14地区� IIa層出土。25は底径5.6cm，� PQ-31地区� 

IIb回出土。� 

D 関西系陶器 (第40図26)
同図26は関西系の浅鉢である。袖薬を内面か

ら外対面半ばまで施すが、見込みは拭き取られ

ている。口径23.4cm、器高(推算)� 6.9cm、底径� 

14.9cm、PQ-16地区IIa層出土。

註� 

2主l 佐賀県立九州陶飽:w文化館� f名品図録J 1996 

Ji2 佐賀県立九州陶鐙~.x:化館 7園内出� tの陶磁J 1984 

Ji3 鹿児島県的良部加治木町教育委口会了山元内気跡、』

加治木町埋蔵文化財発砲調査報告J}1 1995 

一一� 70一一



ミ空ζ

¥ζ長〆 、~プ 、~ジ'

含グ
 
5 


/ノ  

7 

t:::::、
で三三糧事r7

8 


にミー� ニニーニ-I
一一一一一一一一寸
 

10 


ア


。 10cm 

手L 二二


第� 39図 肥前陶磁器①

一一� 71一一



: 

12 

-
J
J

て三乙r -~Y)1 ミゴ，? 

1J

16 

ミ三� 

て ングkj一「 �  

20 

21 ¥亡三5? 

Jでさ
 J 

。� 

第40図肥前陶磁器②� (S=1/3

一一� i2一一



第 15節 産地不明陶磁器

本節で扱う産地不明陶磁器とは、前節まで、に扱った陶磁器や沖縄産陶械に含まれないと考え られる

陶磁器を対象とした。以下、図示した 13点について概述する。 

1.第41図 1・2

底部が碁笥状をなし、口縁部がやや内轡する


皿である。図示した底部と口縁部の他に底部資


料が 4点出土している。外底面と見込みは紬薬


が此ばず露胎となる。紬色は灰緑色を呈し、焼


成は良好。素地は灰白色で堅鰍。 lは底径3.
6cm、 

RS-1 7地区第  IIb層出土。 2は口径  9.6cm、 

TU-15地区第 1b同出土。 

2.第41図 3

口縁部が外反する碗で、 1個体のみの出土で

ある。灰白色の紬柴を施すことから白磁に含め

て良いかと考えられるが、白般にみられるいず

れのタイプとも異なるためこの節で取り扱った。

外底面と見込には利薬が及ばず露胎となる。露

胎となる見込み部は赤褐色を呈する。素地は白

色で堅級。口径 12.2cm、器高 4.7cm、底径4.2cm、 

NO-31地区第 IIb府出土。 

3. 第41図 4

袋物の底部資料と与えられる。 1個体のみの

出土であ り口縁部の形態は不明。内外商に透明

紬がかかり、高台内は露胎となる。外面胴部に

は一部鉄紬が認められる。素地は淡灰白色を呈

し、黒色の粒を含む。 この素地の特徴はタイ産

の鉄絵合子にみられる特徴と同様であり、本資

料もタイ産の可能性を持つと考えられる。底径 

6.1cm、JK-13地区第 Ib層出土。 

4. 第41図 5・6

図 5は瓶の口縁部資料である。紬薬は外面か

ら頭部内面に及ぶ。紬色は光沢のある茶褐色を

呈し、天目茶碗にみられる色調に類似する。素

地は淡灰白色を量し、精選され竪鰍である。口

径3.8cm、Tu-13地区第 Ib府出土。

図6は小型の査と考えられる。外体面から頚部

内面まで紬薬を施した後、口唇部と頚部内面を拭

き取っている。紬色は茶褐色を呈する。素地は図 

5.第41図 7

小型壷の底部と考えられる資料である。残存

部に利E築は確認できない。素地は灰色を呈し、

堅鰍である。底径9.4cm、NOー 31地区第 IIb層

出土。 

6.第41図 8
 
8は裂あるいは査の胴部資料である。機儲成

形後、 IInきの手法を用いた調整を行っている。

器壁の内側は同心円状の刻みをいれた円形の当

て具を、表面には斜線を刻んだ叩き板を用い器

面を叩き締めている。内外面に茶褐色の紬薬を

施し、素地は淡褐色の間質である。 RS-l-l地区

第 IIa回出土。 

7.第41図 9
 
9は壷の胴部資料と考えられる。残存部には

施紬は確認できない。素地は暗赤褐色を呈し、

精選され竪敏である。 JK-13地区第 1b回出土。 

8. 第41図10・11
 
10・11は同一個体の蛍である。口縁部、 l底部

の形態はタイ産の壷と類似するが、褐袖ではな

く白色の紬薬がかかる。 11の底部外面には向色

の勅薬が網目状に施される。素地は灰色を呈し、

堅鰍である。口径 11.7cm、底径 13.5cm。閃 10は 

PQ-18地区第 IIab問、図 11はPQ-17地区第 E 

ab層出上。 

9.第41図12
 
12はU縁部が外反する皿である。内外面に灰

緑色の紬薬を薄く施す。京地は灰色で竪徴。中

国福建省泉州窯系の磁器である可能性が示唆さ

れる。 U径24.0cm、RS-14地区第 IIa回出上。 

10. 第41図13
 
13は鉢の口縁部資料と考えられる。柚薬は施

されず、素地は灰色を呈す。口径 31.8cm、Tじ-

5と同様の淡灰 rLI色を呈し、精選され竪鰍である。 15地区第 Ib届出|


口径6.
4cm、RS-12・13地区のみぞ内出七。 
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第16節高麗系瓦

高麗系瓦とは、浦添城跡や首里城跡を中心に出土する還元焼成炎で・焼かれた古瓦を称する。取り分

け平瓦は凸面に「突酉年高麗瓦匠造J、「大天」、「天J銘及び格子状模様の叩き目痕を有するものが特

徴とされている。丸瓦は玉縁の付く模骨巻きの二枚割り造りで、両瓦とも凹面から切り込みを入れて

)。1分割する造瓦法でなされている(註� 

名護市内においては本遺跡と隣接する屋部川河口(註� 2)、名護城からの出土が報告されている(註� 

3)。本遺跡出土の古瓦を上原静氏に見て戴いたところ、軒丸瓦 (鐙瓦)、 軒平瓦(字瓦)、丸瓦 (男瓦)、

平瓦(交瓦)、有段式平瓦、役瓦の� 6種が確認された。

1.軒丸瓦 (第 42図� 1) 

軒丸瓦は� l点のみの出上である。第� 42図� lは

大川清分類の浦添� l類に該当する(註4)。ただ

し、最近の上原静氏の研究によりAタイプとBタ

イプの二種類に細分することが可能となってい

るが、本資料は小破片のためいずれのタイプに

属するかは不明である(註� 1)。中心部と外縁を

欠落し、灰色を呈す。TU-12地区lIb層出土。� 

2.軒平瓦 (第 42図� 2--4)
軒平瓦は瓦当面が� 3点、平瓦部が� l点得られ

た。瓦当面は大川清分類の浦添、第� 3類A"'Dに

相当すると考えられる。

同図� 2は瓦当面に花弁がみられる。胎土は灰

色。� FG-22地区E層出土。

同図� 3は瓦当面と平瓦部分の取り付き部分の

資料である。瓦当面には花弁と唐草の箆がみら

れる。胎上は灰色であるが、外面は二次的に変

色しており茶褐色を呈す。� LM-13地区lIb回

出土。

同図� 4は一方の側面が丁寧に整形されている

ことから、瓦当面の端部になる資料と考え られ

る。唐辛の斐の一部が認められる。胎土は灰色。� 

PQ-17地区lIa届出土。� 

3.丸瓦 (第 43図6--8)
第43図6は丸瓦の玉縁部の資料である。凸面

には微かに羽状文が、凹面には布目が認められ

る。色調は外面が褐色で、胎土は灰色。� NO-

28地区lIb層出土。

同図� 7は玉縁部の資料である。色調は外面が

褐色、胎土は褐色。� :'¥0ー22地医lIbc1百出土。

同図� 8は丸瓦の狭端部資料である。端部は箆

削りにより薄くなり、側面には分割面が残る。

凸面には羽状文が認められる。色調は外面が褐

色、胎土は灰褐色。� PQ-18地区1IabJ百出上。� 

4. 平瓦 (第 43図9--12・第42図5)

おえも多く出土した種知がこの平瓦である。凸


面の叩き目に注目すると、 「格下模様瓦Jが45


点、 「大天Jが4点確認され、 「突酉年高麗瓦匠


造J及び 「天」の文字を持つ瓦は確認されなか


った。


同図� 9は凸面に格子模様を持つ平瓦である。

側面には分割面、凹面には布目と糸切 り擦痕が

残る。胎土は灰色。表採。

同図10は凸面に格子悦肢を持つ瓦である。凹

面には布目と糸切り擦痕が残る。胎土は褐色。� 

FG-23地区lI b町出土。

同図11は凸面に 「大天Jの文字を持つ平瓦で

ある。側面には分割面、凹面には布目と糸切り

棟痕がみられる。胎土は褐色。� PQ-31地区住穴� 

:¥0.2内及び:'¥0-31地区lIb層出上。

同図� 12は平瓦の製作過程において、粘� t板を

府i巻きした際に生じる合同(継ぎ同)部分にあ

たると考えられる資料である。胎土は褐色。� 

:'¥0-17地区lIab層出じ

第42図� 5は、ド瓦部の端部になると考えられる

資料である。端部は箆削りにより細くな り、側

面は丁寧に整形される。円面には微かに羽状文

の叩き文が認められる。胎土は灰色。� L¥I-12 

地区井戸内出土。� 

5.有段式平瓦 (第 44図13・14)
 
13は平瓦に鍔がつく形態をした有段式平瓦で

ある。凸面に羽状文がみられ、問面には布目と

糸切り擦痕が残る。胎オては灰色。� FG-15地区� 

lIb出土。
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!日!図1-lは玉縁部を欠く有段式平瓦である。凸

而には羽状文、凹面には糸切り棟痕がみられる

が、側面を盤形するに{半いなで消される。胎上

は灰色。L三1-15地区� H層構内より出土。� 

6.役瓦 (第44図15・16)
これまでの軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、有

段式平瓦のいずれにもJ，of，さない瓦を役瓦として

抜った。役瓦は� 3点検出された。

同図lるは平瓦などにみられる凸面や凹面をも

たない。両面ともほぼ平坦である。直角に隣り

合う側面は両面とも丁寧に整形されてお り、本

来の形態は不明だが角の部分になる資料と考え

られる。胎� tは灰色。PQ-27地区� llb層出上。

同図� 16はIf'Jr面を見ると、若干弧状をなす。側

面の� 1面は本来の面を残しており、丁寧に整形

されている。胎土は灰色。� :-¥0-29地区� IIb層

山仁。

第� 9表高麗系瓦集計一覧

第� 10表平瓦「大天」銘と格子模様集計

註� 

旦城跡-);(の1，'i・'"J節屋瓦15r.t第.第¥上原信主lJ

l付跡発ffil.reJ1t報告 ;!}(I)-Ji'中純以文化財1effil訓� 

1i報告JE第� 132集沖縄県殺行委良会� 1998 

U2 多利回点i学 『琉球列島の只塚分� (fiと縞年の慨念j 

'文化財要~Z・琉球政府 :I. 化財保護委L1会 1956 

註� 3 名護グスク� '名護械遺跡を視察ーー沖縄考古学会メ

ンパ一一 硫球新報� 1990年� 11'123日

註� 4 大川� i.7 ・琉球古瓦謝1i妙報ー� f沖縄文化財調� 

1i報告Jに� 197 

参考文献

錆島考占』!， 1L系瓦の製作技法}'1祭 (l1lirr:':j下地安広� 

第� 10乃沖縄考(I乍会� 1986

瓦種 部位
支将・妥� 
土府

1b層� Da層� Ilb層� Ilc層 日d層 不明 計

軒丸瓦 瓦当部

軒平瓦
瓦当部� 2 3 
間部
玉手表部� a 7 

丸瓦
筒部� ? 6 7 

3 
3 20 

筒部側面� D 

狭端部
狭端部角
広端部 ヲ� 10 10 2 24 
筒部� 6 23 1/ 119 9 8 16 258 

平瓦
筒部側面 つ� 9 10 27 
決揖部� 3 20 3 33 
広端部角� 3 D 

狭端部角� 14 
王争責部� 

11 
4 6 

有段式平瓦
筒部

筒部側田
端部

役瓦 ワ� 3 
不明 筒部� ? ワ� a 
合計� 14 35 112 20-1 10 12 30 4.17 

王ド

在銘 ・日[lき目槙

格子模陪

部 {立

筒部�  
筒部側面

表採 ・去土層� 

ーーーーーーーーーつ� 

1b府� lla周� 

7 
3 

IIb層� 

18
。� 

IIc柄� Dd府

l 

不明

1 

I 

小計

29 

13 

合計

-12 

瓦
大天

tEh3 

筒 部 �  

筒部側面
ーーー・・ーーーーー・

3 

ーーーーー

つ� 

1 

11 

1 

1 

25 

ーーーーー
1 

2 

ーーーーー� 

2 

3 

46 
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第17節沖縄産陶器

本節で扱う沖縄産向器には、無柚陶誌(アラヤチ)、施袖陶詩(ジョウヤチ)、陶質上~~ (アカムン)

に加え、瓦質土器の4種が含まれる。以下、各種ごとに項目を設け概述する。� 

A 無軸陶器

ここで扱う無袖開器とは、沖縄で一般に荒焼� (β言でアラヤチ)と称される無軸焼き締めの陶器で

ある。本遺跡では揺鉢、壷、� 11<鉢、� 11<張、火炉、瓶子、皿、碗、香炉の� 9球種が検出された。以下、

分類基準を概述し、個々の資料については第12去の観察表にまとめた。� 

1 .矯鉢

情鉢は各資料に共通して口縁部を外に折り曲

げ、水平ないしは若干内側に傾くものである。

器形により� 1"-'¥-類に分類した。� 

I額 胴部がやや膨らみを持ち、外に聞きな

がらゆるやかに立ち上がるもの。口縁下

部がくびれ、その下に凸帯が二条めぐる。

(第45図� 1"-'2) 

E類� I類に比べ胴部の膨らみが無く 、直線

的に外へ聞くもの。口紋下部がくびれ、

その下に凸街あるいは稜がめぐる。(問問� 

3"-'5) 

E額 口縁部が 「逆L字J状に水平に折れ、

口唇部に一条の回線が巡るもの。(同図� 

6・7) 

Y類 高台を持つ底部。(同図 9・10) 

2.壷� 

I額 頭部から口縁部にかけてほぼ垂直に立

ち上がり、口縁部を外に折り曲げ端部の

断面が方形状になる壷。(第46図11----13) 

H類 口縁部がわずかに外反し、端部が丸み

をもつもの。口縁部の折り曲げ方により、� 

aとbに細分した。� 

IIa 成形の際、口縁部を外側に折り曲げ肥

厚させるもの。(同図14・15) 

IIb 成形の際、口縁部を内側に折り曲げ肥

厚させるもの。(同図16)

皿煩 口縁部がわずかに外反し、端部を玉縁

状に肥厚させるもの。(同図17・18) 

IY類 円縁部が玉縁状に肥厚する大型の蛍。

一般的に阿部に耳が付くものである。(同

凶19) 

3.水鉢

いわゆる 「ミジクブサーJと称されているも

の。基本的に、 胴部上位の文様が横位の沈線と

櫛描きによる数条の波状沈線によって構成され

るが、この文様構成を全く有しないものもある。

口縁部の形態と文様の有無により� I類と� E類に

分額した。� 

I額 頭部をつくり、白紙百sを外へ折り曲げ

肥厚させるもの。胴ftfl上位に櫛揃きにる

波状沈線がめぐる。 (第 46凶23----第47図� 

25) 

E額 頭部をつくり、口紘部を外へつまみ上

げたような形態になるもの。文様は施さ

れない。(第47図26) 

4. その他器種

第47図27........31は褒で口縁部形状によって数種

ある。同図� 32・33は火炉。第� 48凶34----40は瓶

「口縁部、網部、底部で細首の瓶。

第48図41----43は皿、間関44は碗の口縁部資

料。同図� 45は香炉の口縁部資料である。

参考文献

沖縄県教育委員会� 7湧回占ゴ足跡(日� )1

沖縄県文化財調査報告』第121集� 1995 

JJ~剣山教育委員会 7壷屋古窯Ilf 1J 

那廠市文化財J\l1 :ti*lH与 ， I~第23集 1992 

佐賀県立九州陶俊文化館� r!it'純のやきもの� J 1998 
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第， ，表沖縄産無紬陶器観察一覧

帰国番号 類
口径� 

(cm) 
aii高

(cm) 
底径

(cm) 
特徴 出 ヒ地点� 

第45図� l信鉢�  I 3 4 1. 14.1 11.8 10条� l組の揺り円を間隔を喰ij施ナ ぷ地It，jM~~色で堅微 PQ-31、� 11 a 

第45図� 2信鉢�  I 26.0 12.3 8.4 8~長 1 *且の悩り Rを間隔を宅fjfl包す� Af地{主赤茶も色でI~徴 L¥1-26、� 11 b 

第45図� 3情鉢H 3 4 1. 12.9 10.2 7条� l組の指り円を間制を空(tJj包-r ，{-J地It#ii与も色でÇf~綴 ¥0-31、� 11 a 

第45図� 4 f宮室主 日� 26.2 1 51. 6.8 12粂 1 組の細かい術り刊を開制を~:t泌す ，{-J地11:"が匂色で墜微，� PQ-31、� 11 a 

第45~ ii宿主本 日� 12条� l組の細かい悩り円を問焔を空け施すが、円量生部lFIιでナデiriナ ，{-J地l士朱色� PQ-31、� 11 a 

第45図� 6 J芯鉢田� 25.8 口l 1;斥書 に沈線を� 1条主主し、借り討を口縁部i下位でナデii'Jす 綴り自の単位!ま不明 災~

第45閃� 7 f訴事fll25.0 rt!to{苦11に以;線を2条施 し、初り目を口u部門主でナデiiiすれ!;り日の単位は不明� RS-13、� 11 a 

第45図� 8 1議鉢� 9.1 7-8粂� H且の採り� nを泌す。素地{立公色を呈し、瓦質に近く脆い� RS-15、� 1 b 

第45U219t;TI鉢W 8.4 I高台を持つ底部。宿り目は lO~ll条 l 総で狙い 点地It l:k~色で照敏。 I'Qー� 16、� 11 a 

第45図10綴鉢lV 1Ei台を持つ底部。係り円は大きく粗い� Af地:t赤茶渇色で堅敬� RSー� I?、不;aJj

第46図11 蛍� I 14.1 内外由H立赤ぷ褐色s ぷ地l立赤茶褐色を与し、h1i淫され堅微である� I'Q-28、� 11 b 

第46図12 金� I 10.1 内外面{ま亦主主褐色。 ，{-J地{立必然褐色を呈し 、 十占i溢 ðh~微である !d附� a屯

第46閃13 進� I 12.6 内外面は赤茶焔色a ぷ地{ま赤務総色を豆し、 FOi渥され~~設である 111-30、� 11 a 

第46図[，1 n a~ 13.6 内外面lま黒褐色。~地は赤絡色を呈し 、 精選され堅教である lH'ミ

第46図15金Ua 9.~ 内外面lま黒褐色a 主将地は階ろか褐色を丞し、情i溢され笠教である� ¥0-30、� 11 a 

第46図16蛮� Ilb 10.6 内外而は!.!1m色‘素地は日昔亦褐色を豆し、iW選され堅敏である� RS-Ii、� 11 b 

第46図Ii 盛III 12.0 内外面は黒褐色。ぷ地は日青赤褐色を忌し、治選され町微である� I'Q-30、� n b 

第46図18 蛮m 8.0 7.8 内外面は赤偽色。素地はH昔，ffi褐色を'ilし、精選され県教である� JI¥-13、� 1 b 

第46図19 査l¥" 17.6 内外面lま茶偽色。素地は赤禍色を呈し、� fni澄され堅微でちる� I'Q-31、� U a 

第-16図20 宣E 13. i 内外面は黒褐色外而には自然1袖がかかる 災地!土亦褐色を~し、精進され~敬 PQ-2i、� 11 a 

第46図21 t.正←- 8.8 外面はH音赤尚色、内面は泉純色，/，宅地{士，hミ匂色を呈し、介選されJ:il微てーある� RS-I I、� l

第46図22 宜申E 13.8 タ 、士赤~色を塁し也!H，{-士赤褐色.Hfiil戸、函は絡み褐色、L 手再選され~微である L.IIー� II、� 11 b 

第46図23水鈴�  i 1~. 2 肩部に� 6灸� l絡の儲姶き文が巡る 内タ(d話 l土al}茶治色、 ;I-H也!土Øfr~~色をえし町教 ¥0-21、� 11 a 

第46図24水鉢�  l 12.6 M部:こ 5条� 1組の櫛描き文が巡る 内外面!土日音J書偽色、災地lまぶ匂色を乏し暖敏� "'fl 

第-17図25水鉢�  l 18.6 1可部に 5~6条 1 組の御池き文が巡るー内外面及び必地!土Sìi，-j示匂色を宝す. ¥0-21、� 11 b 

第47図26水鉢日� 17.0 外面は茶匂色、内面{ま黒褐色ーー緑地!まPfiぷ褐色を主し、司Z主致2廷である� ¥0ー� 12、� 11 b 

第47図27 受� 2 61. 内外語l立黒褐色であるが、外商には自然袖がかかる 災地!士P!i-赤褐色で1:¥1敬 D RS-38、� n a 

第47図28 望E タト体面に縄自文が貼付られる 外rio!ま時;ffiも色、内面及び災地It米色を呈す. ¥0-21、� 11 b 

第47関29 2! 20.1 タト体面に縄ロ文が日占付うれる 内外rtri及び請さ地!士ぷ念品色を呈十 ぷfz

第47悶30 き理� 38.8 口信部:こち仁線を 1灸施す。外函l立茶も色、内面及び必地{士;長色を呈する. 川� -29、� 1 b 

第-17図31 5き 内外面及び，.#地!ま朱色外体面には櫛摘さ文とその上;こボタン状のものが鮎!.t?れる� 1<~ 

第-17図32 火炉�  1 4 1. 外体面に方形の耳状のむのが付き、その ドに小孔を持つa内外面及び.，l-Jj也!土日音ぷも色� JI¥-13、� 1 b 

第-17図33 火炉� 13.6 内外面及び系一地l土灰句色を呈すが、タト段面!土朱色，� 1'0-18、� Uab 

第48図3. 瓶1 6.8 内外衝は茶匂色、素地l土日背赤褐色を旦す. LII-:n. lI"b 

第48図3i> 瓶 2.i> 内外面及び素地l土赤土品色を呈す� 111-31、� 11 a 

第-18図36 瓶� 0.0 内外面及び素地l土灰褐色を呈すが、部分的に;を色の自然五曲がかかる� ¥0-21、� n a 

第48図3i 瓶 外面l主朱色、内面及び泉地は阪総色を勺寸. RS-21、� l

第-l8図38 紙� i>.1 内外面は灰褐色、外{本商にPF曲が施される 品在地l士時，1lミ渇色� RS-13、� 11 ab 

第48図39 瓶� 6.8 百五台の付く瓶a タト而l土日音匂色、内面はf:k匂色 災地!士目立亦喝色を~す. ¥0-32、ノミ11

第48図4 瓶� 5.8 高台の付く瓶a 内外而!士以匂色、.J1地{土日青赤念品色� ¥0-1;、 日b 

第-l8図� 11 皿� 10.6 2.6 ~. 2 内外面及び表池!士J長色a 日投書l;iこは燃がH，ttする ぷ� i可

第48図42 皿� 10.2 2.5 3.i 内外面及び，{-J地は尖色� u縁部;には煤が{寸，vする� JI¥-32、� lJa 

第48肉43 皿� 10.8 内外商代目昔亦喝色。.，l-Jj也f:i!.uも色~タミ色を52す� n~~郊には燃がH1V1する RSー� 15、� 1 b 

第48図'11 碗� 13.2 内外函及びヨ緑地l士H音，ぷ匂色合'p.す� 1¥1-26、� 11 b 

第48図� 15 否炉� 9.8 内外面は{~褐色を呈し 、 ，{-J地{立時亦褐色を豆す。 ¥0-13、� 1 b 
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B 沖縄産施軸陶器

沖縄産施紬陶掠とは、器の表面に紬薬を塗布する陶器の一群をさす。沖縄では一般に上焼(ジョウ

ヤチ)と称されている。ほとんと、の資料は小破片であるが、碗類、鉢類、皿類、瓶類、蓋、灯明具な

どが得られた。� 

1.碗� (第49図� 1"'-6)

『壷屋古窯群(1)j の分類基準を参考にし、

)。1種に分類した (註3以下の� 

I類 高台脇から口縁部へかけて斜めにほぼス

トレー トに延びる器形である。紬掛けは通

常内外面ともに上半部のみを対象に施刺す

るフィーガーキと呼ばれる技法を用いてお

り、したがって器体下半部の見込みゃ高台

部は露胎となる。紬薬は灰紬を用いる。

第49図� lは透明感のある灰紬を施し、素


地は淡灰白色で堅徴。口径13.0cm、器両5.6
 
cm、底径7.0cmo RS-14、IIaJ冒出土。


同図� 2はくすんではいるがやや透明感の

ある灰紬が施される。京地は黄白色で竪徴。

口径13.9cm、器商6.1cm、底径7.0cm。表採。� 

E類 高台脇から口縁部へかけて緩やかなカーブ

を描きながら膨らみ、口縁部で微弱な外反

を示す器形である。� 1額よ りも施利i範囲が

広がり、高台脇付近までを対象とする。見

込みには鉄紬で丸文を施し、蛇の目状になる。

同図� 3は内外面で紬薬を掛け分けている。

京地は黄白色。口径12.6cm、器高6.5cm、底

径6.4cmo RS-13、IIa回出土。

同図4も図� 3と同様内外面で掛け分けがな

されている。素地は黄白色。底径6.9cm。表採。� 

E類 高台脇から口縁部へかけて緩やかな力一

ブを描きながら膨らみ、口縁部で‘外へ大き

く聞く器形である。内外面に紬薬を施すし、

外体面には呉須により文様が描かれる。

同図� 5は、口径14.6cm、表採。

同図� 6は見込み脇で袖薬が拭き取られて

いる。素地は乳白色。口径14.8cm、Tじ-

16地区第� 1b層出土。� 

2. 小碗� (第49図7・8)

同図� 7は内外面に白化粧のあと透明紬を施す。

見込みは蛇の目状に紬薬を剥ぎ取っているが、

重ね焼きの痕が残る。畳付のみ露胎となる。素

地は燈白色。底径4.0cm。表採。

同図� 8は外体面の腰部を箆で削り、六角形の

面を作り出している。内外面に白化粧を施し透

明紬を掛ける。畳付は露胎。素地は灰白色で、

他に比べ堅敏である。底径3.3cm。表採。� 

3.鉢 (第50図9・10)

同図� 9は 「ワンブーJ と称される大型の鉢で

ある。口縁部が外へ折れ曲がり鍔をつくる。外

体面には黒褐色の軸薬を、内対面には白化粧の

あと透明紬を施す。素地は黄白色。口径25.2cm。� 

JK-32地区第IIa層出土。

同図10は小振りの鉢として扱った。口縁部に

は葦を受ける部分がみられるが欠損している。

内外面に褐色の紬薬を施す。素地は燈白色。 口

径15.9cmo ~0-22地区第 IId層出土。 

4.皿 (第50図11・12)

同図11は、口縁端部に指庄を加えた稜花状の

皿である。素地は黄白色。口径は推算で11.0cm。� 

HI-31地区第IIa層出土。

同国12は大皿の底部資料と考えられる。素地

は撹白色。底径8.0cmo RS-15第� Ib周出土。� 

5.瓶 (第50図13・14)

同図13は内外面に茶黒褐色の紬薬を施し、 素


地は赤褐色をおびる。口径4.2c01o 1¥"0-22、E
 
b屑出土。


同図14は花瓶の底部と考えられる。外体面に

は茶褐色の紬薬を施す。素地は赤色をおびる。

底径4. ~O 22第IIb層出土。4cmcmo -

6.水注� (第50図15)

同図16は鯛部が膨らみ、全体的に丸みをおび

る。胴部上位には飛びカンナによる刻文を施し、

その上から茶褐色の紬薬を掛ける。素地は灰色

で堅級。� RS-14、IIa層出土。
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7.蓋 (第50図16)

同図16は外体面に黒紬を施し、内面は露胎と

なる。素地は赤色をおびる。口径9.1cmo JK-

32、第� 1a間山土。

同図17は外体面に茶褐色の紬薬を施す。素地

は黄白色。u径11.4cm。友採。

8.灯明具 (第50図18)
同図18は乗燭である。内外面に茶褐色の柚薬

を施す。素地は灰白色で堅級。� RS-14、� IIa厨

出土。
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C 陶質土器

細かい破片が145点得られた。器種は急須、火舎、鉢、蓋などである。出土集計表は第12表である。

がり部分は6mmを呈する。表採資料。

同図 4は急須口縁部の小破片で、器壁が 3 mm 

と薄い。口唇部は垂直で強く屈曲し、肩部へい

たる。内外面に聴瞳痕がみられる。胎土は細か

いが焼成はあまり良好ではない。細かい雲母が

混入され、器色は淡黄褐色を呈する。� LM-26地

区第IIa届出土。

同図� 5は急須の身に付ける把手部分であり、� 

~ 

器種 部{立� 1b Ib.lI lIa 日b 日ab 
¥'¥¥.x可二
38・39
5fifみ

友Tミ合計� 

急須
口幸京都

注ぎ口

把手� 2 a 
火舎 胸部� 3 6 
手水鉢 ロtうt

豆量� l 3 9 

不明
口持部� 

3 
2 3 

月同部� 16 7 64 2 ? 21 113 
政訴� 2 

合計�  21 11 3 3 29 115 

月
刀 

三とゴ� 
32 

V
。建言-~， 

、、

5 

。
4 

lOcm 

第51図� lは蓋の資料である。頂部から庇にか

けてゆるやかに移行する。口層部が短く� 1mm程

である。内外面とも擁轍痕が残る。胎土はやや

細かく、若干脆い。内外面ともにクリーム色を

呈し、混入物は赤色粒が含まれる。器壁は� 5mm。� 

RS-14地区第IIa層石列遺構内より出土。

同図� 2は手水鉢で、口縁は内管し、器壁は 8mm 

を測る。内外面とも離髄痕が認められる。文様

は波状沈線が巡らされるが、雑な描きである。

胴部はやや細かく焼成は良好で、細かい雲母や

赤色粒が混入される。器色は内外面とも淡褐色。

表採資料である。

同区13は底部資料であるが、器種は不明。高

台内面は削り出しによ り成形される。胎土は精

選され、焼成も堅敏である。混入物はみられな

い。器色は胎土内は淡褐色で、内外面は紬をか

けたような褐色を呈する。底面は� 5mm、立ち上

8mmの孔が穿たれる。器壁は7 ，....，6 mm で-身の部

分は� 3 mmと薄い。 外面はナデにより丁寧な調整

がなされているが、内面は凹凸がひどく雑な作

りである。胎上は精選され、焼成は良好である。

胎土に細かい雲母、赤色粒、石灰質砂粒が混入

される。内外面とも淡褐色であるが、身の部分

は褐色を呈する。部分的に煤が付着する。¥'¥y-

24地区第IIa府出土。

同図 6は注目の部分である。外面はヨコ方向

の擦痕がみられ、丁寧な調整ではない。 身内面

は擁瞳痕が残る。器色は内外面とも褐色を呈し、

注目の横の部分に煤が付着する。胎土はやや細

かく、焼成は良好。混入物に細かい雲母、石灰

質砂粒を含む。器壁は� 3"""4mmを測り 、JK-

18・19盛土表採である。

第12表 陶 質 土 器 集 計一覧� 

第51図 沖縄産陶質土器� (S=1/2)
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D 瓦質土器

瓦質土器で確認された器種は揺鉢のみである。その数は図示した2間体である。両資料とも口縁部を

内側に折り曲げ、やや内傾させる。同様の形態が湧田古窯跡から出土し、報告されている(註1)。� 

第;)2岡1は内面に7本� 1組の痛り目 を持つ。口 同図2は内面に6本1組の揺り目を持つ。� 口径

径24.8cm、器高11.7cm、底径12.6cmo PQ -29地 25.8cm、L¥I-17地区第� lla屑出土。

区第� lla屑出土。� 

註� 

註l irl1純県教育委員会 r湧回古コ足跡� (日)J 1995 
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第18節石器

石器は総数87点が得られた。種類は砥石、磨石、町き石、石皿、石弾状石器、石錘がみられる。ま

た、軽石を加工したものも見られ、出土状況は第13表のとおりである。以下、各器種別に記述する。

資料の個々の観察は第14表にまとめ、表にないものは下記に記述した。

1.砥石  
A類 大型で基本的に置いて使用したと考えら

れる資料。材質、研ぎ面の数にバリエーシ

ョンがみられるが、基本的に研ぎ面は平

滑になり、面を 1つ以上もつ。(第53図1) 

B類 小型で方形状を呈する。主に上端部に

穴を穿ち、携帯したと思われる。いわゆ

る磨万石といわれる製品と考えられる。5

点みられるが、そのうち2点は孔がみられ

ず、もう l点は他の資料に比べ若干大き

めである。(第53図2"-'5) 

C類 砥石の範囲に含まれるが、何ヶ所かに

切り込みの痕がみられる。 7点の出土で、

そのうち 3点は小孔を穿ったような痕と

なる。(第53図6・7) 

2.磨石  
A類 やや厚みのある精円形の際で、側面周

縁部、上下面の中央に敵打痕を有する。

(第54図11・12) 

B類 扇平の楕円を呈する機。側面に研磨痕

はみられない。表裏面のみに研磨面がみ

られる。(同図13) 

3.叩き石

敵打する面を主流とする。3点出土のうち割愛

した2点は研磨面がみられず、円柱状を呈し、第 

54図8のみが円形を呈する。 

4.石皿

大型で研磨面がlないし2面みられる。砥石A

と区別がつけづらいが、石皿は研ぎのための擦

痕がないことや皿の面のくぼみ状態で分類した。 

5.石弾状石器

第54図9の資料は完全な球形ではなく、断面

が若干細い。研磨による成形ではなく、 伺度か

の細かい敵打によ り作られる。タテ3.7cm、ヨコ 

3.4cm、重li133.5gを測る。 1点のみの出土のた

め性格ははっきりしない。LM-17地区第  IIb府

からの出土。 

6.石鍾

第 54図 15は雪だるま形をした石錘と思われ

る。上部にくびれ部分があり、そのくびれ部分

中央に小孔を穿つ。孔の外径は8mm、内径4酬を

測る。全面に細かいカ ットで整形された痕がみ

られるが、研磨面は正面の胴部のみである。上

下端は丸みがなく平坦に作られる。 石質は

で数条のすじがみられる。法昆は最大長-4.2cm、

最大幅3.3cm、最大厚2.9cm、重.ul49.8gを測る。

出土はNO-16地区第 lIa層である。 

7. ~見

第5-4図 10の資料は硯の破片で、陸部の縁辺が

残っている。 l点のみの出土である。石製で暗茶

褐色を24する。全面研磨が施され、滑らかに仕

上げられているが擦痕が残る。また、 墨受け部

から陸部側面にすり切ったような痕がみられる。

別のものを作ろうとした感じである。塁受け部

厚0.9cm、陸部厚1.4cm、竜量36gを測る。出土

はPQー 28地区第 IIa層である。 

8.軽石製品

第54図14は用途不明であるが、ほぽ全面に加

工痕あるいは刃痕がみられる。下部は角がなく

丸みをおびる。具志頭グスク出上の軽石製砥石

と同様の可能性あり。忌大長 7co1、 最大幅3.7cm、

厚さco1、重量28gを測る。黄褐色を呈し、出土

はRS-17地区第 IIb屑である。凶面を割愛した

もう l点の怪石製品は|塙丸の三角形を呈し、ガラ

ス質の鉱物を含んだ黒色のもので、 10の製品と

は形も材質も違う。軽石特有のザラザラ感はあ

るが、丁寧に研磨されたものである。法fEは最

大長7.9cm、最大幅5.2c01、厚さ4.1cm、重量60g

を測る。PQ-28地区第lIa層の出じ
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第� 13表石器集計一覧
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第� 14表石製品観察一覧

挿図番号 種頴 出土場所

法量(cm )

石 質 特徴最

大
長

最
大

中高

最
大

厚� 

重
量
(g) 

第� 53凶
阪� (iλ HS-13、lIb 8.i {.{ 1.3 2i9 

行，}~I:.

( ~i'df.( i) 

次災� rUI、イi側� IflIに6JflH;が絞る。よく使)11されたため
断� IIlI}彩がパチj杉となる副総は自然� IflIであるが部
分的;こ� }J物でl'jIJ.:，れた隙叫がみうれる

第� 53図
2 

阪� (iB 111-36、U a 1.6 2.0 1.5 ワワ� u j';. 
煩却.こ� {j段がらうれるが、� /i.側!土平7tt面となる。

頭却の孔!士ld~1自i両 )jかう r寧に)y-たれる外孔 
0.6c皿、内孔O.lcmを測る

第� 53凶
3 

砥(JlJ lしー� 13. b 11 5.1 2.8 60 f均IXIイ{安山口
恒冊j杉を'止し、全I自iにNUIμIffがみうれるlIJ"i;'Riにl白:� 
筏O.lc聞の� pがた小イLを)y-つ

第� 53図
4 

砥� (dJ I'Q -18、nab 10.6 6.雪� 3.1 216 f'r}~i:-
やや大きめの悦fi?川氏� (i上端がやや細くすぽま

り、小孔が~たれる内.fLO.3c皿、外孔 1 -- 1. 1 cmて'同 
面かう穿孔

第� 53図
D 

砥 (d~ I'Q-15、11a 5.& :U 1.35 30 結色� r枚{';.
!項J司;.ニイj段あり孔なし全I負iに掠1Uがみうれる� 
が、l'可側� r('II土作製時の訓惨と思われる

第53似l
6 

lilS;(IC HS-32、II d 7.1 6.9 2.5 195 I{ 
斗 Ifriとも瓜イ[として(~JIIされているが、 イ i 11lI11('Iに刃瓜� 
が5-..6~たみられ、 ド綿H士切断するための切り込み
がみ.:::>れる

第53図

i 
砥� (iC 

IL -13、Ilb 
/-1・7く内 12.i 3.; 291 11 

舷tnが~:しい製品であるが、表面に砂fFí'.;が却分的
:こえうれる炎I函'11央:こ作[.:z..:.がえられるが、低Gと� 

して{oIUIlしたのか切断するためのものたのかはっき
つしfょL、

第54図

8 
1111き(i I'Q-16、nab 6.I 5.6 3.0 19i 変事I(砧1J

卵形を日するがl続rftiはやや細い� I'.t~;かうれ(1m 

面、下訓;にる後が線顕がは符たっきりムられる� 1:ド端に厳打
却がみうれ (，主川痕ではたい

第5-1図 

11 
li:{j人� 1.¥I-3I，[Jb 10.6 8.1 6.1 IOi5 11 

J'/;lえのあるの.鹸mをs止する去哀uiiに必打による浅� 

い出みがムミコれるお� (Whili:こ3二、左側� I(IUえび七下� 
端;こ� iこの花z..tJ，認めうれる これむ浅い

第� 54図

12 
It{I，¥ 111-22、Ilb 11.1 8.5 6. 1 901 倣!II沙Y} 

表面形!主JjJ彩、 1*1古iJf~ :土パチ形を日ナる研陪!立 
~!jl 、 I品i!WIrω及び下端，'~;の中央.こmみをイfし、将
下くびれる� 1:端のイ日;;こ煤が付� .i"i-する

第54閃� 

13 
市イ� iB

I'Q一� 11、Ila
tI:火内 

10.5 0.1 2.6 199 '!i.山� Y;
間円形だが、 11好 lúH士川、I~、 J毛!袋耐にJp.; I(，Iがみられ� 

る。� l二ド端、� 1I，，j側l(liは細かい必打:こより，J.'oI'I持され、� 
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第19節煙管

煙管の雁首と吸い口を合わせ完成品が36点検出された。これらは材質により石製、瓦製(高麗系瓦

を二次加工する)、陶製、磁器製、金属製の5つに分けることができる。石製及び瓦製には、完成品の

他に製作過程と考えられるものがみられる。以下、材質別に概述する。

，.石 製

石製には大別して火皿部と羅宇接続部のみを

持つものと、これに加え組通し穴を持つものが

ある。 第55図1"-'第56図5。� 

2.瓦 製

瓦製の雁首は高麗系瓦を二次加工し製作して

いる。第56図6"-'9は製作過程を示す資料である。

同図10は完成品であり、瓦製の雁首はすべて紐

通し穴を持たないこのタイプである。� 

3.陶製

陶製の雁首は、無利陶器と荊II薬のかかる施利

陶器に分けることができる。

同図11は外面を八角形に成形した無紬陶器の

雁首である。同図12は火皿部が欠損しているが

施紬陶器の雁首である。

第15表煙管雁首観察一覧

第16表煙管吸い口観察一覧

4. 磁器製

磁器製の吸い口部と思われる資料がl点検出さ

れた。外面に藍色の紬薬を施し、素地は白色で

竪鍛である。同図13。� 

5. 金属製

金属製の煙管雁首と吸い口がそれぞれ2点検出

された。同図14は雁首、� 15は吸い口である。

参考文献

沖純県教育委員会 『占孜地駅内占墓』

沖縄県文化財調査報告書第85m 1987 

itlt純県浦添市教育委員会� rffli添峨跡発姻調査報告.!}J

浦添市文化財調査報告ml19m 1985 

点栄平jJJss r煙草をめぐる琉球社会史J r新しい琉球史伶』

琉球弧波，1]'3 t容樹干上� 1996 

挿図番号 材質 全長(cm) 火皿
内径(cm)

羅宇接続
内径(cm)現重量(g) 備考 出土地点� 

第;);)図� l 石製� 2.55 1. 18.0 火皿内{三盛n'付着する� ¥0 -21、日a府� 
第55図� 2 、、� 3.0 1.

5 
5 
8 
2 
6 

0.9 17.0 、. PQ-15、ll a層� 
第55図� 3 ‘P 3.9 1. l.0 50.0 ‘‘ PQ-31、II a病� 
第55図� 4 3.0 l. 0.7 25.0 省幹 L¥1-2i、ll ab病� 
第56図� 5 、� 3.9 l. 0.9 14.0 、 PQ-H、[laJ荷� 
第56図� 6 瓦製�  5.1 51.0 

0第56凶� 7 ず� 5.0 31.
第56図� 8 ー， 4.9 29.0 
第五6図� 9 、、� 2.9 15.0 
第56図� 10 .' 3.4 l.8 

8 
0.9 19.0 JK-18，ll b屑� 

第56図� 11無軸陶器� 3.5 1. l.0 10.0 PQ-14、ll ab府� | 

第56図12施紬陶器 ー� 1.05 5.0 HJ-30、II a屑� 
第56図� 14 金属製� 4.3 1.25 0.9 8.0 ¥0-31、II b屑� |

| 

吸い口� (cm) 備考 出土地点� 

X0-31、IIa屑� 
0.15 PQ-31、日a府
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第17表煙管集計一覧

石製 瓦製 陶製 磁器製

青銅製，フ±亡・ 尺E九4今 ロロロ 未完成品
合成ロ
フ亡 ロロ 未完成品 無紬陶器 施紬陶器 施紬磁器

紐穴なし 紐穴あり

雁首 雁首 雁首 雁首 雁首 雁首 雁首 吸い口 雁首 吸い口� 

6 12 7 11 9 3 2 2 

26 20 4 4 

@ 


四回口

。

@
団2 口
0
 

o 

一切
a
~ 

4 

。� 10cm 

-l2J
 

円
切
  

2

@
目
。


閉ゆ

第55図 煙管①� (S=1/2)
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第� 56図煙 管②� (S=1/2) 
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第20節玉類�  

1. 勾玉

第57図lは勾玉の破片である。深緑色の石製品で、材質はチャート。全面光沢がでる程良く磨かれ

ている。 孔は一方から穿たれており、孔のまわりに製作した時の稜がみられる。残存部の法誌は長さ� 

2.2cm、幅1.3cm、j平さ1cm。重量5g、孔の表3----3.5mm、裏2mmを測る。RS-24地区第IIabJ曹の出土で

ある。� 

2. ガラス小玉

第57図2はガラス小玉。半透明であまり丁寧なっくりではない。裏面にカ ットした時のガラスの溜

まりが若干みられる。裏面には弱い稜がみられる。法量はl.1X l.05cm、厚さ5----6mm、孔径は3----4mm

層である。IIbd地区第O-21出土は::---J。。以下のため計測不可能19をはかる。重量は� 

第21節 金属製品

金属製品として替、刃子、釘などが検出されたが、時間的制約により分類、集計を行うにまでに至

っていない。 そのため以下の6点を図示した。

〔う

，、�  ⑪ 

@ 2 


g-⑥一⑥-傷@�  。_11_


~ 
-11- 11
 o -111
司� 

5FZ 

一一一ーーー一一一� 4 


o -11-

。
3 lOcm 

5 


~- E:m玄E'¥. 

-

1(
 -

~玄ヨ 

-1 

6 7 


匂一� 
~ 


8 

第57図 玉類・金属製品� (S=1/2)
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第57図3は、青銅製の弊で長さ� 13.4cm、幅1.35cm、厚さO.2cmを計る。RS-14第E厨の出土であ

る。

第57図4・5は、青銅製の替で前者は長さ7.4cm、後者は長さ12.3cmを計る。前者はカブの部分が

欠損する。� NO-28第E屈の出土である。後者は匙状を呈する。JK-19地区第� 1bIIa撹乱層の出上

である。

第57図6は、鉄製の万子で基部を欠損する刃部のみの資料と考えられる。残存長8.4cmを計る。:'¥0 

-28第IIa層の出土である。

第57図7・8は、鉄釘で前者は長さ8.2cm、後者は長さ9.1cmを計る。いわゆる皆折釘で断面方形

約O.8cmの太さの資料である。前者はLMー� 26地区第� IIa屈の山土である。後者は、� JKー� 16第� 1. n 
壁面清掃事の出よである。

第22節 銭貨

破片を含め27点が検出された。その内16点を図示し、下記の第18表にまとめた。

なお、銭貨名について 「口Jは欠損部を、rOJは摩耗が著しく文字が判読できないことを示している。

第18表銭貨観察一覧

挿図番号 銭貨名 裏面 初鋳造年 備考
直径
(cm) 

重量
(g) 出土地点� 

第58図1 皇宋通賓� 1038年(北宋) 真書体� 2.5 4.0 L¥I1-26、第IIb層� 
皇宋通費� 1038年(北宋) 家書体� 2.4 3.0 :¥0-13、第E層� 
嘉O通費� 1056年(北宋) 築書体。「祐jが摩滅。� 2.4 3.0 :¥0-29、第E層� 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

冗豊通費� 
崇寧通賓� 
端平通賓� 
洪武通費� 

1078年(北宋)

1103年(北宋)
1234年(南宋)
1368年(明)

行書体� 
当十銭� 
当ー銭� 
小平銭。「通」が摩滅。� 

2.5 
3.5 
3.6 
2.4 

2.0 
8.0 
13.0 
3.0 

Hト22、第E層� 
H卜15、第E層� 
RS-13、柱穴NO，� 
:¥0-29、第E層� 

永口口賓� 1408年?(明) 「楽J、I通jが欠損� 2.4 0.5 RS-17、柱穴:¥0 
寛永通賓 文� 1668年-----(江戸)� 2.6 0.5 :¥0-29、第E層� 

10 天000 摩滅が著しく、詳細不明� 2.4 2.0 :¥0-21、室E層� 
11 無文銭� 2.4 1.0 :¥0-21、第E層� 
12 、、� 2.3 0.5 :¥0-22、第E層� 
13 、. 

、、� 
2.1 1.0 PQ-14、第H層� 

14 2.0 3.0 :¥0-21、第E層� 

15 、、� 2.0 1.0 DE-31、室I層� 

16 
図示省略

、、� 
、、� 

4 
9 
7 

1.

1.

0.5 
省略� 

DE-31、第� I層
Tじー35、第E層

、、 、、� 1. 、� :¥0-21、第E層
、、 、、� 2.0 、. 

、
L¥ト37、室E層

、、� •、、 2.1 切.� :¥0-17、第E層
、、 、町.� 1.8 、、� DE-31、第� I層
、、 、・� 

、、� 
.12 、、� DE-31、第� I層

巴、• l.9 、� 
• 
‘ DE-31、室� I層

、、 、、� 2.3 ・、 :¥0-21、第H層
、、 、� 1. ‘ . H卜37、第E層
、、 、� 1.

9 
9 
9 

、、� RS-32、_2u!層
、、 、‘ 1. 、、� RS-33、第IIb層
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第23節木片  

LM-12・13地区井戸内の背灰色混砂磯層より、バーキ(編み物製品)以外にもアダンの実や木の

皮、木片が得られた。その中で 8点の資料に加工痕のみられるものがあった。これらは木製品あるいは

農具などを作製した時に取り払われた枝類と削りと られた切りかすと思われる。

第59図1は枝の上 F部に何度も刃をあててい

る。胴部分も皮がはがされており、小枝の部分

もカ ットされる。 しかし、部分的に皮が残る。 

下部より上部が丁寧に切りとられているようで

ある。最大長 7.1cm、幅3.3cm、厚さ 3.4cmを測る。

母

同図2・3は木から削り取られたものと忠われ

る。図 2は上下共に伺度かにわたって削られる。

3は下部に削った痕と縦方向に切断した痕がみら

れる。上部は刃物を使用せず、力まかせに折つ

たようである。法量は 2が最大長 5.9cm、幅 3.1crn、

lcm。図 3は最大長 4.7cm、幅 5.3clII、厚さ 06."'" 

1.2cmを測る。

物1 

。
 lOcm 

5
/ZZ7Z)7Zグ 3
4 


第59図木片  (S=1/2) 
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第4章 まとめ

宇茂佐古島遺跡は屋部や宇茂佐の故地として伝えられ、肯くから遺跡の存在が知られている。本発

掘調査の直接の契機は、名護市宇1安佐第二土地区画整理組合設立準備委員会から区画盤理事業に伴う

文化財有無照会がなされた昭和62年(1987)にさかのぼる。その後平成� 2""'3年(1990""'91)に当

該地域の範囲確認調査(名護市教育委員会1992)を実施し、遺跡範囲において開発を免れない当該範

囲の緊急発掘調査を実施したのが本報告書に紹介してきた報告である。

緊急発掘調査は、F成� 7""'9年(1995.......97)に、字茂佐第二上地区画整理事業に伴う実施されたもの

で、前市までに明らかにしたように高倉の柱穴と思われるピットや、畑跡と思われる小穴群が確認さ

れるとともに、泣物では15.......17世紀の陶磁誌を主に、屋部や宇茂佐のムラ移動を傍証する遺物が出土

している。以下、前J!iまでの内容をまとめ総括にかえたい。

遺跡、の堆積層は大別して� 1a、� 1b、� IIa、IIb、皿聞に分けられる。� E屑は造物が含まれない地

山層で、� E層が主な追跡の造物包合陪である。中でも� IIb陪からは多くの造物が回収されている。

遺構は、井戸跡、小ヒ メト列群、建物跡、僕敷などが検出されている。中でも畑の迫構である可能

性が推量された小ヒ ット列群は、畑の耕作痕と思われる浅いピットが、調査区で列状に並んでE層地

山面で検出されたものである。持Itを分析した結果、ウスクサ属(ススキ属を含む)植物珪酸休が優

占し、殺培種のイネ属が随伴して検出されている。今回調査i亙で確認できたピットは約660基を数え

ており必ずしも全てのヒットに対して精度の高い調査を実施することはできなかったものの、畑の検

出例として面的に把握することができたことは本調査の大きな成果の一つである。

遺物としては、� 14""'17世紀頃に宅産された陶磁器類を主体に、銭、石器、高鹿瓦や煙管など多彩な

造物が出土している。陶磁器は、中国産の占・磁、白磁、染付が出土。タイ、ベトナムから招来された

と考えられる陶磁器も少量ながら出土している。肥前陶磁器や備前焼などは16世紀後半以降の生産年

代であることから総じて16世紀以降17・18世紀頃までの焼物が出土している。

特唱すべき造物として、高麗系瓦と呼称される造物が多出したことがあげられる。本遺跡の近傍を

流れる陸部川河rJで高麗系瓦が採集されることは研究者の間ではたびたび注目されてきた。これまで

の県内の高麗系瓦の生産年代は14世紀後半'""15世紀前半頃と考えられているが、その正確な生産年代

や生産地については明らかになっていない。当該遺跡から高麗系瓦が出土する理由は本調査でも明ら

かにするには至らなかったが、瓦製作地や流通ルートの解明などの観点から注目されている。その一

助として本遺跡出上資料及び勝連城跡、首虫城跡、銘苅原遺跡跡などの県内各泣跡出上の類似する瓦

の胎よ分析を行なった。この、結果多く の資料にチャートを含む資料が認められている。チャートは

沖縄本島では本部半島に主に分布範囲が限られている。主な瓦の出土地が本島中南部にあることを考

えれば、地質学的背景あるいは当該背景を持つ砂あるいは粘ヒを使っている可能性があ り、字J支佐古

島遺跡の立地を与えると消費地と材料の一部資源の分布範囲との空間的関係が関連性のあるものに思

えてくる。

この他にも、� 1白ijJlU系瓦や石等を加工して製作した煙管の雌首が出土しており、� 17世紀頃の喫煙の風
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習を探る上で質重な資料を提供している。また銭や石器なども当該遺跡における生業や経済行為等を

探る上で注目される遺物であり、今後の研究の深化が期待される。この他にも年代を確定的位置づけ

ることは難しいが、 Jm工痕をもった木片やパーキ(編み物製品)などが出土してお り、本遺跡を理解

する上で貫重な資料を提供してくれている。

参考文献

名護市教育委口会『字茂佐古烏遺跡、』名護市文化財郡j公報告-10 1992年
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第� 1節 宇茂佐古島遺跡出土の晴乳類の歯について

琉球大学農学部亜熱帯動物学教室

川島由次 ・小倉岡IJ.仲本政貴

本遺跡における哨乳動物の種類は、ウシ ・リュウキュウイノシシ(以下イノシシと略記) ・ウマ ・

ヤギ ・イヌそして小型歯クジラ(イルカ)の計� 6種であった。今回は歯に重点をおいて、動物種の同定

と個体数の推定について検討した結果を報告する。「表Jに動物種と検出した歯の種類と歯数を示した。

ウシの出土総数は213本で、� 6種の動物のうちでもっとも多く、大多数が臼歯であった。ウシにおい

ては上 ・下顎ともに前 ・後臼歯が各々6本づづ存在する(成牛の場合)。下顎の後臼歯が62本検出され

たので、個体数は� 11頭と推定した。雌雄の区別は長骨などを精査してから判断したい。出土した歯は、

すべて成熱したウシのものであり、幼牛はふくまれていなかった。

イノシシの出土総歯数は� 61本で、ウシに次いで多かった。イノシシにおいて 「犬歯」に注目した理

由は、雄で犬歯(キパ)が巨大に発達して 「性的二型� Jが明確だからである。表に示したように、犬

歯9本のうち雄のそれは� l本のみで、他は雌の犬歯で幼獣のものも含まれていた。イノシシの犬歯は、

上 ・下顎は2本づっ計4本出現するので、イノシシの個体数は雄成獣と雌成獣そして幼獣の計3個体と

推定した。

ウマにおける総歯数は、雌で36本 ・雌で� 40本(犬歯が4本出現)である。表にあるウマの出土総歯

数の� 27本は、ウマ� l個体分に相当した。犬歯が検出されなかったので、本個体は雌と思われた。その

他の動物と しては、ヤギ ・イヌが各l個体含まれていた。

今回の調査において、家畜の歯とは考えられない2......_3cmの円錐型の歯が31本区別された。比較解剖

学的には 「同歯型歯J(ホモドント)といわれ、多くのケースで円錐型を呈するのである。ハ虫類(ワ

ニなど) の歯はこのタイプであり、大型の� H甫乳類では歯クジラの仲間がこの型の歯を有している。イ

ルカ類は総歯数が一定せず、オキゴンドウで� 16'"'-22本、ハンドウイルカでは� 36'"'-52本である。出土

した円錐型の歯は小型で・あったので、小型イルカの1種と思われ、� l個体分とするのが妥当と思われた。

本遺跡の年代的なレベルから、本報告でイノシシと記載した種は、家畜化されたブタの可能性があ

るのでは ・・・ という推論について論考してみたい。野生のイノシシが幼獣の時からヒトによって飼

育された時、頭蓋 ・商そして骨格などに大きな形態学的変化の出現することが確認されており、その

おもな点は下記の如くである。� 

① 頭蓋の前後方向の短縮� 

② 頭蓋の最大幅と最大高の増大� 

③ 犬歯(雄)の縮小(小型化) 

④ 隙間なく臼歯が生えそろい、とくに第三後臼歯の発達を抑制 (小型化)� 

⑤ 前 ・後肢における鍛密骨と海綿骨の強度低下ならびに

組織学的変化(顕微鏡による検査を必要とする) 表 出土した歯の数と動物種� 

⑥ 出産回数の増加

今回は歯を中心とした調査であり、歯の例数が少ない点を

考慮しなければならないが、今回の出土した標本に関しては� 

① 雄の犬歯のサイズを現生イノシシの標本と比較しても

縮小の傾向は認められない。� 

② 第三後臼歯のサイズにおいても現生標本と差異がない。

以上の2点より、本遺跡のイノシシが飼育されていた可能

性はなかったと判断された。

切j 歯� 

ウ イ ウ ヤ
ノ
、J

ヌ(カ?)二〆 ン マ ギ

25 6 。� 3 

犬歯 ー� . 9・一� -1 1 

i泊臼歯� 37 10 。l 
よ顎�  31 

|後臼歯-18 12 12 3 

前日(fi"-11 17 4 2 
下顎�  

4 

J十� 213 61 27 I10 4 

|後臼歯� 62 7 l 

31 
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第� 2節 宇茂佐古島遺跡の自然科学分析報告

パリノ ・サーヴ、エイ株式会社

はじめに

宇茂佐古島遺跡(屋部地区宇茂佐古島原 ・西兼久原所在)は東屋部川の東岸に位置し、丘陵に挟ま

れる2つの支谷内に本遺跡は分布する。 これまでの発掘調査によりグスク時代後期~近世にわたる追

構 ・遺物が確認されている(名護市教育委員会，� 1982，1992)。

今回の発掘調査では、� 10世紀---17世紀前半の遺構 ・遺物が確認されているが、特にグスク時代(14

世紀代)のピット状造構が面的に数多く検出された。この遺構は東西方向に規則的に並んで検出され、

発掘調査所見から畑跡の植栽痕ではないかと推定されている。

また、ピット状遺構よ り後代に構築された井戸も検出されており、底部には植物遺体を含む埋積物が

認められた。この中には、当時の植生や栽培植物に関する情報を反映する微化石や種実遺体の包含が

期待された。

今回の自然科学分析調査では、基本土層の堆積環境や遺構覆土の埋秘過程、井戸の水質や埋積過程

に関する情報を得るために珪藻分析を行い、本遺跡周辺の古植生変遷や栽培植物に関する情報を得る

ために花粉分析・植物珪酸体分析・種実遺体同定を行う。とくに植物珪酸体分析ではピット状遺構で

のイネ ・キビ類 ・ムギ類などの栽培植物、種実遺体同定では井戸埋積物内について栽培植物の情報の

有無を調べる。また、ピット内の肥沃度に関する情報を得るために、リン酸含量 ・腐植含量 ・陽イオ

ン交換容量� (CE C)を土壌理化学分析により測定する。また、沖縄県内各地で検出される大和系瓦

および高麗系瓦の産地を検討するために胎土薄片観察を実施する。

1.基本層序と試料

(1)基本居序

本遺跡の基本居序は、大きく� I層---ill層に分開され、さらに� I庖が腐植土(1 a庖)と耕作土� 

(1b層)、� E層が造物の包含状態により� a.b .c.d層に細分されている。また、IIb屑について

は岩質 ・色調 ・混入物などから、さらに細かく分層することが可能であった。� 

I層 :褐色シルト。かつては耕作土であり、 キビ栽培が行われた。� 

IIb眉 :暗褐色砂混じり シルト。17世紀前半の遺物が上部に包含される。� 

II b-2・1屑:白灰色シルト。わずかに砂が混じる。� 

II b -2-2層 :暗褐灰色シルト。� 

II b-3-1層� :灰色粘土質シルト。おそらくピット状遺構内に入り込んだ土壌と考えられる。� 

II b -3-2層� :灰色シルト質粘土。� 

E層� :黄灰色シルト質粘土(地山)。ピット状遺構の確認面である。

一方、ピット状遺構はE円上面が確認面であり、おそらく� IIb -3-2問より掘り込まれ、覆土がIIb-

3-1府に相当するとみられる。また、内部に集石や焼土が認められるものもいくつかある。� 

(2)試料

土嬢分析調査の対象は、畑構築面 ・ピット状遺構 ・井戸の各埋積物、遺構埋積物の対照試料とした
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)。1基本上屑であり、この中から分析試料を選択した(表� 

基本土問では、� I陪"'ill層より誠料を採取し、E府とE聞を中心として分析試料を選択した。ピッ

ト状遺構では� 5基の遺構埋聞物、畑構築商では試料採取地点� 3ヶ所(1'"3 )を設定し、それぞれ遺

構構築面の友面を部く削るように採取した。 これらの試料から、植物珪酸体分析と上壌理化学分析を

中心として珪部分析や花粉分析も含めて分析試料を選択した。また、� JK15Gridでは� 2本の溝が重複す

る土問断面が作成され、遺構埋積物と地山から試料を採取し、堆積環境に関する情報を得るために珪

部分析を行う ことにする。さらに、距離的に離れたピット列から7列を選択し、各列のピット状遺構か

らl基を選んでその磁土も採取した。これらは植物珪酸体分析の対象とする。

井戸は砂際閉まで掘り込んで構築され、断面は円錐形を呈し、壁と底を石組みで補強している。井戸

の底部には有機物に富んだ細粒の埋積物、中 ・下部には砂を主体とした埋拙物、上部には流れ込みとみ

られる埋積物が認められる。試料は、地山の砂傑層、遺構埋積物の底部から中部にかけて各府から層位

試料で採取した。この中から、珪泌分析 ・花粉分析 ・植物珪酸体 ・種実泣体同定の分析試料を選択した。

一万、� j治ヒ的片観察を行う試料は、沖縄県内から出� kした高麗系あるいは大和系とみられている占

瓦-15，'長である。また、 この対照試料として名護市為文から産する粘上が� l点採取された。 これら試料

の詳細は結果とともに表10に示す。

以上、各分析項円と点数は珪i議分析18点、花粉分析12点、植物珪酸体分析2-1点、土壌理化学分析 7


点、額実j立体同定� 2i試料(上壌試料水洗選別)、胎土薄片観察試料45点である。


表� 1 土壌分析試料の一覧� 

At十f， 分I1f!HU 4r7J• 
[) 1'0 上 種� 

1 ~1 
jム� U b~1 • • •.1五 日b :::-I~oí • • •11b-2-2M • • •肘 11b 3- 1 ~'í • • • • 11b-3-2~'Í • • • m ~1 • • •¥OliGl'idヒ� ~bil: tlvll ¥0. 1 • • 向上 H1t り t~取 

¥0. ~ • • ~ 1: ド肘よりお~Jt~ 
\Olï(，rid~ ，附;心情2 ¥0. 1 向上 r.k'I上 e ぷJt:l 

¥0. 2 • • ~I: ド附主，，j~取 
!:: I 'Q二 I Grid~ jbl'l桃縦 1: • • • •RSJj(jridこ� ~J~ ，.1偽河上 • • • • ト、

』 オki蛍偽向上 • •~J~ 畑li'V実rfij • •i立� ? •?品 3 •JKIi)Grid ¥0. 1 • T此沢iI:� 
¥0. 2 • t梓Jil!f荷物かがか� F明� 
¥0. 3 • I~ro 1: 
¥0. I • 地1111:・ね取� 

111地1)(1-1地点市 11~oí ヒ y 卜 ýlF特6タl •川� I世!1)(161也点箔 11.~'1ヒ y ト 91)完ï2191) •JK地[く1-1地点:n11~1 ヒァト列箔13手1) •.)K地Iベ1i地点1i1l肘ピットヂ1)1i29ヂ11 •l潟地['{11地点1i11~'1ピットタ1) 1í 10ヂ1) •RSl也[く11地Y1715日射ピット列市� 1591) •RS地Iく I Jt也~;.1í 11~vi ヒットタ11 1í51 チ1) •¥0.;) • • • .Ji機物含む� 
Iηi • • •.JF JiIWl幼� ¥0. " • {i険物多く含む� 

1" ¥0. 9 • • • • {f険物多く含む� 
¥0.10 • jj:j;持!lt)j l:り民取 

¥0.11 • 地Ul tりt;;;jfl
分析点1/(. ISI 1::' 2 

Tr.分"-;':::IW上海.P1:J::物佐官全体分tfj-.0:nl(1'均分析.oP: 11::1必分断fJ;・0
傾阿iJ.:;j立体同定� 

: : ::Rtz-i;e;草Jî-媛祭U)分l1f結JI~ -rlを参照
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2.分析方法

(1)珪藻分析

混重� 9g前後の試料について、過酸化水素/Jく・塩酸処理、自然沈降法の順に物理化学処理を施して、


珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下して乾燥させる。乾 


燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸� 600


倍あるいは1000倍で行い、メカニカルステージで、任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存


するものを対象に同定 ・計数する。種の同定はK.� Krammer (1992)、K.Krammerand Lange-

Bertal b)などを用いる。
ot (1986・1988・1991a，� 

同定結果は、海水生種、海水~汽水生種、淡水生種順に並べ、その中の各種類はアルフ ァベット順

に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種についてはさらに細かく生態区分し、塩分 ・水素イオン濃度� 

(pH) ・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。堆積環

境の解析にあたり、水生珪藻が安藤(1990)、陸生珪採が伊藤 ・堀内(1� 991)、汚i濁罰耐性が� 

Asa，く&剖iK.

(2
幻)花粉分析

湿重約10gの試料について、塩酸処理、水酸化カリウム処理、飾別� (250μm)、重波分離(臭化亜

鉛，比重2. ?脱硫酸=9 : 1)の順に物理 ・化3)、フッ化水素酸処理、アセトリシス処理(無水酢酸� :

学的な処理を施して花粉・胞子化石を分離 ・濃集する。処理後の残漉をグリセリンで封入してプレパ

ラートを作製した後、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査しながら、出現する全ての種類につい

て同定 ・計数を行う。

結果は同定 ・計数結果の一覧表として示す。また、検出個数の多い試料については花粉化石群集の

分布図として表示する。図中の各種類、の出現率は、総花粉 ・胞子数より不明花粉を除いた数をそれぞ

れ基数とした百分率で算出する。なお、図表中で複数の種類をハイフォン(ー)で結んだものは、種類問

の区別が困難なものである。� 

(3)植物珪酸体分析

湿重10g前後の試料について、過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理� (70¥lV. 250KHz. 1分間)、

沈定法、重液分離法(ポリタングステン酸ナトリウム.比重� 2.5)の順に物理 ・化学処理を行い、植物

珪酸体を分離 ・濃集する。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下 ・乾燥させる。乾

燥後、プリュウラックスで封入して永久プレパラートを作製する。� 400倍の光学顕微鏡下で全面を走

査し、その間に出現する短細胞珪酸体および機動細胞珪酸体を、近藤 ・佐瀬(1986)の分類に基づい

て同定 ・計数する。

結果は、検出された種類と個数の一覧表で示す。また、検出回数の多い試料については植物珪酸体

群集の分布図で示す。各種類の出現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の各珪酸体毎に、それぞれ

の総数を基数とする百分率で求める。� 

(4)土壌理化学分析

風乾細土試料または微粉砕試料(風乾細土試料の一部を微粉砕し、� 0.5mm簡を全通させた試料)に

ついて、腐植(有機炭素)含量はアリソン重量法、陽イオン交換容量� (CE C)はショーレンベルガ

一法、 全リン酸は硝酸 ・過塩素酸分解ーバナドモリブデン酸法によりそれぞれ測定した(土壌標準分

析 ・測定法委員会編. 1986:京大農化教室編，� 1957)。以下に分析項目毎の操作工程を示す。

く腐植含量(アリソン重量法)>
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微粉砕試料約200mgをナス型フラスコに精秤し、硫酸第一鉄溶液約� 1mlを添加して、� 1分間煮沸す

る。冷却後、重ク ロム酸カリウム約� 19を添加し、炭素測定装置に装着する。硫酸 ・リン酸混液� 25ml

を添加し、� 10分間加熱する。加熱終了後、� 10分間パプリングした後、� C02吸収管の重量を測定する。

その測定値と加熱減量法で求めた試料中の水分から乾土あたりの炭素量� (C%)を求める。

く陽イオン交換容量� (CE C) > 
風乾細土試料5.00gを浸透管に秤りとる。これを� CEC測定用の土壌浸出装置に装着し、� 11'¥酢酸


アンモニウム溶液� (pH7.0)100mlを加え、� 4"'20時間で置換洗浄する。置換洗浄させた試料に� 80%


工タノール� (pH7.0)50mlを加え、余剰な酢酸アンモニウム液を-1'" 20時間で洗浄する。洗浄した試


料に10%塩化カリウム� (pH7.0)を加え、� 4--20時間で再び置換洗浄する。置換洗浄された液すべて


を200mlメスフラスコに入れ、*で-定容する。定容液の� 40mlを100ml三角フラスコに正確に採取し、


ホルモール法によってアンモニア態窒素を定量する。この定量値から、試料の� CE C (me/乾土� 100
 

g)を求める� (me:mg当量)。

く全リン酸含量>

風乾細土試料1.00gを200mlケルダールフラスコに秤りとる。はじめに硝酸� 5mlを加えて加熱分解

し、放冷後に過塩素酸� 10mlを加えて再び加熱分解を行う。分解液を水で� 100mlに定容した直後に、ろ

過する。ろ液一定量を試験管に採り 、リン酸発色液を加えて分光光度計でリン酸濃度を定量する。こ

の定位値から、試料中の全リン酸-li];(P20 5mg/ g)を求める。� 

( 5 )種実遺体同定

試料約300ccについて、数%の水酸化ナトリウム水溶液に浸して泥化させる。� 0.5mmの舗を通して

残誼を集め、双眼実体顕微鏡で観察して種実遺体を抽出・ 同定する。� 

(6)胎土薄片観察

土器類の胎土分析には、蛍光X線分析や放射化分析のような分析機穏を用いてその元素組成を分析

する方法や偏光顕微鏡を用いて鉱物組成を分析する方法など様々な方法がある。対象とする土器の質� 

(たとえば焼成温度や砂の含量など)により分析万法の選択が制限されることもあるが、いずれの分析

でも多くのデータを集めて相互比較し考察するという方法がとられる。当社ではこれまでに、胎土中

の砂分の重鉱物組成を胎土の特徴として捉える方法(胎土重鉱物分析)および胎土薄片を製作し薄片

下において鉱物片や岩石片の種類や構成を中心に観察を行う方法(胎土薄片観察)などで土器の胎土

分析を行ってきた。 これらの方法は胎土中の地質学的情報を捉えることができるため、土器の産地に

関する情報が得やすいといえる。今同の分析の対象となる瓦については胎土部片観察を行う ことに し

た。薄片は、試料の一部を切断して、正確に� 0.03mrηの厚さ に研磨して作製する。この薄片を対象と

して偏光顕微鏡下にて鉱物片や岩石片の種類および憐成を中心に観察を行う。
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3. 古環境および植栽痕の分析

(1)結果� 

a.珪藻化石

結果を表2に示す。基本土層では、各層とも陸上のコケや土壌表層など多少の湿り気を保持した好

気的環境に耐性のある陸生珪藻が少ないながらも産出する。この中には、耐乾性の強い陸生珪藻A群

のHantzschiaamphioxys、Naviculamutica、N conLentaなどが検出される。� 

PQ24Gridピット状遺構、� RS13Gridピット状遺構、� N017Gridピット状遺構2の各遺構覆土は、無

化石に近い状態である。� 

JK15Grid溝の試料番号� 1"'-'4でも、� Naviculamutica、N.contenlaなどの陸生珪藻A群が検出さ

れ、この他に水域にも陸域にも生育する陸生珪藻B群のEunotiapraeruptaγar.biclensが産出する。� 

b.花粉化石

結果を表 3に示す。各試料からは、木本花粉のマツ属 ・コナラ属コナラ亜席 ・コナラ属アカガシ亜

属、草本花粉のカヤツリグサ科・ヨモギ属・他のキク亜科、シダ類胞子の� 7種類が検出される程度で

あるが、シダ類胞子が比較的多く検出される。また、わずかに検出される花粉化石は保存状態が悪く、

外膜が溶けて薄くなっていたり、壊れている。� 

c.植物珪酸体

結果を表4・図� 1に示す。植物珪酸体は各試料から検出され、概して保存状態は良好である。

基本土居のE層"'-'nb-2-2層では、栽培植物のイネ属、タケ亜科、 ウシクサ族が検出され、その中

ではウシクサ族の産出が目立つ。� II b-2-1.II b層では、イネ属とウシクサ族が優占する組成であり、

タケ亜科、キビ族なども認められる。イネ属の中には、稲籾に形成されるイネ属穎珪酸体も認められ

る。また、検出されたキビ族は形態から栽培種か否かの判別がつかない。� 

N017Gridピット状遺構� 1のうち、試料番号� 2では基本土居IIb-3-1層と同様にウシクサ族の産出

が目立ち、イネ属、タケ亜科、ヨシ属などが認められる。試料番号� lでは基本土層� IIb-2・1・llb陪と

同様に、イネ属とウシクサ族が優占する組成であ り、タケ亜科、キビ放なども認められる。また、イ

ネ属穎珪酸体も多産する。� 

PQ24Griclピット状遺構は、イネ属とウシクサ族が優占する組成であり、イネ属穎珪酸体も多産する。

また、タケ亜科、キビ族なども認められる。� 

RS13Griclピッ ト状遺構と基本土居採取地点付近のピッ ト状追稿、畑構築面の� 3試料はほぼ同様な産

状を示し、ウシクサ族の産出が目立ち、イネ属、タケ亜科、ヨ シ属などが認められる。� 

cl. 土壌の理化学性

結果を表� 5に示す。各試料ともに粘土含量が高く、土性は1騒埴土� (LiC)----重埴土 (HC) である。

対照試料の基本土居� IIb・3-1層は腐植含量1.65%、 リン酸含位1.52mg/g、陽イオン交換容量� 

16.2me/100gで、ある。

各ピット状遺構覆土と畑構築面の腐植含量は対照試料と比較して、RS13Griclピット状遺構覆上で� 

0.93%と若干低く、他の試料で1. 42----1.81%の範囲内にあり、顕著な差が認められない。

リン酸含量は、N017Griclピット状遺構� 1覆土No.1・2で3.00"'-'3.18mg/gと顕著に高い値を示すが、

それ以外が1.02"'-'1.28mg/gと対照試料よ りも低い傾向にある。

また、|場イオン交換容量� (CE C)は、RS13Gridピット状遺構覆土で8.7me/lOOgと低い値である

が、その他の試料が12.1"'-'16.5me/100gの範囲内である。
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(2)考察

畑痕の植栽痕と考えられるピット状遺構について、調査結果を総合的に捉え検討する。基本土居で

わずかながら検出される珪藻化石は陸生珪藻に限られる傾向があることから、調査地点の周辺は比較

的乾いた環境であったと推定される。また、� 14世紀代の値栽痕と推定されているピット状遺構埋積

物 ・溝埋積物中にわずかに含まれる珪藻化石も陸生珪藻に限られる傾向にある。したがって、これら

の遺構の覆土も基本的に乾いた土壌に由来すると考えられる。このような状態であったために、花粉

化石は分解 ・消失したと推定される。

畑の植栽痕とされるピット状遺構が掘り込まれたE層では、栽培植物のイネ属に由来する植物珪酸

体が検出されている。 しかし、植物珪酸体の総数が少ないため、E層堆積時に泣跡近傍で稲作が行わ

れていたとは考えにくい。ここで僅かに検出される植物珪酸体は、後代の撹乱の影響により上位から

落ち込んできた可能性が高い。� llb眉では、イネ属の短細胞 ・機動細胞珪酸体が多産し、しかも上位

に向かい用加する。これより、本層準堆積時には調査地の近傍で稲作などの農耕が行われていたと考

えられ、谷内部は生産域に相当していたと推定される。

一方、調査を実施した15基のピット状遺構覆土の植物珪酸体組成は、� 17Gridピット状遺構::¥1'0.1覆

土上部以外は出現率に多少の違いはあるものの、概ね類似した傾向を示した。すなわち、値物珪酸体

の構成比では機動細胞珪酸体の占める割合が高く、各種類ではウシクサ族(ススキ属を含む)が優占

し、栽培種のイネ属が随伴して出現した。 このようにピット状遺構間で類似した組成を示すことは、

ピット状遺構のほとんどが問機な状況下で埋積した、あるいは利用されていたことを示唆する。なお、� 

::'¥0.17Grid.のピット状遺構覆土上部ではイネ属珪酸体が多産しており、他の遺構とは明陳に区別され

る。これは、組成からみて、上位を覆う� llb層でイネ属が多産していることから、生物擾乱による落ち

込みの影響を受けていると考えるのが妥当である。

ピット状遺構覆土から多産したウシクサ族機動細胞珪酸体は、短細胞珪酸体の種類構成からみて、

ススキ属に由来するものが多いと推定される。ススキ属は開けた場所に生育する大型の草本植物であ

り、しばしば群落を形成する。ここでのススキ属の出現率は60%前後と極めて高く、ススキ属の草地

が存在したことを示唆する。畑が構築された時期に畑内に生育していたとは考えにくい。そのため、

その由来としては、� 1)遺構が構築される前段階に調査地点がススキ属の草地となっており、土壌中

に既に取り込まれていた、� 2) ピット状遺構内の栄益分の富化を図るため、緑肥として後述するイネ

などとともにススキなどの植物遺体を混ぜた可能性が考えられる。基本土層における植物珪酸体組成

の層位的変化を見ると、ピット状遺構の覆土に相当する� IIb-3-1層でもウシクサ族が高率に出現してい

ることから、後者の可能性も充分考えられる。

ピット状遺楠から検出された栽培種の種類はイネ属だけであり、栽培種を含むものはキビ族とオオ

ムギ族であった。イネ属はほとんどのピット状追構から検出されていることから、畑の耕作物であっ

た可能性がある。ただし、畑の堆肥として稲誌が混入した可能性も充分考えられる。また、キビ族や

オオムギ族には栽培種が含まれるが、植物珪酸体の形状からは種類を特定することができない。これ

らの種類も栽培されていた可能性もあり、今後、本遺跡ないしその近隣遺跡での炭化種子の確認調査

などから検証していきたい。また、ピット状遺構の覆土については、微細構造を軟X線写真や土壌薄

片で捉えるととで明らかにしていきたい。

ところで、ピット状遺構堆積物からは樹木起源の植物珪酸体も検出された。 これらの形態は、先述

したように近藤 ・ピアスン� (981)の第Eグループと第1¥'グループに対比されるものである。第Eグ
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ループは、維管束細胞の飾部がケイ化したもので大部分の樹木葉部に形成されるものである。第R・グ

ループは維管束細胞の周辺部に形成されるものである。また、第 Eグループは、小笠原諸島、 九州 ・

沖縄地方の表層あるいは埋没土壌でしばしば確認されてお り、イスノキ属の樹木葉の維管束細胞に由

来する珪酸体がこの形態と類似するとされている(近藤， 1976)。これらから、当時の遺跡周辺には

イスノキ属などの暖温帯性の広葉樹が分布していたことが示唆される。

沖縄列島に分布する島尻マージ ・ジャーガル ・国尻マージと呼ばれる上壌の理化学性は久場 (993)

を参考にすると、炭素含量が0.29----0.89% (腐植含量に換算すると 0.5----1.53%)、リン酸含量が0.35 

----1.34mg/g、 CECが8.8----21.1me/100gであり、今回対照試料とした IIb -3・1屑もほぼこの範囲に

入る。一方、各ピット状遺構埋積物と基本土居を比較すると、 :'¥017Gridピット状逃構 1覆土:'¥0.1・ 

2でリン酸含量が顕著に高い値を示す。沖縄の土壌では腐植の蓄積が困難であるために、土壌中に動

植物遺体が混入した場合、 JfjJ植含量に比べてリン酸含品の方がより顕著な差となって現れる。また、

陽イオン交換容量 (CE C)の発現に対して大きく影響を与える要因として腐植と粘土鉱物があるが、

沖縄の土壌は腐拙含量が低いため、ほぽ粘土によって|場イオン交換容量 (CE C)が発現していると

与えられ、土壌の養分保持力は粘土含量によって規定されていると推定される。これらから、各ピッ

ト状遺構覆土または畑構築面の潜在的な肥沃度は大差がないものの、:'¥017Gridピット状遺構 1の内部

にリン酸成分の集積が認められる。

以上のことから、分析調査したピット状遺構のうち、 N017Griclピット状遺構での植物珪酸体の産

状やリン酸成分の集制は発掘調査所見を返付けるものかもしれない。

また、 RS13Gridと基本土居採取地点付近で検出されるピット状遺構では、他のピット状遺構と比較

してイネ属の産状が悪く 、しかも土壌の理化学性も基本t層と比較して低い。この要因として、いく

つかの可能性が考えられる。ひとつは、ピット状遺構内で植物珪酸体が偏在した可能性である。これ

は、 N017Griclピット状遺構No.lでも試料番号 1と試料番号2でイネ属珪酸体の出現状況が異なる こ

とから考えられる。もうひとつは、ピット状遺構間で栽培年数や構築時期などが異なっていた可能性

である。これは、堆積物中にイネ属珪酸体の取り込まれる砧が耕作期間などに影響されるためである。

また、遺構内に混入している土壌がピットにより異なっていた可能性も考えられる。現段階では詳細

は不明であり、ピットの大きさ ・深さの異なる複数の遺構を対象として同様の分析調査を行い、 今回

の分析調査成果を比較 ・検討する必要があろう。

なお、検出されたキピ族は栽培種か否かの判別がつかず、 RS13Griclでは産出もわずかであった。ま

た、コムギなどのムギ類の植物珪酸体も全く認められなかった。そのため、キビやムギなどの綾地の

有無は現段階では不明である。

また、イネ属の他に検出された植物珪椴体の種類から、本遺跡の周辺ではススキ属やタケ ・ササ類

なども生育していたと思われる。 

4. 井戸に関する調査

(1)結果 

a.珪鋭化石

結果を表 6に示す。地山よ り採取された試料番号 11と井戸を招り込んだときの堆積物の試料番号 10

では無化石であり、井戸使用時の堆積物である試料番号 9とその上位の試料番号7・5では産出した個

体数が少ない。僅かながら産出する化石は壊れたり、溶解している。
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産出種は|達生珪藻に限定され、産出分類群数も� 9属15種類と少ない。主な産出種は、基本� t庖やピ

ット状遺構で検出された珪藻化石と同様に、陸生珪藻A群のAmphoramontana、Hantzschia 

amphixJS .，c ca o o 、o ・.入a.iulamuli 、陸域にも水域にも認められる陸生珪涼B群のAmphranrmanii

未区分陸生珪藻のPinnulariaschroederiiなどである。� 

b.花粉化石

結果を表 7・図2に示す。井戸使用時の堆積物を含む� 3点(試料番号 5・7・9) ともに、総花粉 ・

胞子数に比較して木本花粉の占める割合は20%以下と低率である。木木花粉の中ではマツ属が比較的

多く検出され、それ以外の種類はほとんど検出されない。

草本花粉は 3点(試料番号 5・7・9) を通じて高率に出現し、中でもイネ科 ・ギシギシ属 ・アブ

ラナ科が高率に出現する。この他に、カヤツリグサ科・オオバコ属 ・キク亜科などを伴う。� 

c.植物珪酸体

結果を表8に示す。植物珪酸体は井戸使用時の堆積物を含む各試料から検11'，されるが、検出個数は

少なく、保存状態も悪い。

各試料からは、基本土居やピット状遺構試料と同様に、栽培植物のイネ属、タケ亜科、ウシクサ族

が検出され、この中ではウシクサ族の産出が目立つ。また、イネ属の中には、頴珪酸体も認められる。� 

c1.種実遺体同定

結果を表9に示す。以下に、井戸埋秘物より検出された種類の形態的特徴を示す。

・イネ	 (Oryzasali"aL) イネ科イネ属

穎の破片が検出される。淡褐色で、大きさ� 3mm程度。残存しているのは、基部の部分にあたる。

友面には、微細な突起が縦に配列する。� 

-オヒシパ� (EJeusineindica(L.)Gaertn.) イネ科スズメガヤ属

種子が検出される。黒褐色で桁円形、大きさは� lmm程度。背面基部には旺、腹面基部には小さい

「へそ J がある。波状の斑紋が顕著で、種子全体を ~l う 。

-ギシギシ属� (Rumexsp.) タデ科

果実と花被の破片が検出される。イE被は、褐色で大きさ� 3mm程度。外花被は小さいが、内花被は

大きく薄い翼状になる。内花被の中筋は、 こぶ状にふくれる。果実は、大きさ� 3mm程度。褐色、� 3 

綾形で、表面は薄くて柔らかい。先端は尖る。稜が鋭い。

・ナデシコ科	 (CaryophyllaceaesP.) 


種子が検出される。黒色で、大きさは� lmm程度。表面には、荒い突起が密に配列している。


・アカザ科ーヒユ科	 (Chenopodiaceae -Amaranthaccac sP.) 

種子が検出される。黒色。側面観は円形で、上回観は凸レンズ形を呈している。大きさは� 1mm程

度。側面に 「へそJがある。表面には、細胞が亀甲状に配列している構造がみられる。

-キイチゴ属� (Rubussp，) パラ科

種子が検出される。褐色。大きさは、� 2mm程度。半月形で、一端に 「へそJが存在する。表面全

体は、荒い不規則な網目模様でおおわれる。� 

-カタバミ属� (0スcalissp.) カタバミ科

種子が検出される。黒色、惰円形で、大きさは約l，5mm。友面には、横軸方向に平行して数本の溝

が走る。

・トウガン� (BenincasahispidaCogn.) ウリ科トウガン属
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種子の破片が検出される。種子は褐色。推定される全体の長さは15mm程度。長楕円形をしており、

種皮は厚くやや堅い。縁に段差があり、薄くなっている。

・不明A


褐色、長楕円形で、大きさ� 1mm程度。表面は薄くて柔らかく、弾力がある。


・不明B

黒色で、大きさ� 1mm程度。半月型で、球を 6分割したような形状である。表面は堅く、波状の斑

紋が全体を覆う。� 

-不明C

褐色で球状、大きさは� 3mm程度。一端に大きな 「へそJがある。表面はやや竪く弾力があり、ざ

らつく。� 

(2)考察

井戸埋積物の底部と下部に含まれる珪藻化石は全般的に少なく、ほとんどが陸生珪様であり、水域に

生育する水生珪藻は極めて少なかった。これは、基本土居やピット状遺構と問機な傾向である。また、

地山の砂牒層からは珪藻化石が全く産出しなかった。これらから、検出された珪藻化石は地山から混

入したものではなく、井戸周囲から上壌とともに雨や風などにより井戸内に流入したと考えられる。

また、井戸使用時の水質については、今回の珪藻化石の産状からは情報が得られず、現段階では不明

である。

方、井戸底部の埋柏物からは草木類を中心とする種実遺体が検出された。このうち、 トウガンと

イネは栽培植物であ り、これらが当時の食料に利用されていたと推定される。イネに関しては植物珪

酸体でも検出されており、井戸付近で栽培されていた可能性がある。しかし、 トウガンに関しては井

戸内部にどのような経路をもって混入したか不明である。また、花粉化石でも検出されないことから、

井戸付近で生産されていたか否か、判断がつかない。

これ以外の種実j立体は草本類に由来 し、検出される種類も人里付近など聞けた草地に生育する種類

であるこ とが特徴である。花粉化石群集も草本花粉の出現率が尚く、さらに種実遺体と共通する種類

が検出されている。また、ピッ ト状遺構試料と問機に、タケ亜科、ウシクサ族の植物珪酸体が検出さ

れた。これらから、 井戸付近や畑周辺にはイネ科(タケ亜科 ・ウシクサ族など) ・ギシギシ属 ・アカ

ザ科一ヒユ科 ・アブラナ科 ・オオバコ属 ・キク亜科など、現在でもよく見かける革本類が生育してい

たと考えられる。このような植生は、人為的な影響を受けたために成立したと推定される。

なお、木本花粉ではマツ属が比較的多く検出される。ここで検出されるマツ属は、本地域の現

存植生(宮脇編著.1989) を考癒すると、リュウキュウマツに由来すると考えられる。 したが

って、後背丘陵地などにはリュウキュウマツなどから構成される林分が成立していたと推定され

る。完新世後半にマツ属花粉が多産する群集は円本各地で認められており、それが伐採や植林な

ど人間の直接的あるいは間般的な植生干渉に起因していることが多い。こ こでのマツ属の多産も

人間の植生干渉、に起因している可能性もあるが、 この点については花粉化石群集の変遷様式を明

らかにした上で改めて検討したい。また、わずかに検出されるツバキ属やイボタノ キ属は虫媒花

であり、風媒花と比較して花粉の生産量が低く、しかも花粉の散布範囲が狭いため、比較的局地

的な植生を反映することが多い。したがって、井戸付近にこれらの低木類が生育していたと思わ

れる。

一一一115一一



5.胎土薄片観察

(1)結果

観察結果を点10に示す。今回の観察では、胎土中の砂の虫とその粒径の淘汰度(粒の大きさの揃っ

ている程度)およびその最大粒径を示し、砂を構成している鉱物片や岩石片の種類を同定した。また、

胎土の基質を構成している粘土は焼成によってガラス化するが、焼成状態によっては全てガラス化せ

ずに粘土は残作する。ここでは、 残存する粘土の量も定性的に把握した。以� Fに各遺跡ごとに観察結

果を述べる。� 

-勝連城跡

大和系とされる� 5点の試料のうち 4点(試料番号� 1----3、6) はともに砂の呈が少なく淘汰は中程

度である。残る� l点の大和系瓦(試料若手号� 7) も砂は中量でやはり淘汰は中程度である。これに対し

て尚麗系瓦の� 2点のうち、試料器号4は他の大和系瓦同様に砂は少量で淘汰は中程度であるが、試料

爵号� 5は砂を多Iilに合み、淘汰も良好である。どの試料も砂を構成する宅な作屑物は、石英とカリ長

石であるが、それ以外の砕屑物では試料ごとに違いが認められる。まず大和系瓦の試料番け� lと2は、

斜方輝石と白雲母を含むことが特徴であり、試料番号� 3は斜長石が比較的多いことが特徴である。ま

た、試料番号4は単斜輝石と自主:母を含み、試料番号� 5は角閃石を他の試料よりも多く含むことが特

徴といえる。，:五麗系瓦の� 2点の試料は角閃石とチャートを含むことが特徴である。� 

-首里城跡

高麗系瓦の� 3点(試料番号� 8----10)は、ともに砂を多く含み淘汰は良好、石英、カリ長石、斜長石

を同量程度合み、他に角閃石とチャートを含むことが特徴である。これに対して大和系瓦の� 3点は、

それぞれ特徴が異なっている。試料番号� 11は、砂を中量含み淘汰も良好、石英、カリ長石、斜長石を

同呈程度含み、他に酸化角閃石、白雲町、チャートを含む。試料番号� 12と13は、砂の呈においてそれ

ぞれ少量と多日で異なるが、どちらも淘汰は中程度であり、石英、カリ長石に比べて斜長石が少なく 、

他に角閃石とチャートを含む。� 

-字茂佐古島� 

6点のうち� 5点は尚麗系瓦であり、� l点は大和系?とされている。� 5点(試料蓄号1-1----18)は砂を中

fi1含み、他の� l点(試料番号19)は砂を多量含む。淘汰は� 5点の試料のうち試料番号15のみが良好で

あり、他は中程度である。試料番号� 19は淘汰良好である。砂粒の構成は、石英、カリ長石、斜方輝石

以外では、� 6点の試料ともに角閃石とチャートを含むことが特徴であるといえる。� 

-銘苅原遺跡� 

2点の試料ともに高麗系瓦であ り、砂を中量含む。淘汰は試料番号� 20は中程度、試料番号� 21は良好

である。どちらも� G英、カリ長百、斜長石以外ではチャートを含むが、試料喜子号20ではさらに単斜輝

石や角閃石、門主:母も含む。また試料爵号20は基質粘上品も多い。� 

-那覇港周辺遺跡群旧東村地区

大和系瓦� I点のみであり、淘汰が中程度の中量の砂を含み、石英、カリ長石、斜長石以外では角閃

石が特徴である。� 

.i皮上遺跡

大和系瓦 l 点のみであり、淘汰の良好な砂を多~に含む。特に石英粒の多いことが特徴であり、他

に白雲母を含む。
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-牧志御願東方遺跡

高麗系瓦 2点であるが、互いに特徴はやや異なる。試料番号24は砂は少量であり、淘汰も中純度、

石英、カリ長石、斜長石以外では酸化角閃石とチャートを含むことが特徴である。試料番号25は、淘

汰の良好な砂を多量に含み、石英、カリ長石、斜長石以外では角閃石、円雲母、チャートを含むこと

が特徴である。 

-天界寺跡

高麗系瓦 3点の試料は、ともに砂を少虫しか含まずまた淘汰も中程度である。また、 3点ともに酸

化角閃石を含むことが特徴である。

-浦添城跡 

17点の試料全てが高麗系瓦であるが、円面の刻印の違いによってある程度胎土に傾向が認められる。

まず 「大天j の刻印のあるものは、砂を多量に含むものが多く、淘汰はどれも良好である。石英、カ

リ長石、斜長石以外では角閃石と白雲母およびチャートを含むことが特徴である。また、試料によっ

ては基質の粘土量が中量または多量のものがある。 「天Jの刻印のあるものは、砂の盆が中量程度のも

のが多く、淘汰は良好である。ただし、試料番号40のみは砂を少量しか含まず、その淘汰も中碍度で

ある。砂を構成する砕屑物の種類では、石英、カリ長石、斜長石以外ではどれも角閃石とチャートを

含むことが特徴である。また、基質の粘土品も中量または多位であることも特徴である。 「突西・・・」

の刻印の試料は、砂の量は多電または中以であるが、淘汰は中稗度のものが多い。砂を構成する砕屑

物の種類では、石英、カリ長石、斜長石以外ではどれもチャー トを含むが、試料番号41と42は般化角

閃石、それ以外は角閃石を含む。また、試料によっては基質の粘七量が中量または多量のものがある。 

.為文の粘土

砂をほとんど含まない粘土。わずかに認められた砂は、石英、チャート、砂岩、雲付片滑などである。 

(2)考察

瓦胎土の薄片観察結果の一覧表全体を見ると大和系瓦と高股系瓦との間では、それほど明隙な泣い

を示すとはいえない。むしろ、どちらも角閃石とチャートを合むものが多いなどの共通点を見11¥すこ

とができる。一βで、結果の項では、それぞれの追-跡において高麗系瓦と大和系瓦あるいは高麗系瓦

の中でも刻印の違いごとに特徴を述べた。この状況はすなわち、大和系瓦も高麗系瓦も類似あるいは

共通の地質学的背去を有する地域の砂あるいは粘土を使っている可能性があり、かつ、同じ高麗系瓦

とされているものでも出土地あるいは刻印によって微妙に仁の材質が異なっていることを示唆する。

おそらく、これまで考えられているような朝鮮半島や本士および沖縄諸島というような大きな地質の

違いを有する産地の違いはなく、より狭い地域内での産地の多傑性があると考えられる。なお、今回

の試料の多くに認められたチャートは、沖縄本島のなかでは本部半島に主に分布範囲が限られている。

宇茂佐古島遺跡の位置との関連性も考えられるのではないだろうか。

今後は、より多くの分析例を蓄積するとともに、 今回とは別の方法によるデータを取るなどの展開

も有効と考えられる。
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表� 3 花粉分析結果� 
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表5 土壌理化学分析結果

腐植含量 リン酷含量 CEC 
試料名 土性 土色 (Qo) 包区g2 (me/10包]

基本土層 n b-3-1層 LiC 10YR4/2灰黄褐 1. 65 1. 52 16.2 
t' ~ト状遺構 N017Gridピット状遺構l I No. 1 LiC 10YR4/1黄褐 1.77 3.00 1-1.8 

I No. 2 HC 10YR4/1黄褐 1. 81 3. 18 15.9 

PQ24Gridピット状遺構覆土 LiC 10YR4/2灰黄褐 1. 42 1. 28 12. 1 

RS13Gridピット状遺構覆土 LiC 10YR4/2灰黄褐 0.93 1. 02 8. 7 

ピット状遺構覆土 LiC 10YR4/2灰黄褐 1. 5-1 1. 32 16.5 

畑構築面 LiC 10YR4/2灰黄褐 1. 67 1. 09 15.5 

注. ( 1 )土色:マンセル表色系に準じた新版標準土色帖(農林省農林水産技術会議監修， 1967)による。

( 2)土性:土壌調査ハンドブック(ペドロジスト懇談会編， 1984)の野外土性による

LiC" .軽埴土(粘土25'""4問、シノレト0'""450(，、砂10-""'55%)

HC・・・重埴土(粘土45'""100%、シノレト0'""55%、砂0'""55%)

表6 井戸埋積物の珪藻分析結果

種 類
生態性 環境 井戸埋積物

塩分 pH 

Amphora montana Krasske Ogh-ind ind 

Amphora normanii Rabenhorst Ogh-ind ind 

Caloneis largerstedtii (Lagerst.)Cholnoky Ogh-ind al-il 

Gomphonema gracile Ehrenberg Ogh-ind al-il 

Gyrosigma scalproides (Rabh.)Cleve Ogh-ind al-il 

Hantzschia amphioxys (Ehr.)Grunow Ogh-ind al-il 

Nadcula confervacea (Kuetz.)Grunow Ogh-ind al-bi 

Navicula contenta Grunow Ogh-ind al-i 1 

Nadcula mutica Kuetzing Ogh-ind al-il 

Navicula mutica var. ventricosa (Kuetz.) Cle¥'e Ogh-ind al-i 1 

Kitzschia brevissima Grunow Ogh-hil a1-il 

ぷitzschia spp. Ogh-unk unk 

Pinnularia borealis Ehrenberg Ogh-ind ind 

Pinnularia schroederii (Hust.)Krammer Ogh-ind ind 

Stauroneis obtusa Lagerst Ogh-ind ind 

Stauroneis spp. Ogh-unk unk 

海水生種合計

海水一汽水生種合計

汽水生種合計

淡水生種合計

珪藻化石総数
凡例
H. R. :塩分濃度に対する適応性
Ogh-hil:貧塩好塩性種

pH:水素イオン濃度に対する適応性
al-bi:真了jレカリ性種

Ogh-ind:貧塩不定性種 al-il:好7/~州性種

Ogh-hob:貧塩嫌塩性種 ind :pH不定性種

Ogh-unk:貧塩不明種 目一i1:好酸性種
unk :pH不明種

環境指標種
0:沼沢湿地付着生種(以上は安藤， 1990) 

流水 指標種 b 7 

ind RA 2 

ind RB 4 

ind S 

l-ph O，U 

r-ph 

ind RA， U 3 2-1 

ind RB，S 

ind RA. T 

ind RA，S 6 a 

ind RI 

ind RB，仁

unk 2 

ind RA 

ind RI 

ind RB 

unk 。。
。。
。。
13 39 

13 39 

C. R. :流水に対する適応性
l-ph:好止水性種

ind 流水不定性種
r-ph:好流水性種

unk 流水不明種

S:好汚濁性種 U:広適応性種 T:好清水性種(以上はAsai，K. & Watanabe， T. 1995) 
R:陸生珪藻 (RA:A群， RB:B群，RI:米区分陸生珪藻、伊藤 ・堀内， 1991) 
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表7 井戸埋積物の花粉分析結果

種 類
試料番号|

井戸埋積物
7 9 。

木本花粉

マツ属 | 73 23 53 
コナラ属アカガシ亜属 2 
シイノキ属
ツバキ属 2 
ウコギ科
ハイノキ属
イボタノキ属 4 
草本花粉
イネ科 144 145 83 
カヤツリグサ科 7 3 4 
ギシギシ属 23 71 25 
アカザ科ーヒユ科 。
ナデシコ科
キンホウゲ科
アブラナ科 17 34 92 
マメ科
アオイ科 1 
アリノトウグサ属
オオバコ属 3 19 
ヨモギ属 1 
他のキク亜科 13 13 12 
タンポホ亜科 3 
不明花粉 3 6 8 
シダ類胞-f- 165 22 49 

ぷ口b、

木本花粉 73 25 63 
草木花粉 208 270 249 
不明花粉 3 6 8 
シダ類胞子 165 22 49 
総計 (不明を除く ) -146 317 361 
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表9 井戸堆積物の種実遺体同定結果表8 井戸埋積物の植物珪酸体結果
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図版1 植物珪酸体

、a

..-
・・ 111・E‘、，ー .. .圃周回・・・・・
'E~冨・・ ‘ -司，，_・..、-眉-
3 

1.イネ属短細胞珪酸体 (H1地区:16地点:第E屑ピット列第21列)

2.イネ属短細胞珪酸体(JK地区 :17地点 :第E層ピット列第29列)
3.ススキ属短細胞珪酸体(JK地区:17地点:第E層ピット列第29列)

50μm 

4.オオムギ族短調u胞畦酸体 (H1地区:16地点;第E届ヒ ット列第21~IJ) 
;).イネ属機動細胞珪酸体(JK地区;17地点;第E層ピット列第29列)
6.イネ属機動細胞珪酸体 (RS地区;14地点;第E層ピット列第51列)

7.ウシクサ族機動細胞珠酸体(JK地区:1 7地点;第E 層ピ ッ ト列第29~J)
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図版2 胎土必片 (1 ) 

l.勝述城跡大和系雁振瓦 :1 2.勝述城跡大和系 雁振瓦:1 

3.勝辿城跡大和系平瓦 :2 4.勝辿;城跡大和系平瓦:2 

;).勝連城跡大和系平瓦:3 6.勝連械跡大和系 平瓦 :3 

O.5mm 

写12の左列は下)jホーラーのみ、釘列は直交ホーラー下.
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図版3 胎土薄片 (2)

7.勝連城跡高麗系有段平瓦;4 8.勝連城跡高麗系有段平瓦:4

9.勝連城跡両麗系有段平瓦;5

11.勝連城跡大和系丸瓦:6

写真の左列は下方ポーラーのみ、右列は直交ポーラー下.

一ー129一一

10.勝連域跡 113鹿系有段平瓦<)
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図版4 胎土薄Jt(3) 

13.首里械跡高麗系平瓦:9

15. t'i lJl城跡大和系丸瓦:12 

17.字I安佐古島遺跡大和系? 丸瓦:1-! 

14.首里城跡高麗系平瓦:9

16.首里城跡大和系 丸瓦:12 

18.字茂佐占島遺跡大和系? 丸瓦:14 

O.5mm 

写点の左列は下}Jホーラーのみ、右列は直交ホーラー下.
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図版5 胎土薄片 (4)

19.宇茂佐古島遺跡高麗系平瓦;16 20.宇茂佐古島遺跡高麗系平瓦:16 
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21.銘苅原遺跡高麗系 平瓦;20 22.銘苅原遺跡高麗系平瓦:20
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エ23.那覇港周辺遺跡群旧東村地区 大和系平瓦:22 24.那覇港周辺遺跡群旧東村地区大和系 平瓦:22

0.5mm  

写真の左列は下方ポーラーのみ、右列は直交ポーラー下.
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図版6 胎土薄片 (5) 

孟互量圃

』‘ .. -ー-
，園 E有国 国
回
田園区司

25.波上遺跡大和系平瓦:23 26.波上遺跡 大和系平瓦:23

27.牧志御願東方遺跡高麗系平瓦:25 28.牧志御願東方遺跡高麗系平瓦:25

29.天界寺跡高麗系平瓦:26 30.天界寺跡高麗系平瓦:26

0.5mm 

写点の左列は下ノ7ポーラーのみ、右列は直交ポーラー下.
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図版7 胎土薄片 (6)

31.浦添城跡ょうどれ高麗系平瓦:31 32.浦添城跡ょうどれ高麗系平瓦:31

33.浦添城跡ょうどれ高麗系 平瓦;40 34. ?lli添城跡ょうどれ高麗系 平瓦:40

35.浦添城跡ょうどれ高麗系平瓦;44 36.浦添城跡ょうどれ高麗系 平瓦:-14

0.5mm 

写真の左列は下方ポーラーのみ、右列は直交ポーラー下.
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図版8 胎土薄片 (7)
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37.名護市為又粘土:-16 38.名護市為又粘土:46

O.5mm 
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図版

宇茂佐古島遺跡出土の主な陶磁器
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図版5 土器 ・土製品
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図版6 白磁①
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図版7 白磁②

一一1-12一一



13 8 

9 10 

2 

3 
4 

図版8 青磁①
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図版9 青磁②
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38 

図版10 青磁③
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61 63 

図版11 青磁③
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図版12 青磁⑤
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図版13 青花①
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図版14 青花②
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図版15 青花③
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図版16 青花④
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図版17 青花⑤
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'13 11 

図版18 天目茶碗 ・赤絵 ・色絵 ・韓国産象厳青磁 ・三彩
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7 

図版19 褐袖陶器①
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-圃冨
17 

図版20 褐紬陶器②
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3 
4 

図版23 備前陶器・すり鉢
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2 

図版24 肥前陶磁器①
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図版25 肥前陶磁器②
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図版26 産地不明陶磁器
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16 

図版29 高麗系瓦③
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図版30 沖縄産無紬陶器①
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18 

20 21 

図版31 沖縄産無軸陶器②
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図版32 沖縄産無軸陶器③
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39 
41 

図版33 沖縄産無軸陶器④
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図版34 沖縄産施軸陶器①
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図版35 沖縄産施紬問器②
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4 

2 3 

図版36 沖縄産陶質土器・瓦質土器
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図版37 石器 ・石製品
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図版38 石器 ・石製品
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図版39 煙管
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図版40 玉類 ・金属製品

一一-175-



3 

16 
12 

図版41
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図版42 木製品
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11: 名 宇茂佐古島遺跡

同IJ 寸上」売 名 宇茂佐第二七地区間整理事業に伴う緊急発掘調査

巻 次
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シリーズ番号 13 
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ふりがな コード
所収追跡名 所在地 北緯 東経調査期間調査l師積 調査原因

市町村 遺跡番号

うむさふるしまいせき おきなわけん怠ごし

字茂佐占島遺跡 沖縄県名護市 名護市 『名護市の 26。 127。 1995.1 0.23 8.713 mJ 土地区
47209 遺跡(2)j 35' 57' ，、~ 画整理

1982年 51" 26" 199i.9.1.t 事業に

5-6 伴う緊

急発掘

調査

所以遺跡名 種別 主な時代 |主な遺構 主な遺物 特記記事

字J交佐占島遺跡古集落跡室町~江戸時代 高倉跡 在地土器

相当期 井戸跡 中国産陶磁器

タイ産褐袖陶器グスク時代末~ 畑跡

近世琉球
韓国産象巌占磁

15世紀.....18世紀初
備前播鉢

肥前向磁器

沖縄産陶器
1 

高麗系瓦

石器

煙管

銭貨
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